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例　　　言

1本書は、県道高岡・郡司分線道路改良事業に伴い、

宮崎県高岡土木事務所の依頼を受けて県教育委員会が

実施した2遺跡の発掘調査報告書である。

2　発掘調査の期間および調査体制は、第I章第2節の

とうりである。

3　本報告書の執筆分担については、目次に明記してい

るとおりである。

4　出土遺物は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財センター

で保管している。
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第I章　序 説

第1節　調査に至る経緯

学頭遺跡・八児遺跡は、高岡町大字下倉永に所在する。国道268号線の花見橋の東で南下して穆佐へ抜け

る県道高岡・郡司分線道路改良事業により影響を受ける地点について発掘調査の対象とし、遺跡の位置関係

から高岡町遺跡詳細分布調査による宮水流第1遺跡に隣接する遺跡を八児遺跡として、粟野神社周辺を学頭

遺跡とした。

学頭遺跡は、古くから土器の出土が確認され有力な遺跡として知られていたが、調査の結果は当初の予想

を越えて、多量の土器の出土、縄文時代から中酎こ至る多様な時期の遺構、遺物の検出・出土により多くの

成果を得ることができた。

発掘調査は、道路工事の計画に先行する形で学頭遺跡は実質3ヶ年・6次、八児遺跡は2ヶ年・2次にわ

たり実施することになった。

学頭遺跡

場所　宮崎郡高岡町大字下倉永687－1、686－1ほか

期間　一次調査　　　平成2年2月19日～3月23日

二次調査　　　平成3年1月28日～2月15日

三・四次調査　平成3年7月2日－12月6日

五次調査　　　平成5年6月22日～9月18日

六次調査　　平成5年10月28日～平成6年1月19日

八児遺跡

場所　宮崎郡高岡町大字下倉永402ほか

期間　一次調査　　　平成2年9月20日－10月5日

二次調査　　　平成4年2月24日～3月3日

第2節　調査の組織

調査組織は以下の通りである。

調査体制

調査主体　県教育委員会

教　育　長　児　玉　郁　夫（昭和63年度一平成2年度）

高　山　義　孝（平成3年度～平成5年度）

田　原　直　廣（平成6年度）

教　育　次　長　増　井　彬　宏（平成元年度～2年度）

安　田　天　祥（平成3年度～4年度）

八　木　　　洋（平成5年度－6年度）

－1－



教　育　次　長　高　山　義　孝（昭和63年度一平成2年度）

宮　路　幸

中　田

文　化　課　長　梨　岡

長　友

甲　斐　教

江　崎　富

雄（平成3年度一4年度）

忠（平成5年度－6年度）

孝（平成2年度）

巌（平成3年度）

雄（平成4年度－5年度）

治（平成6年度）

同課長補佐　片野坂　次　彦（平成元年度－2年度）

串　間　安　国（平成3年度－4年度）

田　中　雅　文（平成5年度－6年度）

庶　務　係　長　小　倉　茂　光（昭和63年度一平成2年度）

税　田　輝　彦（平成3年度－5年度）

高　山　恵　元（平成6年度）

埋蔵文化財係長　岩　永　哲　夫（昭和63年度－）

（平成5年度から埋蔵文化財第一係）

主　　　　査　北　郷　泰　道（学頭遺跡2・4次調査・八児遺跡2次調査担当）

ク　　　　石　川　悦　雄（八児遺跡1次調査担当）

ク　　　　菅　付　和　樹（学頭遺跡3次調査担当）

主　　　　事　長　友　郁　子（学頭遺跡1次調査担当）

ク　　　　松　林　豊　樹（学頭遺跡5・6次調査担当）

第3節　遺跡の歴史的環境

学頭遺跡（第1図1）、八児遺跡（第1図2）は、ともに大淀川に注ぐ江川と瓜田川の小河川に挟まれ、

八児遺跡は標高12m、学頭遺跡は標高14m台の微高地上に立地する。北から八児遺跡、宮水流遺跡（第1図

3）、学頭遺跡と密度高く遺跡が連続している。学頭遺跡は、縄文時代では前期からの遺物が見られるが、

顕著には後期に出土が集中し、弥生時代では中期から後期に中心があり、古墳時代初頭まで継続する。一方、

八児遺跡は、中世期を中心とした遺構・遺物が出土している。

高岡町内での遺跡の様相は、未で断片的なところが多いが、近年の発掘調査の進展により次第に明らかに

なりつつある。旧石器時代では、まだ発掘調査例はなく表採資料として久木野遺跡周辺での剥片尖頭器が知

られているのみである。縄文時代では、早期の遺跡が増加し橋山第1遺跡（第1図7）、宗栄司遺跡（第1

図5）などで集石遺構に伴い押型文土器が出土している。

弥生時代の遺跡は、まだ類例が少なく今回の学頭遺跡の発掘調査の成果は今後とも重要な資料として位置

付けられることになるであろう。

古墳時代では、古墳分布の密度は高くはなく東高岡地区の3基（第1図8）が県指定史跡として保存され

ている。しかし、南九州独特の地下式横穴墓も分布し、久木野地下式横穴墓群の3基の調査例がある。

古墳時代以降では、学頭遺跡などの西3kmに、日向の3高城（木城町・新納院高城、高岡町・穆佐院穆佐

城、高城町・三俣院月山日和城）の一つとして数えられる、代表的な中世城郭として知られる穆佐城跡（第

1図4）が所在している。そのため、麓集落に関連する中世期の集落なども形成されている。八児遺跡など
l　　　へ
」

はそうした中に位置付けられる遺跡であろう。

－2－



嵐

第1図　遺跡位置図（1：50，000）

1・学頭遺跡　2・八児遺跡　3・宮水流遺跡　4・穆佐城跡　5・宗栄司遺跡　6．花見貝塚　7．橋山第1遺跡

8．高岡古墳群　9．五ツ塚1－4号墳

－3－



第Ⅱ章　学頭遺跡の調査

第1節　調査区の設定と概要

1次調査は、一連の調査のうち最も西側に位置し、調査区としても狭小なものである。縄文土器片などの

出土をみたが、後の調査で判明するように谷地形の中にあり、周辺からの流れ込みの場所である。

2次調査は、1次調査区の東から粟野神社までの延長40mを幅1mで側溝工事部分を対象として実施した。

多量の土器を包含する溝状遺構のほか柱穴、土坑等の検出を見ている。

3次調査は、2次調査の拡張として新設道路部分の調査となった。2次調査の溝状遺構の延長が確認され、

そのほか住居跡、土坑などが検出されている。

4次調査は、2・3次調査の溝状遺構が延長し、なお残存する可能性があるため、現道部分の改良に伴っ

て調査を実施した。予想通り溝状遺構は良好に残存し多量の土器が出土した。

5次調査は、粟野神社の向い側の道路交差点部分を中心として調査を実施した。6次調査は、粟野神社か

ら東の道路改良部分へと調査区が移り、一連の学頭遺跡の調査の中では最も東部分の遺跡の様相を把握する

ことになった。

第2節　遺構

学頭遺跡では狭い調査範囲に比して著しく多くの遺物が出土した○その大部分は縄文時代から古墳時代の

所産と考えられるが、この時期に該当する遺構はごくわずかしかない。その他の遺構は時期的な位置付けが

難しいが、ほとんどは近世以降のものと考えられる○以下時期の特定が比較的可能な遺構について個別にと

りあげてゆく。なお遺物の詳細は観察表を参照されたい。

（1）弥生時代～古墳時代

住居潮こ

学頭遺跡において住居跡と考えられる遺構は4つあるが、1号、3号は方形プランの一角とおもわれ、4

号は硬化面を検出したのみである。遺物からおよその時期が知られるものは2、3号のみであった。

2号住居

2号住居は4軒のなかでは最も検出面積が広いが、遺物はあまり良好な状態では出土していない。検出状

況から1辺5m前後の方形プランと考えられ、深さは検出面から30cmほどであった。主柱は2本とおもわれ、

中央部に浅い土坑がみられる。この中央土坑の北側部分に2つの深い柱穴がみられ、主柱穴をむすんだ東西

の一直線上に並ぶ。またこの土坑周囲に硬化面がみられる。

遺物は2点のみ（第5図3、4）とりあげたが、3は嚢の口縁部一頚部で、頸部に断面が三角形に近い刻

目をもつ突帯がめぐる。4は胴部一底部で、胴部中位に大きい単位のタタキ調整痕がみられ、底部はやや上

げ底である。この遺物以外のものをふくめて、概ね弥生末一古墳初頭の時期が考えられる。

3号住居

2号住居の北側にコーナーの一部とおもわれる落ち込みが検出され、これを3号住居とした。検出面から

の深さは0．5mでそのほかの遺構の規模などは不明だが方形プランとみられる。遺物は少ないものの完形に

近いものがみられる。（5図）1、5は胴部外面に叩き調整を施す嚢で1は口縁部に最大径をもち胴部最大

径は胴部上半にあり、口唇部は丸くしあげられている05は胴部の中位で最大径をもつ。2は嚢で頸部で強

く屈曲し外反しながら外方に延びる。6は高杯の杯部と脚部の接合部分である。7は高杯の脚部で、屈曲せ

ずに裾部まで外反しながらひろがる。8は器台で最大径を口縁部にもち、中央よりもやや上位で鋭く屈曲し

－4－
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第2図　学頭遺跡調査区位置図
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第3図　学頭・八児遺跡周辺地形図（1／3000）
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第4国　学頭遺跡SA2遺構実測図（1／2）

直線的に裾部に続く。脚部の中位に5つの円形透かしをもつ09も器台で直線的な脚部から中央よりもやや

上位で鋭く屈曲し、わずかに外反しながら口縁へ続く。口縁部は複合口縁で、口縁部の外方に延びた拡張部

に不規則な刻目を施している。遺物の時期としては弥生末一古墳時代初頭頃とおもわれる。

土坑

1号土坑（第6、7図）

1号土坑は5次調査の2区3層上面で検出された。東西に細長い楕円形を呈し、長軸約2・4m、短軸約0・6m、

深さ約0．5mを計る。底は船底状で東側で2段に落ち込み、遺物は第4層から一括して出土している。

1は口縁部に断面台形の突帯をもつ小型の嚢である。3は大型嚢の口縁部でいわゆる逆L字状をなし、口

唇部がややくぼむ。2、5はいわゆる下城系の嚢で、口縁部の下位に一条の刻目突帯をめぐらせる。4、6

は口縁部がほぼ水平方向にのびる嚢の口縁部で、4は屈曲部がなめらかなカーブをえがくが、6は屈曲部に

明瞭な稜線がみられる。これらの遺物はほぼ同一の時期（弥生時代中期後半）として考えられる。

溝状遺構

1号溝状遺構

2－4次調査において検出された。断面形がⅤ字形を呈し、幅が約2m、深さ約1mを計る。遺物はかな

りの密度で出土した。（8．9．10図）

1－16、23は嚢である。1はあまり張らない胴部から頚部で屈曲し、やや外反しながら口縁部へむかい、

口縁部で最大径を計る。胴部の最大径を中央よりもやや上位にもち、底部はやや上げ底である。2、3、5、

8は底部は不明だがほぼ1と同様の形態をもつ。4はかなり張った胴部から頸部で強く屈曲し、やや外反し

ながら口縁部へむかう。口唇部がやや肥厚している。6はあまり張らない胴部から強く屈曲しやや外反しな

がらおおきく外方にのびる。7ほほほ直立した胴部から強く屈曲していわゆる逆L字状の口縁部をなす。9、

11はほぼ直立した口縁部下方に一条の刻み目突帯をめぐらすもので、9には口唇部にも刻み目がみられる。

10はくの字状に屈曲した口縁部下位に一条の刻み目突帯をめぐらせる015、23は器高がひくく、頚部から短

く口縁がのびるもので、最大径は胴部にもつ。12、16は胴部片で、12は断面台形の突帯が一条みられ、16は

－8－
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第5図　2・3号住居出土遺物実測図（1／4）

1　にぷい黄褐色　砂質だがやや粘性をもつ
2　暗褐色　　　　砂質だがやや粘性をもつ
3　灰黄褐色　　　砂質だが粘質をもつ
4　灰褐色　　　　砂質だが粘質が強い

第6図1号土壌遺構実測図（1／40）
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第7図1号土壌出土遺物実測図（1／4）
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外側にタタキ調整がみられる。13、14、31は底部でともに平底を呈する。

17、20－30、32－34は壷である。17は小型で口縁部が直立からわずかに外方にひらく。27、28は大型と中

形の複合口縁壷とみられ、27は口縁部の外方への拡張がみられる。20は頸吾障波状の刻み目をもつ偏平な突

帯をめぐらせる。21、22は肩部でそれぞれ一条、三条の突帯がみられる。24は肩部に櫛措波状文、胴部屈曲

部の上下に羽状文を施す。26、32、33はほぼ球形の胴部で丸底を呈するとおもわれる。29、34は平底の底部

で球形の胴部をもつ。30は平底の底部で底に竹管文状の痕跡がみられる。

36－43は高杯である。36は口縁部で杯部が二段に屈曲するとおもわれる。3ト39は脚柱部で。やや内傾し

ながら杯部へ接続する。40はいわゆるエンタシス状の脚柱部で、41は内湾する脚部で40のような形態の脚柱

部をもつとおもわれる。42は直立する脚柱部からゆるやかに外反しながら裾部に続き、その屈曲部につの円

形透かしをもつ。43は口縁部と脚裾部が大きく開くもので、脚柱部中央が最も細くなる。44は器台の脚部と
l

ぉもわれ、外面に細かい櫛措波状文を施す。18、19、35、45、46、49は鉢形土器である。35は明瞭な頸吾帽

曲がみられ、底部は胴部から段をもち、平底となる。47、48、50は小型器種である。47は胴部中央にあまい

段をもち、上位に櫛措波状文を施す。

時期的には9、11のいわゆる下城系の賓の頃から40、41といったエンタシス状の脚柱部を持つ高杯、27、

28の複合口縁壷のころまでと幅があり、出土位置などからも時期の決定は難しい。ここでは弥生中期後半以

降のものとして扱っておく。

6号溝状遺構

5次調査2区において検出された。幅約0・9m、深さ約1・1mを計る。調査区の東端にその一部が確認され

たのみだが多くの遺物が出土し、やはり時期差がみられる。（11図）

1－4、6、8は嚢で、3はくの字口縁をもち頸吾臣下に一条の刻み目突帯がめぐる。1・4は口縁部が外上

方に延びるもので最大径をそれぞれ口縁部、胴部ではかる。2、6、8は平底の底部で2は胴部と底部の境

に明瞭な段をもたず、6、8は外反する。5、7、9－17は壷である。5、7は複合口縁で、7は口縁部外

面に櫛措波状文を施す。9は内傾した頸吾陣ら口縁部で短く外反する。10は口縁部が直立する短径のもので

ぁる。11は底部が円盤状にとびだすもの、12、14は胴部が菱形状を呈し平底である。13は胴部に刻み目をも

っ突帯をはさんで重孤文を施しており壷の胴部とおもわれる。16は重孤文が施された胴部片である。17は胴

部屈曲部に小さな突帯をめぐらせ、その上位に櫛措波状文、下位に幾何学的な線刻を施す。15は脚付きの鉢形

土器で、胴部中央よりやや上位に小さな突帯がめぐり、ロ縁部からその突帯の間に細かいやや乱れた櫛措波状

文を施す。11は浅い鉢形土器で、高杯の杯部と類似した形態をしている。18は小型器種の鉢形土器である。

遺物の時期は3、13などに他の遺物よりもやや古い様相がみられ、全体として弥生後期一古墳時代初頭の

中におさまると思われる。遺構の時期もこの時期を考えたい。

周溝状遺構（12図）

周溝状遺構は6次調査2区において検出された○幅約2m、深さ0・4mの浅い溝が弧を措きながら調査区

南側に延びている。平面プランでみると円形というにはいびつで隅丸方形にちかい印象をうけるが、単なる

溝状遺構の可能性もある。遺物は細片がまばらに出土したがその多くは底付近からの出土であった。（13図）

1は複合口縁壷で球形の胴部から頸吾腔外上方に屈曲し外反しながら口縁部へとむかう。口縁部の外方拡

張部分と口唇部の端部は丸く仕上げられ、文様などはみられない。またこの壷の底部は5で、平底を呈する。

1、5ともに風化が激しく、調整は不明である02、3も複合口縁壷の口縁部とおもわれるが両者ともに口

唇部を平坦にしあげている点で1とはことなる04は嚢の口縁部とおもわれる。6は16世紀代の明の染付け

とみられるが、第1層からの出土で流れ込みとおもわれる○底付近からの出土遺物は器種、量ともに少ない

が、古墳時代初頭の時期とおもわれる。

－10－
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第8図　1号溝状遺構出土土器実測図（1）
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第9号1号溝状遺構出土遺物実測図（2）（1／4）
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第10図1号溝状遺構出土遺物実測図（3）（1／4）
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第11図　6号溝状遺構遺物実測図（1／4）
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（2）中世の遺構

ここでは遺物から時期を特定することは難しいが、概ね中世の範囲内でとらえられるものをとりあげる。

溝状遺構

8号溝状遺構は5次調査1区第2層上面で検出された。幅約1．8m、深さ0．9mを計る。溝の北側で2段の

テラスが確認された。検出できたのがごく一部のため遺物は3点のみだが、すべて床面付近からの出土で、

青磁、土師皿の小破片であった。

9号溝状遺構は6次調査1区第2層上面で検出された。幅約1．3m、深さ約0．3mを計る。この溝は11号と

同一の可能性が高い。遺物（14図）は12、14－20で、12は備前系の摺鉢、14－19、20は青磁塊、18は土垂で

ある。時期としては12や14、16の線描達弁文、15の端反状の形態から15－16世紀頃のものとおもわれる。

10号溝状遺構は6次調査1区第2層上面で検出された。幅約1．3m、深さ約0．7mを計る。この溝は9、10

号と切り合っているが、その前後関係は判断できなかった。遺物（14図）は、11、13で、13は底部に糸切り

痕を残し、口縁部が端反状になる土師皿、11は外面に雷文帯をもつ青磁塊である。11の青磁から15－16世紀

頃のものとおもわれる。

11号溝状遺構は6次調査1区第2層上面で検出された。幅約1．2m、深さ約0．4mを計る。遺物（14図）は

1－10で、1は瓦質の羽釜もしくは火鉢とみられ胴部に菊花文がみられる。2、3の陶器は2が在地系、3

が肥前系の瓶で、いずれも近世のものとおもわれ、流れ込みと考えられる。5、6、7は青磁腕である。4、

8は土師皿でそれぞれ底に糸切り、ヘラ切りの痕跡を残す。9、10は備前系の摺鉢である。遺物の時期とし

ては8の土師皿に古い様相がみられるが、5の青磁や、9、10の備前系摺鉢から15－16世紀頃のものとおも

われる。

12号溝状遺構は6次調査1区第2層上面で検出された。幅約1．5m、深さ約1mを計る。溝の東側に撹乱

を受けているが、3面ほどの段が確認された。遺物はほとんどなかったものの、切り合っている溝の関係か

らやはり15－16世紀頃のものとおもわれる。

（3）時期不明の遺構

住居

1号住居は3号住居と同様に方形プランの一角が検出された。遺物は少なく、時期の限定はさけたい。こ

こでは2点の遺物をあげたが（第16図1、3）、1は鋤先状を呈し、2は斜め上方に延び、ともに壷の口縁

部である。

土坑

2号土坑は5次調査1区第2層から検出された。平面プランは長方形で底部分の長軸1．3m、短軸0．8m、

深さは検出面から0．45mを計る。側壁、床に厚さ5cmほどの壁土を貼り付けており、遺物はほとんどみられ

なかった。

3号土坑は5次調査1区第3層から検出された。平面プランは楕円形で長軸2．3m、短軸0．6m、深さ0．1m

を計る。中央東寄りに30cm大のやや偏平な石が埋め込まれたような状態で出土し、石の西側で焼土がやや浮

いたかたちで検出された。遺物としては第27図30が半分にわれたような形の管玉の破片が1点みられたのみ

であった。

4号土坑は5次調査1区第2層から検出された。平面プランは長方形で底部分の長軸1．3m、短軸0．6m、

深さは検出面から0．45mを計る。SC2と同様の構造のもので、遺物はほとんどみられなかった。

5号土坑は5次調査1区第2層から検出された。平面プランは楕円形で長軸1．6m、短軸0．7m、深さ0．3m

を計る。底の中央部が最も窪んだ船底状を呈し北側の土坑端部に柱穴が1つみられる。遺物はほとんどみら

れなかった。

－14－
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第12図　周溝状遺構遺構図及び哩土堆積状況（遺構1／100、土層1／40）

6号土坑は直径1．6mのほぼ円形プランで深さ0．15mを

計る。遺物は縄文、弥生土器の細片がわずかにみられた。

7号土坑は6次調査1区2層上面で検出された。径約

3mのほぼ円形プランを呈し、深さは最大で2．4mを計る。

調査中の雨の影響で崩落したため正確な形状等は記録でき

なかったが、遣物（第16図2、4－9）は細片がかなり出

土した。遺物からみるとかなりの時期幅がみられるが、床

面付近からの出土はなかった。2は高杯の杯部である。4

は壷の底部で外面に竹管文状の痕跡が2つみられる。5は

土師皿で底部に糸切り痕跡を残す。6は陶器の底部で器種

は不明である。7は東播系の捏鉢口縁部で注ぎ口状になる

とみられる。8は青磁の塊、9は常滑焼の嚢である。時期

は古墳時代から中世のものまでみられる。

－15－
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溝状遺構

2号溝状遺構は5次調査2区で検出された。幅約0．8m、深さ0．4mを計る。

3号溝状遺構は5次調査2区で検出された。幅約0．5m、深さ0．1mを計る。

4号溝状遺構は5次調査2区で検出された。幅約0．5m、深さ0．2mを計る。

5号溝状遺構は5次調査2区で検出された。幅約0．8m、深さ0．1mを計る。

以上の溝は上層の堆積が撹乱をうけており、実際はもっと上層から掘り込まれていたものと考えられる。

また、遺物はみられなかったため時期は不明である。

7号溝状遺構は5次調査1区第2層上面で検出された。幅約1．5m、深さ0．25mを計る。遺物はすべて細

片で、量も少ないため時期不明である。

13号溝状遺構は6次調査2区第2層上面で検出された。現道路部分に掘り込まれており、幅、深さは不明

である。また、遺物もなかったため時期不明である。

14号溝状遺構は6次調査3区第2層上面で検出された。検出状況から13号と同一のものとおもわれる。遺

物は（16図10－16）すべて上層からの出土で、時期を特定できるものはない。10は両面硯、12、17は砥石で

ある。13、14は同一個体で、白磁の瓶である。15は高台が菱形で口縁部が波状を呈する染め付けの皿で鳥が

措かれている。16は陶器の壷である。

－16－



第16図°　時期不明の遺構出土遺物実測図（1／3）
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第1表　2・3号住居出土土器観察表

図面

番号

遺物

番 号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内　 器　 面 外　 器　 面

5 1 嚢 （口縁 一胴 部 ） Ⅱ　 B トレ
SA 1－234

ナデ
ナ デ ・工 具 ナデ

タタ キ
浅 黄色 ・明褐 灰

淡 橙 ・橙
浅黄 橙

良好 3．5－2mm以下 の砂 粒 を含
む

5 2 聾 （口縁 一胴 部 ） Ⅲ　 B トレ
SA ト182，？

ナ デ ナ デ 橙 ・黄橙 浅黄 色 ・橙 〃
2m 以下の砂粒を多量 含み、
0．5mm以下の砂粒を少量含む

5 3 嚢 （口縁 ） Ⅲ パ ケ 目 ・ナデ パ ケ 目 ・ナ デ 橙 ・にぷ い 黄橙 浅黄 橙 ク 3mm以下の砂粒を含む

5 4 嚢 （胴 部 一底 部 ） E ．ESA 】
SAI SH4－1

パ ケ 目
タ タキ ・指 ナデ

パ ケ 目
褐 灰 にぷ い橙 〃

6．5mm ～2m 以 下の砂粒 を
含む

ス ス付 着

5 5 襲 （口縁 一 胴部 ） Ⅱ　B トレ
SA 1－88 ，233

ナ デ ナデ ・タ タキ 橙 浅黄 橙 ・橙 〃
2mm 以 下 の砂 粒 が 少 量、
3m 大の粒 を多量に含む

5 6 高 杯‘（杯 部 ） Ⅱ　B トレ
S A 1－220

ナ デ ナデ 灰 黄橙 ク
2．5－1mm以 下の砂粒 を多
く含む

5 7 高 杯 （脚 部 ） Ⅱ　B トレ
SA 1－172

ナ デ ヘ ラ ミガキ にぷ い橙 ・橙 橙 ・浅 黄橙 ク
1m 以下 の砂粒 を多量 に
含む

黒 変

5 8 器 台 （完 ） Ⅱ，ⅡZ
ⅡC トレ
SA－157

ナ デ ヘ ラミガキ ・ナデ 浅黄 橙
浅 黄橙
黄橙 ・灰 白 ク

0．5－4mm以 下の砂粒 が多
い

黒 斑 、五 方 透 し

‘5 9 器台 （口縁～脚部） Ⅱ　B トレ
SA 1－233

ナ デ ・パ ケ メ ナデ ・刻 み 浅黄 橙 ・橙 浅 黄橙 ・橙 ク 2mm以下の砂粒 を含む 複 合 口縁

第2表1号土壌出土土器観察表

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　び 調 整 色　　　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内　 器　 面 外　 器　 面

7 1 嚢 （ロ縁一胴部） V ，ⅡSC
パケ目のあとナデ
指おさえ

ナデ にぷい橙 にぷい橙
にぷい赤褐

良好
3m 以下の砂粒を含む。
2m 以下の砂粒を含む

黒斑、スス付着

7 2 襲 （ロ縁一胴部） V ，ⅡSC I ナデ ナデ ・突帯 橙 暗褐 ク 2mm以下の砂粒を含む

7 3 襲 （口縁） V ，ⅡSC I ナデ ナデ 橙 橙 ク 2mm以下の砂粒を含む

7 4 嚢（口縁） V ，ⅡSC I ナデ ナデ 橙 橙 ク 3．5mm以下の砂粒を含む スス付着

7 5 襲（口縁） V ，Ⅱ ナデ ナデ にぷい橙 にぷい橙 ク 2mm以下の砂粒を含む スス付着

7 6 聾（胴部） V ，ⅡSC ヘ ラミガキ ナテP
へラミガキ

明赤褐 赤褐 ・暗赤褐 〃‘
2m 以下の砂粒を少なく
含む

第3表　溝状遺構出土土器観察表（1）

図面

番号

遺 物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内　 器　 面 外　 器　 面

8 1 賓 （口縁 一 底部 ） Ⅲ，SE 3

1096，W SE3
ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ ・パ ケ 目

淡 黄
にぷ い黄 橙

浅黄 橙
灰黒 褐 ・黒 褐

良好 5m 以下 の砂粒 を多 く含
む

黒 斑 ・ス ス付 着

8 2 嚢 （口縁 一 胴部 ） Ⅳ ，SE －1 ナ デ ナ デ 浅黄 橙 ・橙 浅黄 橙 ク
3m 以下 の砂粒 を多 く含
む

ス ス付 着

8 3 嚢 （口縁 一 頸部 ） Ⅳ ，SE －1 パ ケ 目 ・ナデ ナ デ 黄 橙 ・橙 ク
3－4 m 程度 の砂粒 を多 く
含む

8 4 聾 （口縁 一 頚 部） Ⅳ ，SE ナ デ ナデ にぷ い黄 橙 浅 黄橙 ク 2m 以下の砂粒 を含む

8 5 襲 （口縁 一頚 部） Ⅳ ，SE ナ デ ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目 橙 橙 ク 2m 以下の砂粒 を含む 黒 班 ・スス付 着

8 6 嚢 （口縁 一頚 部） Ⅲ，W S E 3下 ナデ ナデ 橙 明褐 灰 ク
5m m以下 の砂 粒 を多 く含
む

8 7 嚢 （口縁 一頚 部） Ⅲ，W S E 3下 パ ケ 目 ナデ 黄橙 橙 〃 2m 以下 の砂粒 を含む

8 8 嚢 （口縁 一胴 部） W S E 3下
Ⅲ，SE 3 A

パ ケ 目 ・ナ デ ナ デ ・パケ 目 灰 自 灰 白 ク
6m 以下 の砂 粒 を多 く含
む

8 9 聾 （口縁 ） Ⅲ，W S E 3 ナデ
ナ デ ・パケ 目
突帯 連続 キザ ミ

に ぷい 褐 にぷ い黄 褐 ク 3m m以 下の砂粒 を含 む スス付 着

8 1 0 嚢 （口縁 ） Ⅲ，SE 3 パ ケ 目 ・ナ デ ナ デ ・突帯 刺突 に ぷい 黄橙 にぷ い黄 褐 〃 1m 以 下の砂粒 を含 む スス付 着

8 1 1 聾 （口 縁） Ⅲ ，W S E 3 ナデ ・パ ケ 目 ナ デ ・突帯 刺 突 に ぷ い橙 にぷ い橙 ク 2m 以下の砂粒 を含 む

8 1 2 嚢 （頚 部）
Ⅲ ，W 落 b
Ⅲ ，W S E 3下

ナ デ ナ デ ・突帯 橙 にぷ い橙 ・灰 褐 ク
2．5m 以 下の 金雲 母 を多
く含む

黒 斑

8 1 3 嚢 （胴 部 一底 部 ） Ⅳ ，SE 3 ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅黄橙 ・にぷい橙 ク 2m 以下の砂粒 を多 く含む

8 14 襲 （胴 部 一底 部 ） Ⅳ ，SE l ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク
2．5－5m m以下の砂粒 を多
く含む

異 変 ・スス 付 着

8 15 嚢 （頸 部 ） Ⅳ ，SE ナ デ ナ デ 黄 橙 ・明 赤褐 黄 橙 ・にぷ い橙 〃
3m 以 下の 砂粒 を多 く含
む

8 16 嚢 （胴 部 ） Ⅳ ，SE ナ デ ナデ ・平行タタキ 浅 黄橙 橙 ・浅黄 橙 ク 2mm以下の砂 粒を含 む

8 17 嚢 （口縁 一 胴部 ） Ⅲ ，SE 3
Ⅲ－1 1 40

パ ケ 目 ・ナテざ・
指 お さえ

パ ケ 目 ・ナ テざ
指 お さえ

浅 黄橙 浅黄 橙 〃 1m 以下の粒 を含む ス ス付 着 ・異 変

8 1 8 壷 （口縁 一 頚部 ） Ⅲ－7
Ⅲ ，W S E 3

ナ デ ナ デ ・パ ケ 目 浅 黄橙 浅黄 橙 ク 2．5 mm以下の砂粒を含む

8 1 9 壷 （口縁 一 頚部 ） Ⅲ ，W S E 3 ナ デ ナ デ にぷ い橙 橙 ク 0．5－2m の砂粒 を含 む

8 2 0 壷 （頚部 ） Ⅲ ，W S E 3 ナ デ
パ ケ 目
突帯 S 字状の刻目

浅 黄 橙 黄橙 ク
2－3 mm程 の砂 粒を含 む。
1mm以下の微粒を含む

8 2 1 壷 （頸部 一 胴部 ） Ⅲ ，SE 3 不 明 不 明 ・突 帯 明黄 褐 浅黄 橙 ク
3mm の粒 を含 む。2m 以下
の砂粒 を含む

8 2 2 壷 （胴部 ） Ⅲ ，W S E 3 ナ デ ナデ ・突 帯 黄橙 橙 ク 2m 以下の砂粒 を含む

8 2 3 壷 （口縁 一胴 部） Ⅳ ，SE ナ デ ナデ 橙 ・にぷ い橙
浅黄 橙
にぷ い黄 褐 ク 3m m以下の砂密 を多 く含む スス付 着

8 2 4 壷 （胴 部） Ⅲ，SE 3 ナデ ・パ ケ 目
ナデ ・櫛措波状文
羽状文

黄橙 橙 ク
0．5m 以下 の砂 粒 を少 し
含む

8 2 5 壷 （頚 部 一胴 部） Ⅲ，SE 3 ナデ ・指 ナ デ ナデ 褐灰 黄橙 ク
2m d以下 の砂 粒 を少 し含
む

8 2 6 壷 （胴部上”胴部下） Ⅳ ナデ 不 明 ・パ ケ 目 黒褐 にぷ い橙 〃
2m m以 下 の 砂 粒 を多 く
含 む

9 2 7 壷 （口 縁 ・胴 部） Ⅳ ，S E－4 パ ケ目のあ とナデ パケ目のあとナデ 灰褐 ・に ぷ い橙 橙 ク
3mm以 下の砂 粒 を多 く含
む

黒 班

9 2 8 高杯 （杯部 ） Ⅳ ，S E－3 ナ デ
櫛 措 波 状文

パ ケ 目
橙 橙 〃 1m 以下 の 砂粒 を含 む

9 2 9 壷 （底 部 ） Ⅳ ，SE ナデ ・指 押 え ナ デ 浅黄 黄 橙 ク
3．5mm以下の粒を多く含む。2m
以下の砂粒を少し含む

9 3 0 壷 （底 部 ） Ⅳ ，SE－1 ナ デ
ナ テナ
円形の押型がみられる

橙 橙 ク
3mm以下の砂粒を含む。
2mm以下の砂粒を多く含む

9 3 1 ミニチュア（底部） Ⅲ ，SE 3 ナ デ ・指 押 え パ ケ 目 橙 橙 ク 2mm以下の砂粒 を含 む 黒変

ー18－



第4表　溝状遺構出土土器観察表（2）

図面

番号

遺物

番 号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　 ・考

内　 器　 面　　 外　 券　 面 内　 器　 面 外　 器　 面

9 3 2 壷 （胴 部 ・底 部） Ⅲ－10 6 3・10 6 5
W S E 3 ，S E 3下

パ ケ目のあ とナデ パ ケ 目 灰 褐 橙 良好 3mm以 下 の砂粒 を含 む。
1m 以下の砂粒 を含む

ス ス付 着

9 3 3 壷 （底 部） Ⅳ ，SE ナデ ナ デ 浅 黄橙 ・灰 黄 橙 ・浅黄 橙 ． ク
2mm以 下の砂 粒 を多 く含
む 黒変

9 3 4 ミニチ ュア（底部） Ⅳ ，SE ナ デ パ ケ 日 橙 浅 黄橙 〃
1m 以 下の砂 粒 を多 く含
む

9 3 5 壷 ・鉢 （完 形）
W S E 3

パケ 目のあ とナデ
指押え パ ケ 目 灰赤 赤 r ク

5m 以 下の砂 粒 を多 く含
む

黒 班

9 3 6 高 杯 （杯 部 ） Ⅳ ，SE ナ デ のあ と磨 き 5m m幅 の磨 き 橙 黄 橙 ・黄 灰 ク
2m 以 下の砂 粒 を含 む。
1m 以下 の砂粒 を含む

9 3 7 高 杯 （脚 部 ） Ⅳ ，SE 工 具 に よる ナデ 磨 き 橙 橙 ・浅黄 橙 ク
3m 以 下の 粒を多 く含 む。
1m 以下の砂粒を含む

翠 班

9 3 8 高 杯 （脚 部 ） Ⅳ ，SE ナ デ 磨 き 浅黄 橙 浅 黄橙 ．ケ
2m 以下の砂 粒を含む。1m
以下の砂粒を多く含む

9 3 9 高杯 （脚 部） Ⅳ ，SE －3 ナ デ 磨 き 橙 橙 ク
2m m以下の砂粒 を多く含む。
1m m以下の砂粒を含む

黒 斑

9 4 0 高杯 （杯部一脚部） Ⅲ ，SE 3 B ナ デ ・磨 き ヘ ラ ミガ＼キ 橙 に ぷい 橙 〃 極 く細かい砂粒 を含 む 黒 色

9 4 1 高杯 （脚 部） Ⅳ ，SE ナ デ 磨 き 橙 浅黄 橙 ク 1m 以下の砂粒 を含む

9 4 2 高杯 （脚 部） Ⅳ ，SE ナ テP ・パ ケ 日
指押 え

磨 き 浅 黄 橙 ・灰 白 浅黄 橙 ク 2m 以下の砂粒 を含む ．

10 4 3 高杯 （脚部 ） Ⅳ ，S E 不 明 不 明 橙 ・黄橙
浅 黄 橙

橙 ・黄 橙
浅黄 橙 ク

呈忠 鑑 識 是認 く含み、

10 4 4 高杯 （脚部 ） Ⅲ－12 0 0
Ⅲ，W S E 3下

ナ デ ヘ ラ ミガーキ
櫛措 き波状 文 にぷ い橙 ・褐 灰 にぷ い 橙 ・褐灰 ク 1mm以下の砂粒を含む 透 し

10 4 5 鉢 （ほぼ完 ） Ⅳ ，SE ナデ ・パ ケ 目 ナ デ ・パ ケ 目 橙 橙 ク 2－1m m以下の砂粒 を含む ス ス付 着

10 4 6 鉢（口縁一底部） Ⅳ ，SE ナデ ・指 押 え ナ デ ・ミガキ 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク 0．5－4m の砂粒 を含む 黒班 ・ス ス付 着

10 4 7 ミモチュア（口縁～胴部） Ⅳ ，SE ナデ ナデ ・櫛措き波状文 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク 1m 以下の砂粒 を含 む

10 4 8 ミニチュア（口縁一胴部） Ⅲ ，W ，SE 3 ナデ ・指 押 え ナ デ 橙 橙 〃 3m 以下の砂粒 を含 む

10 4 9 鉢（口縁） Ⅲ ，W ，SE 3下 ナ デ ナ デ 黄橙 橙 ・浅黄 橙 ク
1m m以下 の砂 粒 を多 く含
む

10 5 0 ミニチュア（完） Ⅲ ，W ，SE 3下 ナ デ ・指押 え ナデ ・指 押 え 浅黄 橙 浅 黄橙 ク 3－2mm以下の砂粒 を含 む

11 － 1 嚢 （口縁 ～ 胴部 ） V ，Ⅱ，SE ナ デ ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ＿日 橙 浅 黄橙 良 好 5m 以下の砂粒 を含む （内 ）黒：旺
（外 ）スス 付 着

11 2 嚢 （胴 部 ～底 部 ） V ，Ⅱ
V ，Ⅱ，E ，SE

ナ デ ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目 橙 に ぷ い橙 一ク 5m 以下の砂粒 を含む （外 ）スス 付 着

11 3 嚢 （口縁 一胴 部 ） V ，Ⅱ，E ，S E ナ デ ナデ ・刻み目突帯 橙 橙 〃 3m 以下の砂粒を含む （外）スス 付着

11 4 嚢 （口縁 一胴 部 ） V ，Ⅱ，E ，SE パ ケ 目 ナ デ ・パ ケ 目 にぷ い橙 に ぷい 橙 ノク
5mm 以下 の砂粒 を多 く含
む

（外）スス 付着

11 5 壷 （口縁 一頚 部 ）

1　　　　　　′　　　　ロ

V ，Ⅲ ，E ，SE ナ デ ・パ ケ 日 ナ デ ・パ ケ 目 橙 橙 〃
3m 以下 の砂粒 を多 く含
む

11 6 小 型 の 鉢形 土 器
（胴 部 一底 部 ）

V ，Ⅱ ，E ，SE ナデ ナ デ ・指押 え 橙 橙 ク
2mm以 下 の砂粒 を多 く含
む

11 7 壷 （口 縁 一頚 部） V ，Ⅱ ，E ，SE ナデ ・パ ケ 目 櫛措 波 状文
ナ テP ・パ ケ 目

浅 黄橙 浅黄 橙 〃
2mm以 下 の砂粒 を少 し含
む

11 8 聾 （底 部） V ，Ⅱ ，E ，SE ナデ 指押 え
ナ テP ・タ タキ

灰 白 橙 ク 4－2．5m の砂粒を含む

11 9 嚢 （口縁 一胴 部） Ⅴ ，Ⅱ ，E ，SE ヘ ラ ミガヰ ナデ ・ヘ ラミガキ にぷ い黄橙 にぷ い黄 橙 ク
2m m以 下の砂 粒 を少 し含
む

（内）異姓
（外 ）里三旺

11 1 0 嚢 （口縁 ） V ，Ⅱ ，E ，SE ナ デ ナ デ 橙 橙 ク
4m m以下の砂 粒を多く含む。
1m 以下の砂粒を少し含む

11 1 1 壷 （胴部 一 底部 ） V ，Ⅱ，E ，SE ナ デ
板 状 工具 の 跡
ナテP

橙 橙 ク
4m 以下の砂 粒を多く含み、
1m 以下の砂粒を少し含む

11 1 2 壷 （胴部 一底 部 ） V ，Ⅱ，E
S E ，Ⅱ層

パ ケ 目 ・ナ デ ナデ ・パ ケ 目 橙 浅 黄橙 一ク
2．5m 以下 の砂 粒 を多 く
含む

11 1 3 壷 （胴 部 ） V ，Ⅱ，E ，SE ナ デ ナデ ・重 弧 文
刻 み 目突 帯

橙 淡 黄 ク 2m 以下の砂粒 を含む

11 14 壷 （胴 部 一底 部 ） V ，Ⅱ，E ，SE
Ⅱ，Ⅱ層

パ ケ 目 ・ナデ ナテP ・パ ケ 日
ケ ズ リ

橙 橙 ク
恕 鋸 舘 変 記 、

11 15 脚付 鉢
（口縁 一 胴部 ）

V ，Ⅱ，E ，SE
Ⅱ，Ⅱ層

パ ケ 目 ・指 押 え 突 帯 ・ナ デ
櫛措波状文 ・パケ目

浅黄 橙 浅黄 橙 ク
1m 以下 の砂粒 を多 く含
む

11 16 壷 （胴 部 ） V ，Ⅱ，E ，S E
Ⅱ，Ⅱ層

ナ デ ナ デ ・重 弧文 灰 自 浅黄 橙 ノク 2m 以下の砂粒を含む

11 17 壷 （胴 部） V ，Ⅱ，E ，SE ナデ ・パ ケ 日 巻島箪露悪刻 黒 褐 浅黄 橙 ク 0．5mm以下の砂粒 を含 む （内）黒 変

11 1 8 ミ＿チ ュ ア
（口縁 一底 部 ）

V ，Ⅱ ，E ，SE ナデ ・指 押 え 鋭 く深 い 工具 跡
ナ デ ・指押 え

橙 明黄 橙 ク
3m 以 下の砂 粒 を多 く含
む

11 1 9 皿 V ，Ⅱ ，E ，SE ミガ キ ナ テざ・ミガキ 浅 黄橙 浅 黄 〃
1mm以 下の砂 粒 を多 く含
む

第5表　周溝状遺構出土土器観察表

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　び 調 整 色　　　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内　 器　 面 外　 器　 面

13 1 壷 （口縁～胴部） Ⅵ，Ⅱ ナデ ・指押 え ナデ 灰 白 橙 良好 3－1．5m 以下の粒を含む 瓦質

13 2 二重口縁壷（口縁） Ⅱ，SL －202 ナデ ナデ 淡橙 灰白 ノシ
3．5－1mm程度の砂粒を少
し含む

13 3 二重口縁壷（口縁） Ⅱ，SL－101 ナデ ナデ 浅黄橙 淡橙 ク
4－1m 以下の砂粒を少 し
含む

13 4 聾 （口縁） Ⅵ，Ⅱ ナデ ナデ 黄橙 浅黄橙 ク
1IW 以下の砂粒 を少 し含
む

13 5 壷 （底部） Ⅵ
Ⅱ．SL－106 ナデ ナデ 灰黄 黄灰 ク

3．5m 以下の砂粒を少し
含む 瓦質

第6表　周溝状遺構出土遺物観察表
器　　　種 出土地区 形態・手法の特徴など 色　　　　調

内器面・外器面 胎　　　　　土 備　　　　考

磁器（口縁一胴部） 内・外面共に施粕 （内）明緑灰、（外）明緑灰
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第7表　時期不明溝状遺構出土土器観察表

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区 形 態 ・手 法 の 特 徴 な ど

色　　　　　　　　 調

内器面 ・外器面
焼成 胎　　　　　 土 備　　　　 考

14 1 羽釜 Ⅵ，I SE ト 22
内面ナデ
外面ナデ・横ナデ・菊花文押印

（内）灰白、（外）灰 良好 1m 以下の砂粒 を含む

14 2 壷（胴部一底部） Ⅵ，I SE l
内面 カキ目
外面 ナデ・施粕

（内）褐、（外）黒褐 堅緻 2m 以下の砂粒 を含む

14 3
ぴん
（頸部・胴部・底部）

Ⅵ，I SEl 内面ナデ、外面施粕
（内）にぷい赤・暗赤灰
（外）暗灰黄 ・灰黄褐

良好 精良

14 4 土師杯 （底部） Ⅵ，I SEl 内外面 ともに横ナデ 橙 ク ク

14 5 青磁（口縁） Ⅵ，I －SE1－36 内外面 ともに施粕 オ リーブ灰 堅緻 ・‘．ク

14 　6 青磁碗 （底部） Ⅵ，I SE l 内外面 ともに施粕貫入 オ リーブ灰 ク 〃

14 7 青磁碗 （底部） Ⅵ，I SEト 21 内外面 ともに施粕 オ リーブ灰　　　　　　　 ‘ ク
8mm以下 の砂粒 を少 し
含 む

14 8
土師杯
（口縁一底部）

Ⅵ，I SEL 34 内外面 ともに横ナデ・ヘラ切底 浅黄橙 良好 精良

14 9 摺鉢 Ⅵ，I SE
内外面 ともに横ナデ
内面に櫛措条痕

（内）暗赤褐、 （外）明赤褐 ク 〃

14 10 摺鉢 Ⅵ，I SE l
内外面 ともに横ナデ
内面に櫛措条痕

にぷい赤褐 ノク 2mm以下の砂粒を含む

14 11 青磁碗 （口縁） Ⅵ，I SE3－18 内外面 ともに施粕・雷文体 粕調・オリーブ灰・胎土調・灰 白 堅緻 精良

14 12 こね針 Ⅵ，ⅢSE
内外面ともにナデ
内面に7 条の櫛目・外面に一部自然粕

（内）灰褐、（外）灰褐 ・灰 ．ク 2m 以下の砂粒を含む

14 13 碗 （口縁一底部） Ⅵ，I SE3－15 内外面 ともにナデ・糸切底 （内）灰 白、（外）褐灰 良好 ．精良

14 14 青磁 （口縁） Ⅵ，I SE4 内外面ともに施粕 粕調・灰オ リーブ・胎土調・灰 自 堅緻 ク

14 15 青磁 （口縁） Ⅵ，I SE4－13 内外面ともに施粕 粕調・灰 オリーブ・胎土調・灰 白 〃 ク

14 16 青磁 （胴部） Ⅵ，SE 4－2 内外面ともに施粕貫入 粕調・オリーブ黄・胎土調・灰 自 〃 ク

14 17 磁器 Ⅵ 内外面とも施粕、外面一部露胎 粕調・灰 白・胎土調・灰 白 ク ク

14 18 土錘 Ⅵ，I SE 4－16 －
（外）淡赤橙 － －

14 19 青磁 Ⅵ，I SE4 内外面ともに施粕 粕調・オリーブ灰・胎土調・灰 白 堅緻 精良

14 寧0 磁器 Ⅵ 内外面ともに施粕貫入 ．粕調・オリ－ブ灰・胎土調・灰 白 〃 〃

第8表　時期不明遺構出土遺物観察表

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区 形 態 ・手 法 の 特 徴 な ど

色　　　　　　　　 調

内器面 ・外器面
焼成 胎　　　　　 土 備　　　　 考

16 1 壷 （ロ縁） Ⅲ通3SA 2 口縁部は横ナデで連続竹管文あり、内面は横
ナデで浮文あり、外面は横ナデと八ケ日あり

橙 良好 3mm以下の砂粒を含 む

16 2 高杯 （杯部）‾ Ⅵ，I SC 内外面 とも風化し調整不明 橙 ク 3mm 以下の砂粒を含 む 黒色物付着

16 3 壷（口縁） Ⅲ通3SA 2 内外面 とも横ナデ 浅黄橙 ク 3m 以下の砂粒を含 む

16 4 壷 （底部） Ⅵ ，I SC
内面はナデで指おさえ・八ケ目あり、外面は
横斜方向に八ケ目あり・竹管文あり

橙 ク
3．5mm以下の砂粒を含む

1m 以下の光る砂粒を含む

16 5 土師質 （皿）
J

Ⅵ ，I SC
内外面 ともロクロ回転ナデ
底部糸切 り

浅黄橙 〃 精良

16 6 陶器 （底） Ⅵ，I SC
内外面 ともナデ
底部は粗いナデ

（内）明褐灰、 （外）オリーブ灰 ．ク 3mm 以下の砂粒を含 む

16 7 こね鉢 Ⅵ ，I SC
内面は風化 ぎみだがナデ
外面は横 ナデ

（内）灰白、 （外）黄灰・灰 自 〃
4mm 以下の砂粒 をまば
ら含む

16 8 青磁 （碗） Ⅵ，I SC 内外面 とも施粕を貴人 オリーブ灰 堅緻 精良

16 9 常滑 （棄・口縁） Ⅵ，I SC
内外面 とも施寒由を貫入 し、 自然牙由 （内）灰オリーブ・赤褐

ク
2 m 程の軽石 を含む

が残 っている （外）赤褐 ・オリーブ黒 小礫を少量含む

16 13 白磁 ぴん （頚部） Ⅵ，ⅢSE 粕の下にナデの線がみられる 灰 自 〃 精良

16 14
白磁 ぴん
（胴部 一底部）

Ⅵ，ⅢSE 粕の下にナデの線がみ られる 灰 白・ ク ク

16 15 染付（皿） Ⅵ，ⅢSE 薄手の底部でひ し形、内面 に文様 明縁灰 ・灰 自 ク 一ク

16 16 陶器（ぴん） Ⅵ，ⅢSE
内外面 とも施粕が貫大 してある
外面に灰白の釆由が施 してある

灰 〃 ．ケ

第9表　時期不明遺構出土石器観察表

図 面 遺 物
種　　　 別 出 土 地 区

最 大 長 最 大 幅 最 大 厚 重　 量
石　　 材 備　　　　 考

番 号 番 号 （c m ） （c m ） （c m ） （g ）

1 6 1 0 石　 硯 Ⅵ ，Ⅲ ，S E 9 ．9 5 9 ．1 1 ．8 1 9 7 ．7

1 6 1 2 砥　 石 Ⅵ ，Ⅲ ，S E 8 ．5 2 ．8 0 ．8 4 6 ．1

1 6 1 7 砥　 石 Ⅵ ，Ⅲ 区 溝 一 括 8 ．2 5 2 ．1 1 ．1 3 0 ．6

1 6 1 8 鉄　 鉱 Ⅵ ，I 区 5 ．5 3 ．7 0 ．5 2
3 ．7

5 ．5
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第3節　遺　物

1　縄文時代

1土器（第17図一第26図）

学頭遺跡は、現在長崎県文化課に勤務する安楽勉氏が宮崎県在住のころ発見した遺跡である。当時から縄

文時代の遺跡として有名であったが、I～Ⅳ次の調査までは縄文土器の出土点数はそれほど多くなく、弥生

土器のみが多量に出土していた。Ⅴ次の調査は粟野神社前の宅地付近であったが、ここにいたり漸く多量の

弥生土器に混在し、しかも下層に至るほどまとまった縄文土器が出土した。残念ながら層位的には細かく検

討できなかったが、縄文後期後半一晩期前半の土器が主体で、特に後期後半の土器が多く出土している。Ⅵ

次の調査区では縄文土器は殆ど出土していない。

出土土器の半数は無文の粗製土器であるが、′有文土器では曽畑式土器・市来式土器（口縁部がくの字状に

屈曲した）・鐘崎式土器・晩期の突帯文土器や孔列文土器等が数点見られるほかは、三万田式土器以降のい

わゆる黒色磨研系の土器が多く、次に丸尾式土器など貝殻文系の土器片が多いが、黒色磨研土器に比すると

量的には少ない。底部は平底のものと上げ底のものがあるが、上げ底の方が平底の倍ほど出土している。

縄文土器は殆ど包含層から出土し、整理に要した時間もごく限られていた。そんな中で有文土器を中心に

黒色磨研土器の主だったものや少量出土の土器で時期的特徴を有するもの等を選別し図化した。個々の詳細

については別表の土器観察表を参照していただきたい。なお、黒色磨研土器については県内でまとまって出

土した例が高千穂町陣内遺跡・陣内第2遺跡や山田町中村遺跡、宮崎市平畑遺跡等まだ数えるほどしかない

ため、今回は編年の進んでいる隣県の熊本県や鹿児島県の編年に倣い、学頭遺跡においても同時期のものが

存在するかを追認しつつ分類した。

第17図1－2は曽畑式土器である。1は胎土に滑石を含んでいる。宮崎県南部地方では滑石を含む曽畑式

土器はまれである。口縁部外面の刺突文の下に区画の横沈線文は見られないが、胎土に滑石を含むこと、口

縁部内面に文様が見られないこと等、水ノ江和同氏のいう曽畑I式新段階一曽畑Ⅱ式古段階頃のものであろ

う。2は波状口縁で口縁部内外面に横方向の沈線文・短沈線文を施文し、曽畑Ⅱ式新段階のものと思われる。

3は類似の土器としてここに載せた。口唇部の残りが悪いため刻みの有無は不明だが、口縁部外面下部に沈

線状の押引文を5条横方向に施文し、その上に下から上へ斜め方向に、さらにその上に2条の横方向の押引

文を施している。施文順序が下から上へと通常の曽畑式土器とは逆の施文になっている。内面には浅い貝殻

条痕文が残るp曽畑式土器に先行する時期のものか。

4－10は貝殻腹縁による条痕文や刺突文等を有する貝殻文系の土器である。4－5は市来式土器である。

口縁形態からは4の方がより古式と考えられている。しかし、県南地方では小さく三角形に肥厚する4のタ

イプのものは概して大型の器形が少なく、大きく屈曲する5のタイプのものは逆に小型の器形が少ない傾向
′

があるように思われ、時期差なのか形態差なのか今のところはっきりしない。6－8は、前迫亮一氏のいう

丸尾式土器である。波頂部に沈線文で定型化された文様を施文する6のタイプは古段階であろうとされる。

しかし、田野町丸野第2遺跡など県南地方の傾向としては、貝殻腹縁刺突文に沈線文を併用するものと貝殻

腹縁刺突文のみのものとの口縁形態には、外反と軽いくの字屈曲の2者が見られるようであり、口縁部の製

作過程が若干異なると考えられる2者が同時期に存在していた可能性も考えられる。9は口縁下部に貝殻腹

縁のロッキングを施すもので、貝殻腹縁による同部位への施文のある土器は宮崎市松添遺跡（貝塚）や平畑

遺跡等でも出土している。これらの土器は、軽い外反口縁で貝殻条痕文と貝殻腹縁刺突文のみの単純な文様

が施されることから丸尾武に後続する時期のものと考えられる。10は口縁端部とわずかに屈折した頚部の2

カ所に貝殻腹縁で羽状（厳密には下側の刺突文は少ない）の刺突文を施文するもので、胴部内面の屈折部に

は稜線が見られる。器面には指押さえ痕や貝殻条痕文が残る。この口縁部断面が三角形の片刃状になり口縁
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端部と屈折した頚部の2カ所に文様を施す土器は、これまでの貝殻文系土器には見られない形態のものであ

る。恐らく辛川Ⅱ式一西平式期にその影響の下成立した貝殻文系の土器と思われる。宮崎市納屋向遺跡や平

畑遺跡等に類例が見られる。

11は鐘崎式土器である。口縁部上面に沈線による渦文と連続刺突文、端部に1条の沈線文を巡らす。図化

しなかったもう1点は沈線文のみ見られる。

12－24はナデを主体とした土器である。辛川Ⅱ式一西平式並行の時期のものと考えられる。器厚や口縁端

部形態、器形等はかなり異質のものではあるが、14は口縁端部の3条の沈線文、頸部よりやや上方の刺突列

点文とその下の沈線文など辛川Ⅱ式相当の時期、15は口縁部内面の凹線文、口縁端部の磨消縄文と3条の沈

線文（拓本の右端に上2条を繋ぐ刺突文と下2条を繋ぐ刺突文が見られる）、頸部の刺突列点文など西平式

相当の時期のものであろう。12の波頂部の上下2段のハの字状の刺突文は対向弧文を意識したものと思われ、

13の波頂部の口唇部刺突、その下の対向弧文や三角構成の文様など同じく西平式に並行する時期のものであ

ろう。16－18は口縁部形態や施文部位の類似からここに載せた。また、胴部片では20に崩れた対向弧文が見

られ、19－20・22－24には横走沈線文が、22－24には頚部に刺突列点文、21には弧文と直線文の組合わせが

見られるなどやはりこの時期のものと思われる（24は頚部内面の屈曲や器面・施文状況などから太郎迫式期

くらいまで新しくなる可能性もある）。これらの土器は、ズ字状反転文は見られず磨消縄文のないものや乱

れた横走沈線文のみのものも多いが、後期中葉以降鐘崎式土器以外に顕著な縄文施文の土器があまり見られ

ないこの地方の該期の特徴であろうか。

25－39は太郎迫式一三万田式期のものと思われる。県南部では当該時期の有文の鉢形土器・深鉢形土器は

殆ど出土せず、無文のナデまたは粗い研磨の深鉢形土器が多く、丁寧な研磨のものは珍しい。25は波状口縁

の内面に太い沈線文があり、26は屈曲した頚部から短く外傾した波状口縁と丸く張り出す胴部等その特徴か

ら太郎迫式期のものと考えられる。しかし、26は明るい色調のナデ調整の土器である。27－28・30－32は調

整にミガキが見られるもので、27－28はやや短めの外反した口縁部を持ち、30－32は長めの外傾または外反

した口縁部を持つものである。29は類似の器形からここに載せたがナデ調整である。これらは器形的には辛

川Ⅱ式以来の鉢形土器の特徴を残しているものと考えられ、器厚の厚さなどは地域的な特徴と思われる。33

－35は同様の頚部付近と思われるが、33－34はナデ調整である。36－39は三万田式期の鉢・浅鉢形土器であ

る。37は細短沈線文が見られるもので、県南地方では細線羽状文は極めてまれである。

40－43は高杯の脚部と思われる。41はナデ調整であるが細線羽状文のある突帯文があり、42－43は研磨さ

れて透孔を持つ。40はナデ調整である。焼成や胎土の状況、装飾のなさなど他と異なっており、あるいは弥

生時代以降のミニチュア土器の可能性もある。

44－53は凹線文が施文される土器である。44は凹線文の上に縦方向の短凹線文（押点文か）が見られる深

鉢形土器である。46はナデ調整で浅く境の不明瞭な2条の凹線文が見られる。49は薄い器厚で丁寧な研磨が

施された浅鉢形土器で、細線文による扇状の文様が施される。50は屈折部の上に凹線文の一部と思われる凹

面が見られるが、胴部は割合直線的である。51は凹線文間が突帯状となる注口土器もしくは浅鉢形土器であ

る。53は浅い2条の凹線文が施され波頂部には押点文、胴部がわずかに張り出す器形の浅鉢形土器である。

このような器厚の厚い土器は県南地方では時々出土している。これらの凹線文の見られる土器は、鳥井原式

期から一部御領式期にかけての時期のものであろう。

54－55はやや新しく後期末ぐらいになると思われるもので、54は凹線文の中に沈線文を施す浅鉢形土器、

55は太めの沈線文の間が段状になる鉢形土器である。

56－69は晩期初頭に位置付けられる土器である。56は口縁部に2条の細い沈線文を施し押点文は見られな

い。57は太めの沈線文のある浅鉢形土器である。58の土器は口縁部直下に屈曲点があり器面調整は租いが、
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4条の沈線文は晩期のものか後期のものか時期がはっきりしない。59は狭い無文の口縁帯があり、61は凹線

状の口縁帯、胴部と頚部の境は凹線文で表すものである062は小さく立ち上がる口縁部の外面に1条の沈線

文を施すもので、65－69は胴上部で屈曲、頚部が外反し同じく小さな立ち上がりの口縁部を作る。65が無文

の外は1条の沈線文が見られる。69は口唇部にも1条の沈線文がある。63－64はやや器高の高い浅鉢形土器

片である。鉢形土器は胴部がくの字状に屈曲するという特徴が見られる。

70－75は熊本の古開式や鹿児島の大佐式期のものと思われる。探鉢形土器では、外傾した幅広の口縁帯に

3－4条の沈線文を施す70－71や志賀里系の文様と思われる弧状の細沈線文を施す72などがある。73－75は

短頚の浅鉢形土器で、口縁部内面の段で立ち上がりを表している。なお、大佐式に見られる長頚の浅鉢形土

器は学頭遺跡では見られないが、平畑遺跡では数点出土している。

77－82は黒川式期相当の土器である。77は口縁端部外面に1条の沈線文、内面には段が見られ、鰭状突起

を有する。胴部は79－80同様丸く張り出すものと思われる080には胴部に蝶ネクタイ状突起が見られる。78

は無文の口縁帯の下でくの字状に屈折するもので、8ト82は胴部と頚部の2カ所に屈曲点が見られる浅鉢形

土器である。これらの浅鉢形土器は80が風化してはっきりしない外はすべてへラミガキされている。

76は口縁部が突帯文状に肥厚する深鉢形土器である○刻目突帯文土器の前段階とされる刻目のない突帯文

土器の時期のものか・もしれない。

84－85は孔列文土器、86－87は刻目突帯文土器である。ともに数点出土。

83は口縁部が外反した浅鉢形土器である。時期は不明。88は方形状の透かしが見られる口縁部片であるが、

器形は不明である。89は弧状の突帯文の上下に貝殻腹縁によると思われる弧状刺突文が施される土器で、88

－89ともに後期後半の土器と思われる。

90－99は粗製の無文土器である。90－96は胴部と口縁部の境付近の内面が肥厚し段や稜線を有するもので

ある。9ト93のように口縁端部が三角形の片刃状の断面を持つ特徴的なものや94など巻貝条痕によると思わ

れる調整のものなどがあるが、これらの特徴や器形等から後期後半の粗製無文土器の可能性がある。9γ～99

は時期的な特徴がなくどの時期のものか不明である。

100－102は後期の貝殻文系土器の底部と思われる。いずれも橙色系の明るい色調で100は市来式～丸尾式

土器の底部であろう。106－113など上げ底またはわずかな上げ底や調整に研磨が見られるものは、磨研土器

など貝殻文系以外の土器の底部と思われる。

以上、学頭遺跡出土の縄文土器について報告したが、磨研土器について若干の感想を述べておきたい。ま

ず探鉢形土器については、有文のものが非常に少ないこと、調整のミガキは雑で丁寧な研磨の土器はあまり

見られないこと。一方、浅鉢形土器は、有文の比較的時期比定可能なものが御領式期を除いて三万田式期か

ら晩期中葉頃まで確認でき、調整も丁寧な研磨のものが多いこと。そのほか後期後半の磨消縄文や細線羽状

文がまれであるのは、その時期の鉢形土器や深鉢形土器が殆ど見られないことと関係があるかもしれない。

今回これらの土器を分類するにあたり、熊本などの標識となる土器を実見しないまま図上での類似による分

類を行ったため多くの誤認もあるものと思われる。しかし、凹線文を有する土器や器厚の分厚い磨研土器が

学頭遺跡でも再確認されたことは今後の該期の土器研究にとって有意義であると考える。

第10表　縄文土器観察表（1）

図
番
口亨

出 土

地 区
文　　　　　　　 様

口唇 部 に刻 み 。外 面 に横 方 向 に 2
列 の 連 続 刺 突 文。 そ の 下 に縦 方
向 、横 方 向の 沈線 文

唇 立　 ‾連．

調　　　　　　　　 整
色　　　　 調

胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考
外 券 面 内 器 面

1 Ⅴ－ Ⅱ 内外 面 ともナ デ 橙 橙 滑 石 を 含 む。 2 ミ リ以 下 の 長 石
他 、 鉱物 粒 及 び砂 粒 を含 む

2 Ⅲ－ E 口　 郡 にフ王統 した刻 み。 外 面 は横
方 向 の 沈線 の 下 に斜 方向 の 沈線 。
内面 は 3 条 の 沈線

内外 面 と も横 ナデ 灰 褐 にぷ い褐 1 ミ リ以 下 の 石英 及 び砂粒 を含 む
波 状 口縁 。沈 線 の工 具 は

幅 広 の平 らな工 具

3 Ⅴ － Ⅱ 外 面 は斜 方 向 の沈 線状 押 引 文の 上
に、 2 条 の 横方 向 の 同文 、 下部 に
5 条 の 同方 向 の同 文

外面はナデ
内面は横方向の貝殻条痕文の上をナデ にぷ い黄橙 にぷ い樟

1 ミ リ以 下 の砂 粒 を含 む
黒 い鉱 物 粒 を微 量含 む 工 具 は竹 管状 の 工具
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第17図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（1）
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第18図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（2）
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第19図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（3）
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第20図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（4）
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第21図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（5）
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第22図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（6）
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第23図　学頭遺跡出土縄文土器実測図（7）
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第25回　学頭遺跡出土縄文土器実測図（9）
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第11表　縄文土器観察表（2）

図
菅

号

出 土

地 区
文　　　　　　　 様 調　　　　　　　 整

色　　　　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　　　　　 考

外 器 面 内 器 面

4 Ⅱ
披頂 部 押 点文 の 巾 に刻 み。 両側 に
短 沈線 文 。 その横 に上 下の 刺 突文
の 間 に沈 線文 。

外 面 は横 方 向 の貝 殻 条痕 文 の後 ナ

デ。 内面 はナ デ
橙 明 赤褐

1 ミ リ以 下 の 石英 他 、 黒 い 鉱 物粒

及 び砂 粒 を含 む
波状 口縁 。波 頂部 欠 損

5 Ⅴ－ I
波頂 部 横 方 向の 短沈 線 文 の両 側 に
縦 方向 の 短沈 線 文。 そ の横 と頸部
に貝殻 月夏線刺 突 文

外 面 は 横 方 向 の貝 殻 条 痕 の 後 ナ

デ。 内 面 は粗 い ナデ

にぷ い赤 褐

橙
明赤 褐

1 ミリ以 下 の 長 石、 石 英 等 鉱 物粒

及 び 白色 の 砂粒 を含 む
波状 口縁

6 Ⅴ－ I
横 方 向の 6 条 の 沈線 文 の両 側 に 5 内外 面 ともナ デ 。内 面 の一 部 に貝 にぷ い橙 にぷ い橙

1 ミリ以 下 の 石 英 、長 石 等 鉱 物 粒
ク

条 以上 の 斜方 向 の沈 線 文 殻条 痕 文 の痕 跡 あ り 及 び砂粒 を含 む

7 I
口縁屈 曲 部 の上 下 に斜 方 向の 貝殻 内外 面 とも貝 殻 条痕 文 。一 部 内外

橙 橙
2 －5 ミリ の橙 色 の 砂粒 、 1 ミ リ以
下 の長 石、石 英 、黒 色 の鉱 物粒 等 を ク

腹 縁刺 突 文 面 に ナデ 含 む

8 I 斜 方 向の 貝 殻腹 縁 刺突 文
内外 面 と も横 方 向 の貝 殻条 痕 の後

橙
橙

浅黄 橙

1．5 ミ リ以下 の 石英 が 目立 つ 。2 ミ 口縁 部 内面 に指 豆削 こよ る
と思 わ れ る凹線 4犬の ナテざ

ナ デ。 口 唇部 は ナ デ リ以 下 の砂 粒 も含 む カ みゞ られ る

9 Ⅲ 貝 殻 腹縁 に よrる ロ ッキ ング
内 外面 と も横 又 は斜 方 向 の貝 殻条

痕 文 の上 を粗 い ナ デ
に ぷい 橙 橙

2－5 ミ リの赤 褐色 の 岩片 及 び．、1 ミ
リ以 下 の石 英 、角 閃 石等 鉱物 粒 を
含 む

10 Ⅲ
口縁 端部 と胴部 に貝殻 腹 縁刺 突 に 内 外 面 と も横 ・斜 方 向 の 貝 殻 条痕

文 の後 ナデ 。外 面 は一 部 ケズ リ気 褐 橙
1 ミ リ以 下 の長 石 、石 英 、角 閃石 等
鉱 物粒 を多 く含 み、 2－4 ミリの赤

よ る羽状 文 味 の ナ テざ 褐 色 の岩 片 も少 量含 む

11 Ⅴ － Ⅱ 口縁 上部 に渦 文 ・沈 線 ・刺 突文 あ り
外 面 は ナテ㌔　内 面 は丁 寧 な ナテF、
又 は へ ラ ミ．ガ キ の 風 イヒし犬＝もの
オ、。

にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙
微 細 な長 石等 鉱 物粒 及 び岩 片 を含

む

12 Ⅴ － I
披頂 部 に刻 み 、 その 下 にハ の字 型

の刺 突文
内外 面 と もナ デ 明 奉褐

l

橙
1 ミ リ以 下 の 砂 粒 及 び微 細 な 長

石 、石 英 等鉱 物 粒 を含 む
波状 口縁

13 I
披頂部に尖った工具による刺突、その脇は沈線。

㌧LJ ク
にぷ い橙 灰 褐 2 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び微 細 な 石 英

〃
外面は対向弧文を中心に両側に沈線。内面に浅
い凹線文

にぷ い黄 橙 にぷ い橙 等 鉱物 粒 を含 む

14 Ⅴ－ I
口縁 端 部に3 条の沈 線 文 。頸 部付 近 外面 は 貝殻 条 痕 の後 ナ デ。

赤 褐 暗 褐
2 ミ リ大 の 砂 粒 を含 む。 微 細 な 石

ク
は刺 突 列点 文 の下に2条 の沈線 文 内面 はナ デ 英 等 鉱物 粒 を含 む

1 5 Ⅴ－ Ⅲ
内外 面 とも横 ナ デの 上 を一 部 ミガ

黒 褐 赤 褐
2 ミ リ大 の砂粒 を含 む。 1 ミリ以 下

ク

文
キ か の石 英 、雲 母等 鉱 物粒 を含 む

1 6 Ⅴ－ Ⅱ
口 縁端 部 に 2 条 の沈 線 文 。そ の下

に波状 の 沈線 文
内外 面 ともナ デ 明赤 褐 明赤 褐

2 －°4 ミ リ大 の 砂粒 及 び1 ミ リ以 下

の長 石 、石 英等 鉱 物粒 を含 む
波 状 口縁 か

1 7 Ⅲ
口縁端 部 に 2 条 の 沈線 文 。そ の 下 内外 面 と もナデ 。外 面 に一 部 貝殻 橙

にぷ い橙

橙

浅黄 橙 ・

1－3 ミ リの砂粒 及 び微 細 な 鉱物 粒

に 1 条 の 沈線 文 。 内面 に 凹線 文 か 条 痕文 の痕 跡 を含 む

1 8 Ⅴ － I
口唇部 にヘ ラ状 工 具 に よる連 続 の 外 面 はナ デ 明赤 褐 橙

1－ 4 ミ リの 褐 色 の 砂 粒 及 び、 微
波 状 口縁 か

短 沈 線文 内 面 は貝 殻条 痕 の後 ナ デ 細 な石 英等 鉱 物粒 を含 む

1 9 I 横 方 向 の三 条 の沈 線文 内 外面 と もナデ 橙
橙

淡黄

2 ミ リ大 の砂 粒 及 び 長 石等 微 細 な

鉱物 粒 を含 む
外 面 に部 分 的 にス ス

2 0 Ⅴ － I
横 方 向 の沈 線 2 条 に 上下 の 対向 弧 外 面 は斜 方 向 の 貝 殻 条 痕 の後 ナ

明赤 橙 橙
1 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び 、 石英 等 鉱

文 。 そ の下 に連 続 す る弧 文 デ。 内面 は ナ デ 物粒 を含 む

2 1 I
沈 線 に よる 曲線 文 と 1 条 の 沈 線 内外 面 と もナ デ。 内面 上 部 に貝 殻

褐灰 にぷ い橙
2 ミリ大 の砂 粒 及 び1 ミ リ以 下 の長

文。 工 具 は断面 U 字 状 のヘ ラ状 工
具

条 痕 文 ら し きもの が見 られ る 石 、石 英 他 、砂粒 を含 む

22 I
頸部 は 沈線 文 の 中 に刺突 列 点文 。

内面 は ナデ 褐 灰 黒 褐
微 細 な雲 母 、石 英 、黒 色鉱 物 等 を 内面 に炭化 物

縄文 の 上 を部 分 的 に雑 な ミガ キ を
方由した 後 、1黄方 向の 沈線 文

含 む 外面 にス ス

23 ．I
頚部 付 近 に刺 突列 点 二丈。そ の下 は

立　　　　‾、 内面 は ナ デ
にぷ い赤 褐 明 赤褐 1 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び長 石 、 黒色

一 郡 ナデ 消 し縄文 の 上 に横 方 向の
沈線 文

暗 赤褐 橙 鉱 物粒 を含 む

24 Ⅲ－ E
先 端 の尖 っ た棒状 工 具 に よる刺 突

列 点文 の 下 に 5 条 の沈 線文
内外 面 と もナ デ 明 赤褐 にぷ い褐

2 ミリ以 下 の 砂粒 、長 石 等 鉱 物粒

を含 む。 5 ミリ大 の砂 粒 も含 む

2 5 Ⅴ－ Ⅱ
内 面 に 口縁 に沿 っ て太 い沈 線 文が 外面 は 横方 向 のヘ ラ ミガキ 。 内面

黒 褐 褐 灰
1 ミリ以 下 の 砂粒 及 び微 細 な 鉱 物 外 面 にス ス 。外 面 の一 部

に赤色 顔 料 ら し きもの付
あ る は ナデ 。 口唇 部 は雑 なヘ ラ ミガキ 粒 を含 む 着 。ま皮状 口縁

2 6 Ⅲ －
内外 面 とも ナデ 。内 面 口縁 部 に一

部 ミガキ か
にぷ い橙 にぷ い橙 2 ミ リ大 の砂粒 を含 む 波 状 口線

2 7 Ⅴ － Ⅱ －
内外 面 と もヘ ラ ミガキ 。 口唇 部 は

ナ デ

橙

にぷ い橙
浅黄 1 ミリ以 下の 砂粒 、 雲母 を含 む 外 面 にス ス

2 8 Ⅴ － I －

内 面 はナ デ 。外 面 は横 方 向 にヘ ラ

ナ デ の上 を横 方 向 に雑 な ミガキ
橙 橙 2 ミリ以 下 の砂粒 を含 む 外 面 に スス

2 9 Ⅴ － I －
内 外面 と もナ デ 橙

橙

黄橙

1 ミ リ以下 の砂 粒 を含 む 。石 英 等

微細 な鉱物 粒 を含 む
外 面 に スス

30 Ⅴ－ I －
外 面 はヘ ラ ミガキ 。内 面 は ナデ 暗褐 にぷ い橙

1 ミ リ以 下 の石 英 、 長 石 、黒 色 鉱

物粒 及 び砂 粒 を含 む

3 1 Ⅴ－ I －
外 面 は横 方 向 のヘ ラ ミガキ
内面 は横 方 向 のヘ ラ ナデ

黒 褐 褐
微 細 な鉱 物粒 及 び砂 粒 が多 く含 ま

れ る
外面 にス ス

3 2 Ⅴ－ Ⅱ －

内面 は丁 寧 な ナ デ。 もし くは風 イヒ にぷ い赤 褐 橙 1 ミリ以 下 の砂 粒 及 び長 石 、 石英
外面 にス ス

したへ フ ミカ キ。 外 面 は横方 向 の
ヘ ラ ミカ．キ

暗 赤褐 灰 褐 等 、 鉱物 粒 を多 く含 む

3 3 Ⅴ － I －
内外 面 とも横 ナ デ

灰 褐

褐 灰

黄 橙

にぷ い橙

1 ．5 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び 微 細 な 鉱

物 粒 を多 く含 む

3 4 Ⅴ － I 一 部 に浅 い 凹線 状 の くぼ みが あ る 内 外面 と も丁 寧 な ナデ 褐
明褐

褐

1 ミリ以 下 の 砂 粒 及 び石 英 、 長 石

等 鉱 物粒 を多 く含 む
外 面 にス ス

3 5 Ⅴ － I －

内 面 は ナ デ。 外 面 は 横 ・斜方 向 の

雑 な ミガキ
橙 橙

2 ミ リ以 下 の 砂 粒 が 多 い。 長 石 な

ど微 細 な鉱 物粒 を少量 含 む
外 面 にス ス

3 6 Ⅴ － I 口縁 部 に 2 条 の沈 線 文
内面 は丁 寧 な横 ナ デ。 外面 は横方

向の ヘ ラ ミガ キ
浅黄 橙 浅黄 橙

1－4 ミ リの砂 粒が 多 い。 長 石、 石

英等 の 鉱物 粒 を少 量 含 む
外 面 に スス

3 7 Ⅴ － Ⅱ 2 条 の 沈線 文 の上 下 に細 短 沈線 文 内外 面 と も横方 向 のヘ ラ ミガキ 青黒 灰褐
1 ミ リ以 下 の石 英 等 鉱物 粒 を少 量

含 む
黒 色 磨研 土 器

3 8 Ⅴ － I
外 面 口縁 部 に 4 条 の 沈線 文 。 内面

に は 1 条 の沈 線文

内面 は ミガキ か丁 寧 なナ テ㌔　外 面
の沈 線付 近 は横 へ ラ ミガキ 。そ の
下 は縦 へ ラ ミガ．キ

橙 橙
1－2 ミ リの砂 粒 及 び石英 他 、微 細

な 鉱物 粒 を多 く含 む

39 Ⅴ－ I
口縁 部 に 3 条 の数 度 の横 方 向 のへ

ラ ミガキ に よる太 め の沈 線 文

内外 面 とも風化 して い る横方 向 の

ヘ ラ ミガ キ

にぷ い橙

黄 灰
にぷ い黄 橙 微 細 な石 英、 黒 色鉱 物粒 を含 む 外 面 にス ス

40 Ⅴ－ I －
内外 面 ともナ デ にぷ い橙

灰 褐

にぷ い橙

1 －3 ミ リの砂 粒 及 び 1 ミ リ以下 の
黒 っ ほい 砂粒 を多 く含 む 。石 英等
の微細 な鉱物 粒 を少 量 含 む

脚部 外 面 にス ス。 弥 生時
代 以 降 に ミニ チ ュア 土器
の可 能 性が あ る
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第12表　縄文土器観察表（3）

図
番
ロマ

出土

地 区
文　　　　　　　 様 調　　　　　　　　 整

色　　　　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　　　　 考

外 器 面 内 器 面

4 1 Ⅴ 突帯 上 に細 線 羽状 文 。風 化 著 しい 内外 面 と もナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 長 石 、黒 っ ほい 鉱物 粒 を含 む
脚部 に貫通 す る透 し孔

上 げ底

4 2 Ⅴ － I 1 条 の突 帯 文 内 外 面 と も ミガキ 黒 褐 黒褐 微細 な長 石等 鉱物 粒 及 び砂 粒 を含

む
脚 部 に 貫通 す る透 し孔脚 部 内面 は ナ デ 灰 黄褐 灰 黄褐

4 3 Ⅴ － Ⅱ
－ ク に ぷ い黄橙 褐灰

黒 色 鉱 物粒 を少 量 含 む。 1 ミ リ以

下 の砂 粒 を含 む

脚 部 に 貫通 す る透 し孔

上 げ 底

4 4 Ⅴ － I
口縁 、帯 に 3 条 の 凹線 文 。縦 方 向 内 面 は横 方 向の ヘ ラナ デ

浅黄 橙 浅黄 橙
2 ミ リ以 下 の砂 粒 が 多 い 。少 量 の

の短 凹線 文 。頸 部 付近 に凹線 文 か 外 面 は横 ナ デ 石英 等 鉱物 粒 も含 む

4 5 Ⅴ － I 口縁 帯 に 3 条 の凹 線文
内 面 は雑 な横 へ ラ ミガキ 。外 面 は
丁 寧 な横 ナ テざ又 は横 方 向 の ミガ キ
か

橙
明赤 褐

にぷ い 褐
1－2 ミ リの砂 粒 、石 英 を多 く含 む

4 6 Ⅴ － I 口縁 部 に 2 条の 凹 線文 内 外面 と もナデ 淡黄 淡黄 1 ミリ前後 の 砂粒 が 多 い

4 7 Ⅴ － I
口縁部 に 5 条の 横 方向 の ミガキ に 内外 面 と も横 方 向 の丁 寧 なヘ ラ ミ にぷ い褐

灰 黄 褐
1－3 ミ リ大 の砂 粒 を少量 及 び石 英

よる 凹線 文 ガヰ 黒 褐 他 微 細 な鉱 物粒 を含 む

4 8 Ⅴ － I 口縁部 に 2 条 の 凹線 文
外面 は丁 寧 なナ デ。 内 面 は丁寧 な

ナ デか ヘ ラ ミガ キの 風化 した もの
にぷ い 赤褐 にぷ い赤 褐

石英 、 長 石 他 、 1 ミリ以 下 の 砂 粒
を多 く含 む

4 9 Ⅴ－ I
稜 を な した 4 粂 以上 の 凹線 文 （凹
線 文 内は ミガキ ） その 下 に扇 状 の 内外 面 は横 方 向 のヘ ラ ミガキ 黒 褐 灰

1 ミリ以 下 の 微 細 な砂 粒 及 び 鉱 物 内 面屈 曲部 に工 具痕

細 線文 を含 む 黒 色磨 研 土器

5 0 Ⅴ－ I 屈 曲 の上 部 に凹 線文 か
外面 屈 曲部 及 び 内面 は横 方 向 のへ
ラ ミ ガキ。 外 面胴 部 下半 は横方 向
のヘ ラ ミカーキ

灰 褐
にぷ い橙

黒 褐
1 ミ‘リ以下 の砂 粒 を含 む

5 1 Ⅴ－ I 胴部 上 半 に 3 条 以上 の 凹線 文 内外 面 ともナ デか 。．風 化 著 しい 灰 黄褐 にぷ い黄 橙 ク 外 面 にス ス

52 Ⅴ－ I 胴部 上 半 に 3 条 の凹 線文 内外 面 とも横方 向 の ミガキ
明 赤褐

赤 黒
赤 褐

1 ミ リ以 下 の 石 英、 角 閃 石 等 の 鉱
物粒 及 び砂粒 を多 く含 む 外 面 の一部 にス ス

53 Ⅴ－ Ⅱ
口 縁 付 近 に2条 の凹線 文。披 頂 部 の
凹 線 の上 下に押 点 文。ロ縁 部 内面 に
指 ナデ と思 われる1条 のくぼみ

内外 面 と も横方 向 の ナデ にぷ い橙 暗灰 黄
2－ 4 ミ リの砂 粒 及 び1 ミ リ以 下 の
砂粒 や 石 英 な どの鉱 物粒 を多 く含
む

波状 口縁

5 4 Ⅴ － I
口縁 帯 の 2 条 の 凹線 文 の中 に沈 線
文 を施 す。 （凹線 文 中 は ミガ キ）

外 面 は横 方 向 のヘ ラ ミ ガキ。 内 面
は横 方 向の ナ テ㌔　 部分 的 にヘ ラ ミ
ガ、キ も見 られ る

にぷ い橙 にぷ い橙 黒色 鉱 物粒 を少量 含 む

5 5 I 口縁 部 に 2 条 の太 め の沈 線文
内 面 ・底 部 は ナ テ㌔　外 面 は 横 方 向
のヘ ラ ミカ．キ と思 われ る 。風 イヒ著
しい

橙 浅黄 橙
1－ 3 ミリ の砂 粒 及 び、1 ミリ以 下 の
石英 、 角 閃石 な どの 鉱物 粒 を多 く
含 む

5 6 Ⅴ － I 口縁 部 に 2 条 の雑 な沈 線 文 内 外面 と もナデ に ぷい 黄橙 にぷ い 黄橙
1 ミ リ以 下 の砂 粒 や 石英 を多 く含
む

外 面 に スス

波 状 口縁

5 7 Ⅴ － I 屈 曲付 近 に太 めの 沈線 文
外 面 は横 方 向の ヘ ラ ミガ キ。 内面

は横 方 向 の雑 な ヘ ラ ミガ キ

褐

にぷ い 赤褐

赤褐

黒褐

2 ミリ以 下の 砂粒 、 軽石 粒 及 び1 ミ
リ以 下 の長 石 、石 英等 鉱 物粒 を含
む

5 8 Ⅴ － I 口縁帯 に浅 くて雑 な 4 条 の沈 線文 内外 面 と も横 ナ デ 灰 白． 灰 褐 2 ミリ以下 の 砂粒 が 多 い

5 9 Ⅴ － I －
外面は屈曲部より上を横ナデの後、横方向にヘラ
ミガキ。下部を縦ナデの後、同方向のミガキか。内
面は横ナデ。上部に貝殻粂痕が残る

灰 褐 にぷ い橙
2 ミリ以 下 の 砂 粒 が 多 い。 微 細 な
石英 、黒 色 鉱物 粒 を含 む

外 面 の一 部 にス ス

6 0 Ⅴ－ I
－

外面 は横 及 び 斜方 向 の丁 寧 な ナデ

内面 は ナ デ
暗 赤 褐 黄 橙

金 雲 母 、石 英 、角 閃石 、長 石 等 鉱

物 粒 及 び1－2 ミ リの砂 粒 を含 む
外 面 にス ス

6 1 I 肩部 付 近 に 1 条 の凹 線 文 内外 面 とも横 ナ デ 橙 灰 褐
3 ミ リ以 下 の 砂粒 及 び、 石 英 、 長

石 、黒 い 鉱物 粒 等 を多 く含 む

6 2 Ⅴ－ I 口縁 部 に 1 条 の 幅広 沈埠 文
ク 浅 黄橙

浅 黄

暗 灰黄

2 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び、 角 閃 石 、
金 雲母 等 鉱物 粒 を多 く含 む

外面 にス ス

63 Ⅴ－ I －
内外 面 と も横方 向 の ナデ の後 へ ラ

ミ ガキ
にぷ い橙 浅 黄橙 2 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び、 石 英 、黒

い 鉱物 粒 等 を多 く含 む

64 I － 内外 面 と も横 方 向 のヘ ラ ミガキ
にぷ い黄橙

灰 黄褐

褐 灰

明 黄灰

2 ミ リ以 下 の砂 粒 を多 く含 む。 1 ミ
リ以下 の 長石 、 黒 い鉱 物粒 等 を含
む

外面 に一部 ス ス

6 5 Ⅴ － I 口緑 部 の内 面 に凹 線文 状 の くぼみ ク にぷ い褐 に ぷ い橙
1 －3 ミ リ大 の 砂 粒 を少 量 含 む。
1 ミ リ以 下 の石 英 、 黒 い 鉱物 粒 を
多 く含 む 。石 英 は特 に多 く目立 つ

ク

6 6 Ⅴ － I
波 頂 部 に押 点。 そ の下 に 1 条 の 沈
線 文

内 面屈 曲 部 よ り上 か ら外面 にか け
て横 方 向 の ヘ ラ ミガ キ。 内面 下部
は丁寧 な横 ナテPか

に ぷい 赤褐

に ぷい 橙
に ぷい 橙

1 ミ リ以下 の石 英 、 長石 等 鉱 物 粒
及 び砂粒 を含 む ク

6 7 Ⅴ － I 口縁 部 に 1 条 の沈線 文 内外 画 と も横 方 向 のヘ ラ ミ ガキ 暗褐 にぷ い 赤褐 1－2 ミ リの砂粒 を多 く含 む
内 面 の所 々 に炭 化 物

外 面 に二 部 スス

6 8 Ⅴ － I ク ク 橙 暗赤 灰
1 ミリ以 下 の 砂 粒 を 多 く含 む。 微
細 な鉱物 粒 を含 む 外 面 に一 部 スス

6 9 Ⅴ － I 口唇部 と口縁 部 外面 に沈線 文 内外 面 とも横 方 向の ミガ キ 明褐 灰 褐 灰
1 ．5 ミ リ以 下 の 黒 い 鉱物 粒 、 長 石
及 び’微細 な雲母 を含 む。 1－4 ミ リ
大 の 砂粒 を含 む

7 0 Ⅲ－ W 口 縁帯 に横方 向 の 3 条 の沈 線 文 内外 面 とも粗 い横 ナ デ
浅黄 橙

褐 灰
浅黄 橙 1 ミ リ以 下 の 石 英 、黒 い 鉱 物粒 を

含 む

7 1 Ⅲ 口 縁帯 に横 方 向 の 4 条 の沈 線 文 内外 面 とも横 ナ デ 灰 黄 褐 にぷ い黄 橙
2 ミリ以 下 の 石 英 、長 石 、 黒 い 鉱
物 粒 及 び砂粒 を多 く含 む 。石 英 が
目立 つ

外面 にス ス

7 2 Ⅴ－ Ⅱ
外 面 に 2 条 単 位 の 沈 線 に よ る弧

文 。 その 下 に 1 条 の沈 線文 ク 淡 黄
淡 黄

黄 灰

2 ミ リ以 下 の 砂粒 及 び、 石 英等 の
鉱 物粒 を多 く含 む

7 3 Ⅴ－ I －

外 面 の 上部 と内面 は横 方 向 のヘ ラ
ミガキ 。外 面 の下 部 は斜 方 向 のへ
ラ ミカーキ

灰 褐 褐 灰 2－4 ミリの砂 粒 を多 く含 む 外 面 にス ス

74 Ⅴ一 Ⅱ － 内外 面 と も横方 向 に ヘ ラ ミガ キ 黒 褐 灰 黄褐
1 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び 石 英等 の鉱
物粒 を含 む

75 Ⅴ－ I －
内外 面 と も胴状 部 の屈 曲 部 よ り上
部 は 横方 向 に雑 なヘ ラ ミガ キ。 下
部 は 丁寧 なヘ ラ ミガ．キ

暗 赤褐 灰 褐
1 ミ リ以 下 の砂 粒 が 多 く。 長石 、
石英 、 黒 い鉱 物粒 等 を含 む 外 面 と口縁 部 内面 にス ス

7 6 Ⅴ － I 口縁 部 に低 い突 帯 内 外 面 と もナ デ にぷ い橙 にぷ い橙
2 ミ リ以 下 の砂 粒 を多 く含 む。 石
英等 鉱 物粒 を含 む。 石英 は多 い

外 面 に スス

内面 に炭 化 物

7 7 I 口縁 部 に ヒ レ状 突 起 と沈 線文
内 外 面 と も横 方 向 のヘ ラ ミガキ 。

頚 部 よ り下 の内 面 は横 方 向の ナ デ

灰黄 褐

明黄 褐

灰黄 褐

にぷ い 黄橙
微細 な黒 い鉱 物粒 等 を少 量 含 む
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第13表　縄文土器観察表（4）

図
菅

‾7テ

出 土

地 区
文　　　　　　　　 様 調　　　　　　　　 整

色　　　　　 調
胎　 土　 の　 特　 徴 備　　　　　　　 考

外 器 面 内 器 面

7 8 Ⅴ － I －

内面 は横 方向 のヘラミガキ。外 面 の屈
曲部 から上は、ヘラ痕 カゞ 顕著 なへ ラミ
ガ号 。下 半 は丁寧 なナテタか

灰 黄 黄 灰 I ミ リ以 下 の黒 い 鉱物 粒等 を含 む 内面 に炭化 物

7 9 Ⅴ － Ⅱ －
内 外 面 と も横 方 向 のヘ ラ ミガキ 褐 灰 褐 灰 微 細 な鉱 物粒 を極 く少 量含 む 口縁 部 下 に穿 孔

8 0 Ⅵ － I 胴部 に蝶 ネ クタ イ状貼 付 突 起
内外 面 と も丁寧 なナ デ （ミガ キの
風 化 した もの か。 摩耗 著 しい）

にぷ い黄 橙 Fにぷ い黄 橙 微 細 な鉱 物粒 を極 く少 量 含 む

8 1 Ⅴ－ I －
内外 面 とも横 方 向の へ ラ ミガ キ にぷ い黄 橙 浅黄 橙 微 細 な石 英 等 を極 く少 量 含 む

82 Ⅴ－ Ⅱ － ク 褐 灰 褐 灰 ク

8 3 Ⅴ－ Ⅲ 口 唇部 に 1 条 の 浅 い沈 線文
内面 はナ デ。 外 面 は横 方向 の ヘ ラ

ミガ キか 。風 化 著 しい
にぷ い 黄橙 にぷ い 黄橙 1 ミリ以 下 の砂粒 を多 く含 む

8 4 Ⅵ 口 縁部 に孔列 文
内面 下 部 は ケズ リ。 そ の他 は すべ

て粗 い横 ナ デ
に ぷい 黄橙 に ぷい 橙

1 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び 、 石英 等 鉱

物粒 を多 く含 む

8 5 Ⅲ －W ク
内外 面 と も横 方 向 の貝 殻条 痕 文 浅黄 橙 浅黄 橙 2 ミ リ以 下 の黒 の鉱 物 粒 、 石 英 、

長石 及 び　 砂 粒 を多 くA む　 高 師 ん外 面 は一 部横 ナ デ 褐灰 に ぷ い黄橙 、　［プ　　　　　　　　 i∃　　 0
4、僧 も多 く見 られ る

8 6 Ⅵ
口唇部 に押 点の あ る痛 状 突起 と刻

目突帯 文
内 外面 と も横 ナ デ 浅黄 橙 浅 黄橙

1 ミ リ以 下 の鉱 物 粒 や 砂 粒 を 少量
含 む

8 7 Ⅴ 刻 目突帯 文
内 外 面 と も粗 い横 ナデ （貝 殻 条 痕

か ）
にぷ い黄橙 にぷ い褐

1 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び、 雲 母 、 石
英 等 、鉱 物粒 を含 む

8 8 Ⅴ － I 波 頂 部 に刻 み か 外面 はナデ。内面は光沢のあるナデ にぷ い黄 橙 橙
1 ミ リ以 下 の 砂粒 及 び、 石 英 、黒

い 鉱物 粒 等 を多 く含 む
波状 口縁 。透 し孔

8 9 I
貝 殻 腹縁 に よる と思 わ れ る弧状 の

刺 突 文 と弧 状 の突 帯 文
内外 面 と も横 ナ デ

褐

橙

明 黄褐

にぷ い黄 褐

2 ミ リ以 下 の砂 粒 が多 く含 まれ る

1 ミ リ以 下 の 長石 も目立 つ

90 Ⅴ － I －
内面 及 び外 面 上部 横 ナ デ、 下部 は
縦 ナデ

橙 橙
微 細 な鉱 物 粒 を含 む

2 ミ リ前 後 の砂 粒 を含 む
外 面 に二 部 スス

9 1 Ⅴ－ I － ク 浅 黄 橙 にぷ い 黄橙
3 ミ リ大 の砂 粒 を少 量含 む 。2 ミ リ
以 下 の長 石 、 石英 、 金雲 母等 、 鉱
物 粒 及 び、 砂粒 を多 く含 む

9 2 Ⅴ一 I － ク 浅黄 橙 浅黄 橙
2 ミ リ以 下 の黒 い 鉱 物 粒 、石 英 、

長石 及 び、 砂粒 を多 く含 む

9 3 Ⅴ－ Ⅱ －
外面 は粗 い横 ナ デ
内面 は丁寧 な横 ナ デ

褐

灰 褐
橙

1．5 ミリ以 下 の 砂 粒 及 び 、石 英 、

黒 い鉱 物粒 等 を多 く含 む
外 面 に一 部 ス ス

9 4 Ⅴ － I －

内外 面とも横 、斜方向の巻貝によると思わ
灰黄 褐 灰黄 褐

2 ミ リ以 下 の石 英 、 黒 い鉱 物 粒 及 外 面 に一 部 ス ス
れる条痕文の上を、内面は同方向のナデ。
外面下部は一部同方向の粗 いヘラミガキ

び 、砂 粒 を多 く含 む 内面 下部 に炭化 物

9 5 Ⅴ － I －

外 面 及 び内面 上 部 は横 ナ デ
に ぷい 褐 橙

1 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び、 石 英、 黒 内面 に 一部 黒色 物

内 面 下部 は丁 寧 な横 ナデ い 鉱物 粒等 を含 む 外 面 にスス

9 6 Ⅴ － I －

内 面 及 び外面 上 部 は横 ナ テ，
外 面 下部 は斜 めナ テ㌔　外 面 の調 整
は粗 い

浅 黄橙 淡 黄
2－ 3 ミ リの砂 粒 及 び、 1 ミ リ以 下
の 砂粒 や 石英 、 黒色 の 鉱物 粒 等 を
含 む

外面 にス ス

9 7 I －
内 面 及 び外 面上 部 は横 ナ デ
外 面 下部 は 縦 ナデ

橙 橙
3－4ミリ大 の砂 粒 を含 む。1ミリ以 下の
石 英 、長 石 、黒 い 鉱物 粒 及 び 砂 粒 を
多 く含 む。高 師小 僧 も含 まれ る

9 8 Ⅴ － I － ク にぷ い黄 橙 浅 黄橙
2 －5 ミ リ大 の砂 粒 を含 む 。 1 ミリ
以 下 の砂 粒 及 び石 英、 長 石等 鉱物
粒 を多 く含 む

9 9 I － ク 橙 にぷ い橙
2 ミ リ以 下 の 砂 粒 及 び、 長 石 、 石

英 等 鉱物 粒 を多 く含 む
外 面 に一部 スス

1 0 0 I －

内外 面 ともナ デ。 一 部 に斜 方向 の
貝 殻 粂 痕 文 ら し き痕 跡 が み られ
る。 底 部 内面 は指 頭 に よ り整形

明 赤 褐 橙
3 ミ リ大 の 砂粒 を含 む。 1 ミリ以 下
の砂粒 及 び 、長 石 、石 英 等鉱 物粒
を含 む

10 1 Ⅴ－ I －
内外 面 とも斜 方 向の ナ デ 橙

浅 黄 橙

橙
2 －4 ミリの 砂粒 を含 む わ ず か な上 げ底

10 2 Ⅴ－ I － ク 橙 橙
2 ミリ以 下 の 砂 粒 、及 び微 細 な 石

英 、 黒色 鉱 物粒 を含 む

10 3 Ⅴ－ I －

内 面 はナ デ。 外 面 は縦 ナ デ。底 部

付 近 は横 ナ デ
淡黄 暗灰 黄 1－3 ミ リの砂粒 を とて も多 く含 む わず か な上 げ底

10 4 Ⅴ － I －

外 面 は横 、斜 方向 の粗 いヘラミガ キ

内面 、底 部 はナデ
にぷ い 黄橙

浅黄

黒褐
1 ミリ以 下 の石 英及 び砂 粒 を含 む 内面 に炭 化 物

1 05 Ⅴ － I －

内 外 面 と もナデ

底 部 は指 頭 に よる ナデ か
淡黄

浅黄 橙

褐灰

1 ミ リ以 下 の石 英 、 黒 色 鉱 物粒 、

砂粒 を多 く含 む
わず か な上 げ底

1 0 6 Ⅴ － I －
内面 は横 ナ デ。 外 面 は縦 ナ デ

頚 部 付近 は横 ナデ

浅黄 橙

褐灰
黄褐

2 ミリ以 下 の砂粒 を多 く含 む 。

石 英 な ど鉱物 粒 を少 量 含 む。
内面 に炭化 物 。上 げ底

1 0 7 Ⅴ － I －
外 面 は斜 、 横方 向 の ナデ
内面 は ナ デ

浅 黄橙 にぷ い黄 褐
2 ミ リ以 下 の砂 粒 及 び黒 色 鉱 物粒

を多 く含 む
上 げ底

1 0 8 Ⅴ － I －

外 面 は 斜方 向 のヘ ラ ミガキ 。内 面
は横 方 向 のヘ ラ ミガ キ。 底 部 はナ
テデか

にぷ い橙

橙
淡 橙

1 ．5 ミ リ以 下 の砂 粒 を多 く含 む 。

石 英 、長 石 等鉱 物粒 を微 量含 む
わ ずか な 上 げ底

1 0 9 Ⅴ－ I →

外面 は縦方 向 の へ ラ ミガキ
橙 黒

長 石 、石 英 、雲 母 、角 閃 石等 鉱 物 外 面 に微 量 のス ス

底部 、 内 面 はヘ ラ ミガ キ 粒 が 多 い 。 1 ミリ以 下 の砂 粒 をプ
量 含 む

わ ず か な上 げ底

1 1 0 Ⅴ－ I －
外 面 は縦 方向 の ヘ ラ ミガキ

赤 褐 にぷ い褐
2 ミ リ 以 下 の 砂 粒 及 び 長 石 、 石 内 面 に炭 化物

底部 、内 面 はナ デか 英 、 黒色 鉱 物粒 を含 む わず か な上 げ底

11 1 Ⅴ一 I －
内面 はミガキ
外 面は横 方 向のミガキか 。光 沢 あり

褐 灰 にぷ い黄 橙
1 ミリ以 下 の 石 英 等 、鉱 物 粒 及 び

1ミ リ大 の砂 粒 を含 む
外 面 にス ス 。上 げ底

11 2

1 13

Ⅴ－ I －
内 面 はて い ねい な ナデ か
外 面 は風 化著 しい ナデ か

にぷ い 黄橙 淡黄 微 細 な砂 粒 、 石粒 を少量 含 む わず か な上 げ底

Ⅴ － I －
内 外面 と も横 方 向 のへ ラ ミガキ 褐灰 褐灰

1 ミ リ以下 の砂 粒 及 び 石 英、 長 石

等鉱 物 粒 を含 む
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2　土器片加工円盤・土器片錘（第26図114－120、観察表を参照）

学頭遺跡では、包含層から縄文土器片を利用した円盤型の加工品が5点程出土している。ナデまたは貝殻

条痕調整の明るい色調の土器片である。側面は粗く面取りしただけのものや丁寧に面取りしたものが見られ

る。3－5cm程の大きさのやや楕円形である。また、土器片錘は半欠品も含め24点程出土している。形状は

小判型が多く短冊型も数点ある。器面調整はナデまたは貝殻条痕のものが多く、磨研土器利用品は4点であ

る。この4点は器厚が薄い浅鉢形土器片で、120は晩期前半の浅鉢形土器の外反した頚部付近と思われる。

これらの土器片錘は側面を丁寧に面取りしたものが多い。ただ、切目部分は残りが悪く、殆どは摩耗してい

るものと思われる。大きさに大小ある。

3　石器（第27図、石器計測表を参照）

包含層から出土した石器は全体に量的には少ないが、そのうち縄文時代と考えられる石器49点について計

測を行った。弥生時代の遺物と混在していたため必ずしも縄文時代の石器と確定できないものも含まれてい

るが、一応ここに掲載した。磨石は1点出土した。花尚岩製と思われる。石皿は出土していない。打欠石錘

は5点の出土、切目石錘は1点のみ出土した。いずれも砂岩製である。打製石斧は1点、磨製石斧は局部磨

製を含めると10点の出土である。石材は頁岩が多い。石匙は2点、剥片石器はスクレイパーを含め4点出土

している。やはり頁岩が多い。打製石鉄は13点の出土である。石材としては頁岩が最も多く、黒耀石（姫島

産を含む）、流紋岩・チャートが見られる。石錐は5点出土し、チャートや頁岩を用いている。28－33は薪

翠製の玉類で産地は不明（28・29は糸魚川流域原産の可能性がある）

第14表　土器片加工円盤・土器片錘観察表
図
管

下

出 土 地 区
幅

（cm ）

長　 さ

（c m ）

厚　 さ

（cm ）

重　 さ

（g ）
部 位 種　　　　　 別 文　　 様　　 他　　 特　　 徴　　 な　　 ど

色　　　　　 調

外　　 面 内　　 面

1 1 4 Ⅴ － Ⅱ 5 ．1 5 5 ．2 1 ．1 3 2 ．6 胴 部 片 土 器 片 加 工 円 盤 貝 殻 条 痕 の 上 を ナ デ 明 赤 褐 明 赤 褐

1 1 5 Ⅲ 4 ．5 5 5 ．2 0 ．7 20 ．7 ク 一ク ナ デ 。 側 面 は 丁 寧 に 面 取 り 浅 黄 橙 灰 白

1 16 3 ．6 5 ．7 0 ．9 2 1 ．3 ク 土 器 片 錘 ナ デ 淡 黄 淡 黄 灰 自

1 17 Ⅲ 2 ．9 5 4 ．6 1 ．0 5 1 7 ．0 ク ク ナ デ 。 切 目 は 磨 耗 黄 橙 ・褐 灰 褐 灰

1 18 Ⅴ － Ⅱ 2 ．9 8 5 ．65 0 ．9 5 1 7 ．7 ク ク 貝 殻 条 痕 の 上 を ナ デ 。 側 面 は 面 取 り 明 赤 褐 橙

11 9 Ⅴ 2 ．7 5 4 ．4 1 ．1 1 3 ．3 ク ノク ナ デ 。 磨 耗 著 し い 。 切 目 付 近 も 磨 耗 黄 橙 ・黄 灰 、黒

12 0 Ⅵ 2 ．4 5 4 0 ．7 9 ．5 頚 部 片 ク へ ラ ミ ガ キ 。 磨 研 浅 鉢 形 土 器 片 。 磨 耗 に ぷ い 黄 橙 褐 灰

1 2 1 Ⅴ 4 ．1 5 ．8 0 ．8 5 2 4 ．2 ク 橙 に ぷ い 黄 橙

1 2 2 Ⅴ － I 4 ．3 6 ．3 0 ．9 3 1 ．9 ク 浅 黄 橙 浅 黄 橙

1 2 3 Ⅳ 3 ．6 4 ‘．．7 5 1 ．1 22 ．4 ク 橙 明 赤 褐

1 24 Ⅴ － I 4 ．0 5 ．4 5 0 ．9 2 1 ．7 ク 橙 浅 黄 橙 ・褐 灰

12 5 Ⅴ 3 ．6 5 5 ．7 5 0 ．7 5 2 1 ．9 ク 橙 に ぷ い 褐

12 6 Ⅴ － I 3 ．3 4 ．4 0 ．7 1 5 ．0 ク 褐 灰 ・に ぷ い 橙 に ぷ い 橙

12 7 Ⅴ － I 4 ．4 3 ．9 0 ．6 1 1 ．0 ク 灰 褐 灰 褐

1 2 8 Ⅴ － Ⅱ 3 ．4 3 ．4 0 ．6 5 8 ．8 ク 褐 灰 ・に ぷ い 黄 橙 に ぷ い 黄 橙

1 2 9 Ⅲ 3 ．2 3 ．3 0 ．8 5 9 ．3 〃 に ぷ い 橙 ・褐 灰 浅 黄 橙 ・に ぷ い 橙

1 3 0 Ⅴ － I 2 ．8 5 3 ．3 1 ．1 1 1 ．2 ク 橙 橙

1 3 1 3 ．2 2 ．0 0 ．9 9 ．6 〃 橙 灰 褐

1 3 2 Ⅴ － I 2 ．6 3 ．0 1 ．1 9 ．3 ク 褐 灰 に ぷ い 黄 橙

1 3 3 Ⅴ － Ⅱ 3 ．1 5 3 ．9 8 0 ．7 8 ．4 ク 浅 黄 橙 褐 灰

1 34 Ⅴ － Ⅱ 2 ．7 3 ．0 5 0 ．8 5 6 ．5 ク に ぷ い 橙 に ぷ い 橙

1 35 Ⅴ － Ⅱ 2 ．4 5 2 ．7 0 ．7 5 5 ．6 一ク 明 褐 灰 ・淡 橙 淡 橙

13 6 Ⅴ － I 3 ．3 8 2 ．27 0 ．6 5 4 ．6 〃 灰 白 に ぷ い 黄 橙

13 7 Ⅴ － Ⅱ 2 ．4 5 4 ．6 3 0 ．8 5 1 2 ．2 ク 橙 に ぷ い 橙

13 8 Ⅴ － Ⅱ 4 ．53 4 ．3 5 1 ．1 5 2 3 ．6 ク に ぷ い 橙 に ぷ い 橙

1 3 9 Ⅲ 4 ．93 3 ．7 8 0 ．9 1 8 ．0 ク に ぷ い 橙 に ぷ い 褐

．1 4 0 Ⅲ 3 ．7 8 4 ．4 1 ．2 2 3 ．4 円 盤 に ぷ い 橙 に ぷ い 橙

1 4 1 Ⅲ 3 ．0 3 ．2 3 1 ．0 5 1 1 ．9 〃 に ぷ い 橙 に ぷ い 黄 橙

14 2 Ⅴ － Ⅱ 4 ．5 5 5 ．1 1 ．5 2 9 ．2 ク 橙 橙
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第15表　石器計測表

遺 物

番 号
種　　　 別 出 土 地 区

最 大 長

（c m ）

最 大 幅

（cm ）

最 大 厚

（c m ）

重　 量

（g ）
石　　　 材 備　　　　　　　　　　 考

1 磨 石 Ⅳ － I 1 0 ．0 8 ．5 4 ．6 5 1 5 ．6 花 崗 岩

2 打 欠 石 錘 7 ．2 6 ．4 1 ．7 5 1 2 5 ．1 砂 岩

3 ク Ⅴ － Ⅱ 8 ．0 7 ．4 1 ．7 5 16 1 ．3 一ク

4 イ′ Ⅴ 5 ．7 5 ．5 1 ．4 6 9 ．0 〃

5 一ク Ⅲ 4 ．6 4 ．3 1 ．1 3 2 ．0 ク

6 ク Ⅴ － Ⅱ 4 ．7 4 ．0 0 ．7 19 ．4 ク

7 切 目 石 錘 Ⅲ 5 ．0 3 ．6 2 ．0 50 ．9 〃

8 打 製 石 斧 I 1 1 ．5 4 ．4 2 ．2 1 1 9 ．5 頁 岩

9 磨 製 石 斧 Ⅲ 10 ．1 3 ．3 1 ．8 9 1 ．5 ク

1 0 ク Ⅴ － I 1 0 ．6 5 4 ．8 1 ．8 1 3 6 ．7 流 紋 岩

1 1 ク Ⅴ － Ⅱ 1 3 ．4 4 ．3 2 ．8 2 2 8 ．6 頁 岩

1 2 一ク Ⅵ － I 7 ．1 5 ．1 2 ．3 9 6 ．0 ク 基 部 欠 損

1 3 ク Ⅴ － I 7 ．4 6 ．9 2 ．8 2 1 5 ．6 ク ク

1 4 ク Ⅲ 5 ．3 5 3 ．9 5 2 ．3 4 5 ．0 ク 一ク

1 5 石 匙 Ⅳ 3 ．1 5 2 ．1 d ．5 5 ．0 チ ャ ー ト

1 6 ク Ⅴ 6 ．9 4 ．0 1 ．5 3 6 ．－8 頁 岩

1 7 剥 片 石 器 Ⅴ － Ⅱ 7 ．2 2 ．8 0 ．6 5 1 5 ．0 ク

1 8 〃 Ⅴ － I 7 ．9 4 ．1 0 ．8 2 4 ．6 ク

1 9 石 錐 Ⅴ 3 ．5 錐 部 0 ．9 錐 部 0 ．6 3 ．3 〃 錐 先 端 部 欠 損

2 0 ク Ⅴ － I 3 ．8 ク　 0 ．7 〃　 0 ．2 6 ．7 チ ャ ー ト

2 1 ク Ⅴ － I 2 ．7 〃　 0 ．7 5 ク　 0 ．5 1 ．4 ク

2 2 打 製 石 鉄 Ⅴ － I 1 ．9 1 ．85 0 ．4 5 1 ．4 頁 岩

23 ク Ⅴ － I 2 ．0 5 1 ．7 0 ．4 5 0 ．9 ク

24 ク 1 ．2 1 ．0 0 ．18 0 ．1 黒 曜 石 （姫 島 ）

2 5 ク Ⅴ 2 ．4 1 ．4 5 0 ．3 5 0 ．9 チ ャ ー ト

2 6 ク Ⅴ － Ⅱ 2 ．5 5 1 ．3 8 0 ．4 1 ．3 頁 岩

2 7 ク Ⅴ － Ⅱ 2 ．65 1 ．8 0 ．4 5 1 ．8 ク

2 8 玉 Ⅴ 5 ．85 3 ．3 5 1 ．9 5 5 2 ．8 薪 翠 長 崎 産 か ？　 両 側 穿 孔

2 9 ク Ⅴ 3 ．5 1 ．2 5 0 ．7 5 ．5 〃 ク　　　 片 側 穿 孔

3 0 ク Ⅴ 2 ．4 0 ．8 0 ．7 1 ．6 ．ク ク　　　 3 方 穿 孔

3 1 ク Ⅴ － I 1 ．2 0 ．6 0 ．4 5 0 ．5 〃 ク　　　 両 側 穿 孔

3 2 ク Ⅴ － Ⅱ 0 ．7 0 ．6 5 0 ．5 0 ．3 ク ク　　　 片 側 穿 孔

3 3 〃 Ⅵ － I 1 ．0 0 ．9 0 ．6 5 1 ．0 ク ク　　　 片 側 穿 孔

3 4 剥 片 石 器 Ⅲ 5 ．6 5 2 ．6 0 ．8 13 ．3 頁 岩

3 5 〃 Ⅴ 6 ．2 3 2 ．4 0 ．7 8 14 ．4 ク

3 6 石 錐 Ⅴ － Ⅱ 2 ．6 錐 部 0 ．5 錐 部 0 ．6 2 ．6 チ ャ ー ト

3 7 ク Ⅴ 3 ．7 ク　 1 ．1 〃　 0 ．5 5 3 ．5 頁 岩 錐 先 端 部 欠 損

38 打 製 石 鉄 Ⅴ － I 2 ．0 1 ．1 0 ．3 9 0 ．6 黒 曜 石 片 脚 部 欠 損

3 9 ク 0 ．9 4 0 ．7 8 0 ．1 9 ・ 0 ．1 ク 下 部 欠 損

4 0 〃 Ⅴ 1 ：6 1 ．3 0 ．2 0 ．6 頁 岩

4 1 ク Ⅲ 1 ．8 1 ．1 0 ．4 0 ．7 黒 曜 石 （姫 島 ） 片 脚 部 欠 損

4 2 〃 2 ．4 1 ．4 5 0 ．4 0 ．9 流 紋 岩 先 端 部 片 脚 部 欠 損

4 3 一ク Ⅴ － I 1 ．9 1 ．5 0 ．3 9 0 ．8 頁 岩 先 端 部 欠 損

4 4 ク Ⅴ － I 2 ．0 1 ．4 8 0 ．3 2 0 ．7 ノシ

4 5 磨 製 石 斧 Ⅴ － I 1 2 ．4 4 ．6 3 ．3 5 2 2 4 ．5 流 紋 岩 基 部 欠 損

4 6 ク Ⅴ － 工 3 ．7 2 ．0 1 ．5 16 ．0 頁 岩 先 端 部 、 基 部 欠 損

4 7 ・ク Ⅴ － I 4 ．8 5 3 ．9 1 ．8 4 0 ．6 ク 基 部 欠 損

4 8 局 部 磨 製 石 斧 Ⅴ － Ⅱ 6 ．2 4 ．0 1 ．0 5 1 ．3 一ク 〃

4 9 磨 製 石 器 Ⅵ － I 7 ．6 2 ．5 2 ．15 51 ．1 ク
石 棒 か 。‾基 部 欠 損
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2　弥生～古墳時代

学頭遺跡では包含層より多くの遺物が出土しておりその約半分がこの時期の遺物である。包含層とはいえ

その堆積状況は明瞭ではなく、遺物の時期的隔たりがみられるため一括資料として扱うことはできない。そ

こで弥生時代から古墳時代の土器に関しては次のように形式分類をし、遺物個々の詳述はおこなわない。ま

た、遺構出土として扱ったものはここではとりあげていない。

（1）嚢（28－34図）

嚢は口縁一胴部をI－Ⅵ類に、胴部一底部をI－Ⅲ類に分類した。

口縁I類　直行口縁に突帯を施すもので5つに細分される。

1一条の突帯がめぐるもの（124）

2　一条の刻目突帯がめぐるもの（121，123）

3　一条の刻目突帯がめぐり、口唇部にも刻目をもつもの（122，126，127，128）

4　二条の刻目突帯がめぐるもの（129，130，131，133，135）

5　二条の刻目突帯がめぐり、口唇部にも刻目をもつもの（132）

口縁Ⅱ類　L字口縁をもつもので3つに細分される。

1L字口縁以外に特徴の無いもの（138－145，148）

2　胴部に数条の突帯をもつもの（134，136）

3　胴部に数条の沈線をもつもの（137）

口縁Ⅲ類　中型一大型の嚢で2つに細分される。

1L字口縁で胴部に一条の突帯をもつもの（146，147，154）

2　頚部から大きく外傾する口縁をもち、胴部に一条の突帯をもつもの（152，153，156）

口縁Ⅳ類　頚部から大きく外傾する口縁をもつもので4つに細分される。

1突帯をもたないもの（150，168－176）

2　口唇部が上方にのびるいわゆるはねあがり口縁をもつもの（556）

3　胴部に一条の突帯がめぐるもの（157－158）

4　胴部に一条の刻目突帯がめぐるもの（159－167）

口縁Ⅴ類　頚部がくの字状に屈曲するもので5つ細分される。

1口縁部が最大径となるもの（177，178，180，181，182，187，188，189，19卜194，195，197，198，200，201）

2　口縁部、胴部の最大径がほぼ等しいもの（179，185，202）

3　最大径が胴部にあるもの（183，186，190，199，202）

4　器高と最大径がほぼ等しく、球形を呈する胴部に最大径をもつもの（203，205）

5　内面にヘラケズリ調整がみられ、胎土、焼成ともに他者と著しく異なるもの（207）

口縁Ⅵ類　二重口縁形を呈し、ロ縁部外面に数条の凹線がめぐるもの（206）

底部I類　底部と胴部の境が明瞭でないもので4つに細分される。

1球形に近い胴部をもち、最大径に比して小さな平底を呈するもの（199，204，223，228，230，240）

2　最大径に比して小さな平底を呈するもの（200，224，225，227）

3　胴部のたちあがりが急峻で平底を呈するもの（246，247）

4　わずかに上げ底を呈するもの（201，229）

底部Ⅱ類　底部と胴部の境が明瞭だが、外反しないもので2つに細分される。

1平底を呈するもの（192，208，209－213，215，244）

2　わずかに上げ底を呈するもの（217，236）
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底部Ⅲ類　底部が外反するもので3つに細分される。

1平底もしくはほぼ平底を呈するもの（214，216－220，222）

2　わずかに上げ底を呈するもの（221，226，231，233，243）

3　著しい上げ底を呈するもの（234，235，237－239，241－243，245）

なお249－251，254，255，261－263，265，555は小型の嚢形土器で、嚢の分類に準拠する。252，253，256－

259，264は小型の鉢形土器である。260は壷のⅥ類－1に分類される。

（2）壷（35－40図）

壷は口縁部I－Ⅵ類に、頚部をI～Ⅴ類に、底部をI～Ⅶ類に分類した。

口縁I類　鋤先状を呈するもので6つに細分される。

1口縁部が水平方向に短く直線的に延び、口唇部が肥厚しないもの（271，285）

2　口縁部が水平方向に延び、口唇部が肥厚したもの（289）

3　鋤先部分の上面が直線的で口唇部下端がたれぎみに発達するもの（268，269）

4　鋤先部分の上面、下面が外反しながら水平方向に延びるもの（275，276，278，279）

5　鋤先先端部分が独立した三角突帯となったもの（286－288）

6　口縁部がやや下方に延び、口唇部上端が発達したもの（281，283）

口縁Ⅱ類I類と形態は類似するが鋤先状にならないもので3つに細分される。

1口縁部下方の内面から独立した器壁が内側に延びるもの（272，280）

2　口縁部がほぼ水平方向に延びるもの（266，267，293，297，298）

3　口縁部がやや垂れ気味になるもの（290）

口縁Ⅲ類　口縁部が斜め上方に延びるもので6つに細分される。

1　口唇部がくぼむもの（294，296，306）

2　口唇部が発達したもの（295）

3　口唇部をほぼ平に仕上げたもの（299，300，301，303）

4　広口のもの（302）

5　口縁部が短く水平方向に屈曲するもの（304，305）

6　口縁部外面に刻み目突帯をめぐらせるもの（326，327）

口縁Ⅳ類　頚部がくの字に屈曲するもので6つに細分される。

1頚部内面の稜が明瞭で長胴なもの（307，311）

2　頚部内面の稜が明瞭で胴部が球形に近いもの（312，313）

3　頚部内面の稜が明瞭で短頸のもの（314，315，317）

4　頚部内面の稜が明瞭でなく比較的長頚のもの（308，309，310）

5　頚部内面の稜が明瞭でなく短頚のもの（318，319）

6　頚部内面の稜が明瞭でなく口縁部が外反するもの（316）

口縁Ⅴ類　複合口縁をもつもので6つに細分される。

1　口縁部に凹線を施すもの（320－324）

2　口縁部が内傾し口唇部が平なもの（328，329，331，334，338，344，346，347，350）

3　口縁部がほぼ直立するもの（333，339－342）

4　口唇部上端が発達したもの（330，355）

5　口縁部が外反しながらたちあがるもの（337，345，352）
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第31図　弥生～古墳時代土器実測図（4）
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6　口縁部が短く、内傾するもの（336，343，348，354）

口縁Ⅵ類　頚部が内傾するもので3つに細分される。

1　長頚で口縁部まで直線的なもの（356，357，359）

2　長頚で口縁部付近で外反するもの（358）
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3　短頚のもの（360）

頸部I類　頚部に一条の突帯をもつもの（363－366）

頚部Ⅱ類　頚部に一条の刻み目突帯をもつもの（362，368）

頚部Ⅲ類　頚部から胴部に数状の突帯をもつもの（369－372，374，375，376）

頚部Ⅳ類　頚部から胴部に数状の刻み目突帯をもつもの（373）

頸部類Ⅴ　頚部から胴部に数状の凹線を施すもの（377－380）

底部I類　丸底のもの（382，383，386，390，409，410，411，412，414）

底部Ⅲ類　胴部と底部の境に明瞭な段をもたない平底のもの（381，387，388，391，394，398，401，402，406）

底部Ⅲ類　胴部と底部の境に明瞭な段をもち丸底気味のもの（385）

底部Ⅳ類　胴部と底部の境に明瞭な段をもち平底のもの（384，392，393，396，397，399，400，403－404，407）
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第41図　弥生～古墳時代土器実測図（14）

底部Ⅴ類　胴部と底部の境に明瞭な段をもち上げ底になるもの（413，412）

底部Ⅵ類　底部が円盤状を呈するもの（395，415－417）

底部Ⅶ類　底部が外反するもの（418，419）

なお421－432，434－439は胴部片とおもわれるが、突帯、櫛措波状文、重弧文、鉦歯文、線刻などがみら

れる。

（3）高杯（41図）

高杯は杯部をI－Ⅱ類に、脚部をI～Ⅲ類に分類した。
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杯部I類　杯部に段をもつもので4つに細分する。

1口唇部を丸く仕上げたもの（441，444）

2　口唇部が肥厚し、平なもの（440，442，443）

3　口唇部が肥厚し、くぼむもの（445）

4　杯部の段に突帯がめぐるもの（447）

杯部Ⅱ類　口縁部が屈曲し内側に立ち上がるもの（466）

脚部I類　脚柱部の中央付近脚裾部が分離しないもの（448－450）

脚部Ⅱ類　脚柱部から裾部まで外反しながらひろがるもの（451，452，460）

脚部Ⅲ類　脚柱部から裾部が大きく屈曲するもので3つに細分する

1屈曲が緩やかなもの（459，445）
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2　屈曲が鋭いもの（457，458，461）

3　脚柱部がエンタシス状を呈するもの（462－464）

脚部Ⅳ類　脚部が直線的に裾部にむかうもの（465，469）

脚部Ⅴ類　脚部に円形や矢羽状の透かしをもち、裾部が肥厚したもの（467，468，557）

（4）器台（41図）

器台は出土が少なく、それぞれが一形式をなす。

（5）鉢（42図）

鉢は注ぎ口をもつもの（474）や高杯の杯部に類似したもの（485，488）、脚台を持つもの（489）など多種

多様であり、形態でくくることが難しいのでここでは分類しない。

（6）小型器種（43図）

小型器種でも手捏土器や葉形、壷形、鉢形、いわゆる小型丸底壷など多様なものがみられ、形態ごとにく

くることは難しいため、ここでは分類しない。
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第16表　弥生～古墳時代土器観察表（1）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

28 12 1
聾

（口縁 ）
Ⅲ ，E P－2 6 ナデ ナデ ・刻 目突帯 浅黄 橙 橙 良好 1m m程 の砂 粒 を含 む

28 1 22
嚢

（口縁 一 胴 部）
Ⅳ ，東 ミツ下 ナデ ・指 押 さえ ナ デ ・刻 目突 帯 にぷ い 橙 にぷ い橙 ク 4m m以 下 の砂 粒 を含 む ス ス付 着

28 1 23
襲

（口 縁 一胴 部）
Ⅲ－12 2 0 不明 ナ デ ・パ ケ 目 ・刻 目突帯 明赤 褐 にぷ い赤褐 ク 3mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む スス付 着

28 1 2 4
嚢

（口縁 一胴 部）
Ⅳ ナ デ ・指押 さえ ナ デ ・突帯 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 2 ．5m m以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 2 5
聾

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ ，Ⅲ ナ デ ナ デ ・口唇部 刻 目 ・突 帯 にぷ い橙 にぷ い橙 〃 1m m以下 の砂 粒 を含 む

28 12 6
襲

（口縁 一胴 部 ）
V ，I －11 0 6 ナ デ

ナデ ・口唇部 刻 目

刻 目突帯
橙 橙　 ＿ ク

9m mの粒 、 3．5m 以 下 の砂 粒 を

含 む

28 12 7
嚢

（ロ縁 一 胴部 ）
Ⅴ ，I －11 0 8 ナデ ナデ ・パ ケ 目 ・刻 日突 帯 橙

褐

にぷ い橙
〃 3m m以 下 の砂粒 を含 む

28 12 8

轟

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ－62 9 ナデ ・工 具 に よ るナ デ ナ デ ・パ ケ 目 ・刻 目突帯 明赤 褐 にぷ い 赤褐 ク 2m 以 下 の砂 粒 を少 し含 む

28 1 29
嚢

（口縁 一胴部 ）
Ⅳ ナデ ナ デ ・2 条 刻 日突 帯 に ぷい 橙 浅橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 30
賓

（口 緑 一胴 部）
Ⅳ パ ケ 目 ナ デ ・2 条 刻 目突 帯

浅黄 橙

明褐 灰

浅黄 橙

明褐 灰
ク 0．5m m以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 3 1
襲

（。 縁 一胴 部）
Ⅲ－49 2 ナ デ ・パ ケ 目

ナ デ ・パ ケ 目

2 条刻 日突帯
橙

橙

黄 橙
ク 5m 以下 の砂 粒 を少 し含 む

（内 ）黒斑

スス付 着

28 1 3 2
し　　 賓

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ ナ デ ．

ナ デ ・口 唇部 刻 目

2 条刻 目突帯
にぷ い橙 にぷ い橙 ク 2 ．5mm以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 3 3
襲

（ロ縁 一胴 部 ）
Ⅲ－34 3 ナ デ ナデ ・2 条刻 目突帯 浅 黄橙 浅 橙 ク 2m m以 下の 砂粒 を含 む

28 13 4
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ ，I －15 0 ナ デ 2 条 突帯 黄 橙 黄 橙 ク 2m m以 下 の砂粒 を含 む

28 13 5
襲

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ－48 4 ナデ ナデ ・2 条 刻 目突 帯 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 1．5m m以下 の砂 粒 を含 む

28 13 6
聾

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ，I D D ナデ ナデ ・パ ケ 日 橙

明褐

黄橙
ク 2m m以 下 の砂 粒 を含 む

28

2 8

1 37
襲

（ロ縁 一胴部 ）
Ⅳ ，I D D －17 パ ケ 目

パ ケ 日

4 条 の 櫛描 平 行文
浅黄 橙

浅黄 橙

にぷ い 橙
ク 0．5 －3mm の砂 粒 を含 む

138
嚢

（口 縁 一胴 部）
V ，I ナ デ ナ デ

橙

に ぷ い橙
黄橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 3 9
賓

（口 縁 一胴 部）
V ，I ナ デ ナ デ 橙 ・ 橙 ク 0．5－2m の粒 を含 む

28 1 4 0
嚢

（口縁 一胴 部 ）
V ，I －57 5 ナ デ ナ デ ・パ ケ 目

浅 黄橙

にぷ い黄 橙

浅 黄橙

淡 赤橙
ク 0 ．5－2m mの砂 粒 を多 く含 む

28 1 4 1
賓

（ロ縁 一 胴部 ） － ナ デ ナ デ
浅 黄橙

褐 灰

浅 黄橙

にぷ い褐
ク 0 ．5－2m mの砂 粒 を多 く含 む スス 付着

28 14 2
聾

（ロ縁 一 胴部 ）
Ⅲ－89 5 ナデ ・パ ケ 目 ・指押 さえ ナデ ・パ ケ 目 にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 ク 2m m以 下の 砂粒 を含 む ス ス付 着

28 14 3
襲

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ，I D D －2 4 ナデ ナデ ・指 押 さえ

にい ぷ い褐

にぷ い橙

にぷ い橙

にぷ い褐
ク 3m m以 下 の砂粒 を含 む

28 14 4
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナデ ナ デ 褐 灰

灰

橙
ク 1．5m 以下 の 砂粒 を多 く含 む

28 14 5
嚢

（口琴 ）
Ⅲ－95 4 ナ デ ナ デ

浅黄 橙

灰 自

浅黄 橙

褐灰
〃 1m m以 下 の砂 粒 を含 む ス ス付 着

28 1 4 6
襲

（口 縁 一胴 部）
V ，I ナ デ ナ デ ・突帯 灰 白 浅黄 橙 ク 3mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

28 1 4 7
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ ナ デ 突帯 ・指押 さえ にぷい 黄橙 浅 黄橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

28 1 4 8
聾

（口縁 一 胴部 ）
V ，I ナ デ ・工 具 に よる ナデ ナ デ

にぷ い橙

淡 橙
淡 橙 ク 1m m以下 の砂 粒 を多 く含 む スス 付着

28 14 9
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナデ ・指 押 さ え ナデ 橙

にぷ い橙

にぷ い褐
ク 2m m以下 の砂 粒 を多 く含 む スス 付 着

28 15 0
聾

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ ，SK ・D ナデ ・工 具 に よ るナ デ ナデ ・パ ケ 目 橙

橙

灰 褐
一ケ 3m m以 下 の砂粒 を含 む スス 付 着

28 1 5 1
嚢

（口縁 ）
V ，表 採 ナ デ ナ デ 橙 浅黄 橙 ク 2m 以 下 の砂粒 を含 む

28 1 52
嚢

（口 縁 一胴 部）
V ，表採 工具 に よるナ デ ・ナ デ ナ デ 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 2m 以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 5 3
嚢

（口縁 一胴 部）
Ⅲ－12 3 5 ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ ・突帯

明褐 灰

浅黄 橙
浅黄 橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を含 む

28 1 5 4
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅱ－B トレ外 ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ ・突帯

灰 白

にぷ い橙

灰 白

浅 黄橙
．ク 1．5m 以 下 の砂粒 を含 む

28 1 5 5
嚢

（口縁 ）
Ⅳ ナ デ ナ デ 橙 橙 〃 0．5－3mm の砂 粒 を多 く含 む

28 1 5 6
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ 工 具 に よる ナ デ ナデ ・工 具 に よる ナデ 灰 黄

浅 黄橙

灰 黄褐
ク 2mm 以下 の砂 粒 を多 く含 む

28 15 7
嚢

（口縁 一 胴部 ）
V ，Ⅲ ナデ ナデ ・パ ケ 目 ・突帯

浅 黄橙

黄 橙

黄 橙

浅 黄橙
〃 2m m以下 の砂 粒 を含 む スス 付着

－58－



第17表　弥生～古墳時代土器観察表（2）

図面

番号

遺物

番号
券　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

28 1 58
嚢

（ロ縁 一 胴部 ）
Ⅴ ナデ ナデ ・突 帯 にぷ い橙 橙 良好 2m m以 下 の砂 粒 を含 む

29 15 9
襲

（口縁 一 胴部 ）

Ⅲ－90 9，9 1 1
9 1 2，9 2 2
中 ミツ下

ナデ ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目 ・刻 目突 帯 橙
橙

黒褐
〃 3m 以 下 の砂粒 を多 く含 む

刻目に木目庄痕

ス ス付 着

29 16 0
嚢

（口縁 一 底部 ）
Ⅲ－42 2，4 2 3 パ ケ 目 刻 目突帯 ・ナ デ ・パ ケ 目 橙 浅黄 橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を含 む

炭 化物

ス ス付 着

29 16 1
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ－99 8 ナデ ・パ ケ 目 ナデ ・指 ナ デ ・刻 目突 帯 浅 黄 橙

黒 褐

浅 黄 橙 ク 3m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む
刻目に木目庄痕

ス ス付 着

29 16 2
嚢

（口緑 一 胴部 ）
Ⅲ－92 5 ナデ ・パ ケ 日 ナデ ・パ ケ 目 ・刻 目突 帯 橙 にぷ い橙 ク 1－2 ．5m 以 下の砂 粒 を多く含 む ス ス付 着

29 16 3
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ－SE W ナデ ナデ ・刻 目突帯 淡 橙 にぷ い黄 橙 ク 1－ 2mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

29 16 4
棄

（口縁 一 胴部 ）
Ⅱ ，東拡 下 ナデ ？ ・パ ケ 目 ナデ ・刻 目突帯

にぷ い黄

浅 黄 橙
にぷ い橙 ク 1－ 3m 以 下 の砂 粒 を少 し含 む

29 16 5
嚢

（口縁 一 胴部 ）
V ，Ⅱ ナ デ ナデ ・刻 目突帯 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク 3m m以下 の 砂粒 を含 む

29 1 6 6
嚢

（口縁 ～胴 部 ）
Ⅲ－117 0 ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ ・刻 目突 帯

浅 黄橙

橙
浅 黄橙 ク

3m 以 下 の 砂 粒 を 多 く含 み、

1 ．5m 以 下 の砂 粒 を含 む

刻 目 に

布 目庄 痕

29 16 7
．襲

（口縁 一底 部 ）
Ⅴ－Ⅱ ナ デ ・指 お さえ パ ケ 目 ・ナ デ 浅 黄橙 にぷ い黄 橙 〃 1 ．5mm以 下 の砂 粒 を少 し含 む ス ス付 着

29 1 6 8
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅲ－15 0 ナ デ ？ パ ケ 目 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 4m 以下 の 砂粒 を多 く含 む ス ス付 着

29 1 6 9
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ －SE W ナ デ 刻 目突 帯 ・ナデ ・パ ケ 目

にぷ い黄 橙

浅 黄橙

にぷ い橙

にぷ い褐
〃 2－0 ．5m mの砂 粒 を含 む

29 1 7 0
嚢

（口縁 一胴 部）
Ⅱ－39 7 ナ デ ナ テざ・パ ケ 目 にぷ い橙 にぷ い橙 〃 1．5－3m 以下 の砂 粒 を含 む

指紋 及 び
組 織 痕
スス 付着

29 1 7 1
聾

（口 縁 一胴 部）
Ⅲ－34 5 ナ デ ナ デ

に ぷ い橙

浅 黄橙
浅黄 橙 〃 2m 以 下 の砂 粒 を含 む スス付 着

29 1 7 2
嚢

（口 縁 一胴 部）
Ⅲ－E ナ デ ナ デ

浅黄 橙

灰

浅黄 橙

灰
ク 2m m以 下 の砂 粒 を含 む

29 1 73
襲

（口 縁 一頚 部）
Ⅲ －91 9 ナ デ ナ デ ・指 お さえ 浅黄 橙 浅黄 橙 〃 1m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む

29 1 74
喪

（口縁 一頸 部）
Ⅳ ナデ ・パ ケ 目 ナ デ ・パ ケ 目 浅黄 橙 にぷ い橙 ク 0 ．5－ 2．5m m以 下 の砂粒 を含 む

炭 化物 付 着

ス ス付 着

29 1 75
嚢

（口縁 一胴部 ）

Ⅲ－E

東 中 ミツ 下
ナデ ・パ ケ 目 ナデ にぷ い 黄橙 にぷ い 黄橙 ク 1m m以 下 の砂粒 を含 む ス ス付 着

29 17 6
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ－12 3 6 ナデ ナデ ・パ ケ 日 にぷ い 黄橙 にぷ い 黄橙 ク 1－2m 以下 の砂 粒 を含 む ス ス付 着

30 17 7
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナデ ナデ 橙

灰 黄 褐

黄 褐
ク 3 －5mm 以下 の砂 粒 を多 く含 む

30 17 8
嚢

（口縁 一 胴部 ）
V ，Ⅲ ナデ ナデ

褐 灰

浅黄 橙

黒 褐

浅 黄 橙
〃 3m 以 下 の砂粒 を多 く含 む ス ス付 着

30 1 7 9
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナデ ナデ 橙 橙 〃 5m m以 下の 砂粒 を含 む ス ス付 着

30 18 0
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナデ ナデ 橙 橙 〃 4m 以 下の 砂粒 を含 む ス ス付 着

30 18 1
嚢

（口縁 一胴 部 ）
V ，Ⅲ ナ デ ナデ ・パ ケ 目 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 4m 以 下の 砂粒 を多 く含 む

30 1 8 2
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ 指 お さえ ・ナデ ナ デ 橙

黄 橙

明 褐灰
ク 5m 以下 の砂 粒 を多 く含 む

30 1 8 3
襲

（口縁 一胴 部 ）
Ⅳ ナ デ ナ デ 橙

にぷ い橙

橙 ク 3．5m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む スス 付着

30 1 8 4
嚢

（口縁 一胴 部 ）
Ⅲ－45 0 ナ デ ナ デ 橙

橙

褐灰
ク 5m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む スス 付着

30 1 8 5
襲

（口縁 一胴 部）
Ⅳ ナ デ ナ デ 浅 黄橙 にぷ い黄橙 ク 4mm以 下 の砂 粒 を含 む スス 付着

30 1 8 6
嚢

（口縁 一胴 部）

V ，Ⅱ

Ⅲ層 －11 8
パ ケ 目 ・ナ デ ハ ヶ月 ・ナ デ

にぷ い橙

橙

極 暗

赤褐 ク 5mm以 下 の砂 粒 を含 む スス付 着

30 1 8 7
嚢

（口縁 一胴 部）
Ⅱ－55 不 明 ナ デ ・タタ キ 橙 浅黄 橙 ク 4m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

30 1 8 8
嚢

（口縁 一胴 部）
Ⅲ ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ 橙 浅黄 橙 〃 4m 以 下 の砂 粒 を含 む

30 1 8 9
嚢

（口縁 一胴 部）

Ⅴ
Ⅱ，Ⅱ層
Ⅱ，E S E

ナ デ タタ キ
浅黄 橙

橙
に ぷい 橙 ク 4m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

31 1 9 0
聾

（口縁 一底 部）
Ⅲ パ ケ 日 ・ナデ タタキ ・パ ケ 目 橙 橙 ク 4m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

異 変

ス ス付 着

31 1 9 1
喪

（口縁 一胴 部）

Ⅲ 11 2 5
11 2 9
1 1 3 8

不 明 パ ケ 目 ・ナデ 橙 黄橙 ク 5m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

31 1 9 2
嚢

（口 縁 一底 部）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 パ ケ 目 ナ．デ 橙 橙 〃 4m m以 下 の砂粒 を多 く含 む 黒 変

31 1 93
嚢

（口縁 一胴部 ）
Ⅳ ナデ ナ デ 浅黄 橙

橙

浅黄 橙 〃 4m 以 下 の砂粒 を多 く含 む
異 変

ス ス付 着

31 1 94
嚢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナデ ・パ ケ 日 パケ 目 ・ナ デ 褐 灰 浅黄 橙 ク 2m m以 下 の砂粒 を少 し含 む ス ス付 着

ー59－



第18表　弥生～古墳時代土器観察表（3）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　 一考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

3 1 19 5
襲

（口縁 一 胴部 ）
Ⅳ ナ デ ナデ 浅 黄 橙 浅黄 良好 3m m以 下 の砂粒 を含 む ス ス付 着

31 19 6
嚢

（頚 部 一底 部 ）
Ⅲ一109 8 パ ケ 目 ナデ

褐 灰

にぷ い 黄橙

橙
にぷ い橙
褐 灰

〃 5m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

31 19 7
嚢

（口縁 一 胴部 ）

Ⅲ 11 12

1 1 27
パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 5m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

32 19 8
嚢

（口縁 一 底部 ）
Ⅲ 10 9 5 ナデ ・パケ 目 ・指 押 さ え

パ ケ 目 ・平 行 タ タキ

ナ デ
にぷ い 橙

黄橙

橙 ・灰 褐
ク 1－4m mの砂 粒 を 多 く含 む ス ス付 着

32 19 9
嚢

（口縁 一 底 部）
Ⅳ ナ デ ナ デ

橙

に ぷい 橙

橙

に ぷ い橙
ク 4m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

32 20 0
嚢

（ロ縁 一 底 部）
Ⅲ－11 3 9 パ ケ 目 ・指 お さ え タ タキ 橙 橙 ク 6m 以 下 の砂 粒 を含 む 黒 斑

32 2 0 1
襲

（完 形 ）
Ⅱ　B トレ ナ デ ・パ ケ 目 不 明

橙

灰 自

黄橙

灰 自
ク 3mm 以下 の砂 粒 を多 く含 む

32 2 02
襲

（口縁 一胴 部）
Ⅳ ナ デ ・指 ナデ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 4m m以下 の砂 粒 を含 む スス 付着

32 2 03
嚢

（口 縁 一胴 部）
V ，Ⅲ ナ デ パ ケ 目 ・ミガキ 灰 自

浅 黄橙

淡 橙
ク 1m m以下 の砂 粒 を含 む

20 3 と20 4 は

同一 個体

32 2 04
聾

（口 縁 一底 部）
V ，Ⅲ ナ デ パ ケ 目 ・ミガキ 灰 白

浅 黄橙

淡 橙
〃 1m m以下 の砂 粒 を含 む

32 ・2 0 5
聾

（口緑 一胴 部 ）
V ，Ⅲ 不 明 ナ デ 灰 黄褐 浅 黄橙 ク 3m m以下 の 砂粒 を含 む

32 2 0 6
嚢

（ロ縁 一胴 部 ）
Ⅲ ナ デ パ ケ 目

褐 色

赤 変

褐 色

赤 変
堅 い 1m 以 下の 砂粒 を含 む ス ス付 着

32 2 0 7
聾

（ロ縁 一胴 部 ）

Ⅲ　W S E 3

Ⅲ－115 1
パ ケ 目 ・ケ ズ リ ナテざ・パ ケ 日 暗 赤褐 明赤 褐 良好 5m m以 下 の砂粒 を多 く含 む 黒斑

33 2 0 8
嚢

（胴 部 一底 部 ）
Ⅳ　 SH ナ デ ・ミガ キ ナデ ・ミガ キ

黄 橙

橙 ・灰

浅黄 橙

褐 灰 ・橙
ノシ 1．5m m以下 の砂 粒 を多 く含 む 黒斑

33 2 0 9
襲

（胴 部 一底 部 ）
Ⅴ ，Ⅲ ナ テざ・工 具 に よる ナデ ナテざ・パ ケ 目

黒 褐

にぷ い橙
浅黄 橙 ク 4m m以 下 の砂粒 を多 く含 む 黒斑

33 2 1 0
聾

（底 部）
Ⅲ　 Ⅱ層 ヘ ラ状 工 具 不 碗 褐 灰 黄橙 〃 2m 以 下 の砂粒 を含 む

33 2 1 1
襲

（底 部）
Ⅲ－28 3 ナデ ナデ にぷ い橙 橙 〃

1m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む。

粒子 も多 く含 む
黒 色物 付 着

33 2 1 2
嚢

（底 部）
V ，I S C ナデ ナデ ・指 お さえ 黒 橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

33 2 1 3
嚢

（底 部）
V ，I 剥 落 ナ デ 浅黄 橙 ク 1．5m 以 下 の砂粒 を多 く含 む

33 2 14
聾

（底 部）
Ⅳ 不 明 ナ デ 褐灰 橙 ク 2m 以 下 の砂 粒 を含 む

33 2 15
襲

（胴部 一 底部 ）
Ⅳ ナデ ・工 具 に よ るナ デ ナ デ ・工 具 によ るナ デ に ぷい 橙

橙

に ぷ い橙
ク 5mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

33 2 16
嚢

（胴部 一 底部 ）
V ，Ⅲ パ ケ 目 タ タキ

褐灰

に ぷい 橙

浅黄 橙

灰 白
ク 4mm以 下 の砂 粒 を含 む

33 2 17
襲

（胴 部 一底 部）
V ，I －114 ナ デ ナ デ 浅黄 浅 黄橙 〃

4－5m mの小 礫 と1－3m mの砂 粒

を多 く含 む

33 2 18
嚢

（胴 部 一底 部）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 パ ケ 目 ナ デ ・指 お さえ 浅 黄橙

にぷ い橙

橙
ク 3mm 以下 の砂 粒 を含 む 黒 変

33 2 1 9
嚢

（胴 部 一底 部）
V ，Ⅲ ナ デ ナ デ ・指 お さえ 褐 灰 橙 ク 7m m以下 の砂 粒 を含 む 黒 斑

33 2 20
嚢

（胴 部 一底 部）
Ⅳ ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ にぷ い橙 淡 橙 ク 4m m以下 の砂 粒 を含 む

33 2 2 1
喪

（胴 部 一底 部）
Ⅳ ，ⅣSH ナ デ ナ デ ・工 具 に よる ナデ 浅 黄橙 にぷ い橙 一ケ 3m m以下 の 砂粒 を含 む

33 2 2 2
嚢

（胴 部 一底 部 ）
V ，I －11 3 9 ハ ケ 目 パ ケ 目 ・指押 さえ

浅 黄橙

褐 灰
浅 黄橙 ク

1 －3m mの 砂 粒 と4m 程 の小 礫

を含 む

33 2 2 3
嚢

（胴 部 一底 部 ）
V ，I －19 7 2 ナ デ ナ デ

褐 灰

灰 白
浅 黄 橙 ク 1．5m 以下 の砂 粒 を含 む

33 2 2 4
襲

（底 部）
Ⅲ－11 69 ナ デ 指 ナ デ 灰 褐 橙 ク 3m m以 下 の砂粒 を含 む

33 2 2 5
襲

（底 部 ）
V ，I ナデ ナデ

灰 自

責 灰
浅黄 橙 ク 2m m以 下 の砂 粒 を含 む 炭化 物 付着

33 2 2 6
聾

（胴部 一 底部 ）
Ⅲ一47 2 ナデ ナデ ・パケ 目

褐 灰

灰 黄
浅黄 橙 〃 0 ．5－ 2mm の砂粒 を多 く含 む

33 22 7
襲

（胴部 一 底部 ）
V ，I －176 2 パ ケ 目 パケ 目 橙 橙 ク 3m m以 下 の砂 粒 を含 む

33 22 8
聾

（底 部 ）

V ，Ⅱ

Ⅲ層 －1
ナ デ ナ デ ・パ ケ 目 橙 橙 〃

3－5m mの砂 粒 を含 む

2m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む
黒 色物 付 着

33 22 9
聾

（胴 部 一底 部）
Ⅳ ナ デ ナ デ 橙 浅黄 橙 ．ケ 2m m以 下 の粒 を含 む

33 2 30
ミニチ ュア

襲 （底 部 ）
I ナ デ ナ デ 浅黄 橙 黄橙 〃 1－2 ．5m m以下 の砂 粒 を含 む

33 2 3 1
襲

（胴 部 一底 部）
Ⅲ ナ デ ナ デ に ぷ い橙 にぷ い黄橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を含 む

－60－



第19表　弥生～古墳時代土器観察表（4）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

33 2 3 2
襲

（胴 部 一底 部）
Ⅲ ナ デ ナ デ ・指 お さえ 黒 に ぷい 橙 良好 4m m以 下 の砂 粒 を含 む 黒 斑

33 2 3 3
嚢

（胴 部 一底 部）
V ，Ⅱ　 Ⅱ層 ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ ・指押 さえ 橙

橙
にぷ い 橙
明褐 灰

一ク
7m m以 下 の粒 、 1．5m 以 下の 砂

粒 を含 む
ス ス付 着

33 2 34
嚢

（胴部 一 底部 ）

V ，Ⅱ

Ⅲ層 －93
不 明 ナ デ ・パ ケ 日 黄橙

にぷ い 橙

浅黄 橙
〃 1－4m m以下 の砂 粒 を多 く含 む ス ス付 着

33 2 35
嚢

（底 部 ）

V ，Ⅱ

S H l
ナデ ナデ ・工 具 にぷ い橙

にぷ い橙

褐 灰
ク

2m m程 度 の砂 粒 を多 く含 む 。

1．5m m程度 の 粒 を含 む

33 23 6
嚢

（胴部 一 底部 ）
V ，I ナデ ナデ 褐 灰 橙 ク 0．5－4m m の砂粒 を多 く含 む

34 23 7
襲

（胴部 一 底部 ）
Ⅱ－30 2 ナデ 工 具 の ナデ ・ナデ 黄 橙 浅 黄 橙 〃 3m m以 下 の砂 粒 を含 む

34 2 3 8
嚢

（胴 部 一底 部 ）
V ，Ⅲ ナデ ナデ 橙 橙 ク 4m m以 下の 砂粒 を多 く含 む

34 2 3 9
聾

（胴 部 一底 部 ）
Ⅲ－12 18 工 具 のナ デ 工 具 の ナデ ・指 頭 痕 浅 黄橙 浅 黄橙 ク

3m 以 下の 砂粒 を多 く含 む

4m 以下 の 小礫 を少 し含 む

34 2 4 0
嚢

（胴 部 一底 部 ）
Ⅲ 板状 工 具 の ナデ タ タキ

橙

黄 灰
橙 ク 5m m以下 の砂 粒 を含 む

34 2 4 1
嚢

（胴 部 一底 部 ）
V ，表採 ナ デ ナ デ ・指 お さ え 灰 白

黄橙

浅 黄橙
ク

4m 以下 の粒 を含 む

微 細粒 を少 し含 む

34 2 4 2
嚢

（胴 部 一底 部）
V　SC ナ デ パ ケ 目 ・ナ デ 褐 灰

橙

灰 自
ノシ 3m m以下 の砂 粒 を含 む ス ス付着

34 2 4 3
賓

（胴 部 一底 部）
V ，Ⅲ パ ケ 目 ・ナデ ナ デ ・指 お さえ

浅 黄橙

橙

褐灰 ・橙

浅 黄橙
ク

3mm 以下 の粒 を含 む

微細 粒 を少 し含 む

34 2 44
嚢

（胴 部 一底 部）
V ，Ⅲ 棒 状 工 具 ナデ タタキ に ぷい 橙 に ぷい 橙 〃 3mm以 下 の砂 粒 を含 む

34 24 5
襲

（胴 部 一底 部）
Ⅴ パ ケ 目 ・ナ デ ・指 お さ え パ ケ 目 ・ナデ にぷ い橙 にぷ い橙 一ク 4m m以 下 の砂 粒 を含 む

34 24 6
嚢

（胴部 一 底部 ）
Ⅲ－92 1 ナデ ナデ 浅黄 橙 浅 黄 橙 〃 1m m以 下 の粒 を含 む 異 変

34 24 7
嚢

（底 部）
V ，I 不 明 不 明 橙 黄 橙 ク 2・－3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

34 2 4 8
聾

（底 部）
Ⅳ ナデ ナデ 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 2m m以下 の 砂粒 を含 む

34 2 4 9
嚢

（口縁 一胴 部 ）
V ，Ⅲ パ ケ 日 ・ナ デ パ ケ 目 ・ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 3m m以下 の砂 粒 を少 し含 む 黒変

34 2 5 0
聾

（ロ縁 一胴 部 ）
V ，Ⅱ－30 1 パ ケ 目 ・ナ デ ナ デ 橙 橙 ク 3m 以下 の砂 粒 を含 む ス ス付 着

34 2 5 1
聾

（口縁 一胴 部 ）
V ，Ⅱ，Ⅱ層 ナ デ ・指 お さえ 工 具 のナ デ ・指 お さ え 橙 橙 〃 3mm以 下 の砂 粒 を含 む 黒 斑

34 2 5 2
襲

（口縁 ）
V ，I ナ デ 櫛描 波 状 文 ・ナ デ 橙 橙 ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

34 2 5 3
嚢

（口縁 ）
Ⅲ，E P－1 5 ナ デ ・ミガキ ミガ キ 橙 橙 〃 1m 以 下 の砂 粒 を含 む

34 2 54
嚢

（口 縁 一底 部）
Ⅱ，東 拡 下 ナ デ ナ デ 橙 橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

34 2 5 5
嚢

（口縁 一 胴部 ）
V ，Ⅱ－315 ナデ ・パ ケ 目 ナ デ 橙 橙 〃 5m m以 下 の砂粒 を含 む ス ス付 着

34 2 56
棄

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ ，E ナデ 沈線 ・ナ デ ・ミガキ にぷ い橙 にぷ い橙 ク 2m m以 下 の砂粒 を含 む

34 25 7
嚢

（口縁 一 頚部 ）
Ⅲ ，E ミツ下 ナデ 沈 線 ・ナデ 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 2m m以 下の 砂粒 を含 む

34 25 8
嚢

（口縁）
Ⅴ ，Ⅲ パ ケ 日 ナデ ・パ ケ 日 橙 橙 ク 微 細砂 粒 を含 む

34 2 5 9
襲

（口 縁）
I ナ デ 櫛 措波 状 文 ・ナデ 橙 橙 ・明褐 灰 〃 きめ細 い

34 2 6 0
嚢

（口縁 ）
V ，Ⅲ ナ デ 櫛 措波 状 文 ・ナデ 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 1mm 以下 の砂 粒 を多 く含 む

34 2 6 1
襲

（底部 ）
Ⅲ－11 10 ナ デ ナ デ 橙 橙 ク

5．8m m以 下 の粒 を含 む

2m 以下 の砂 粒 を含 む

34 2 6 2
嚢

（胴 部 一底 部 ）
V ，Ⅲ 不 明 不 明 ・（底）ナデ 赤灰 橙 〃 4m 以 下 の砂 粒 を含 む

34 2 6 3
嚢

（胴 部 一底 部 ）
V ，Ⅱ ナ デ ・指 お さえ 指 ナ デ にぷ い橙 にぷ い橙 ク 3mm以 下 の砂 粒 を含 む

34 2 6 4
嚢

（口縁 ）
V ，表採 ナ デ 櫛措 波 状 文 ・ミガ キ 黄橙 黄橙 ク 1．5m m以 下 の砂粒 を含 む

34 2 6 5
嚢

（口 縁 一胴 部）
Ⅱ，東 拡 下 ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ ・＿工具 の ナ デ 橙 橙 〃 5m 以 下 の砂 粒 を含 む ス ス付 着

35 2 6 6
・＝Lr竺E

（口縁 ）
Ⅳ ナ デ ナ デ

にぷ い 橙

灰 褐
にぷ い橙 ク 0．5m 以 下の 砂粒 を含 む

目線 部 に

円 形 浮文

35 2 67
・＝巳．∃互

（口縁 ）
V ，I ナ デ ナ デ ・指 押 さえ 橙 にぷ い橙 ク 2m m以 下 の砂 粒 を含 む

口 縁部 に

円 形 浮文

35 2 68
・＝ヒ互E

（口縁 ）
Ⅲ ナデ ナデ にぷ い橙 橙 ク 6m 以 下 の砂粒 を含 む

口 縁部 に

円 形浮 文

－61－



第20表　弥生～古墳時代土器観察表（5）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 券 面

35 26 9
＝土こ．竺E

（口縁 ）
Ⅱ，A トレー78 ナデ ナ デ 淡橙 浅黄 橙 良好 2mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

口 縁部 に
円 形 浮文
黒 斑

35 27 0
士互E

（口縁 ）
Ⅲ ，W SE 3 、他 ナ デ

竹管 列 点文 （口 唇部 ）

ナ デ ・パ ケ 目
明赤 褐 にぷ い赤褐 ．ク

2－ 3mm の砂 粒 を少 し と1mm以

下 の砂 粒 を多 く含 む

口縁 部 に
円形 浮文
施 朱

35 2 7 1
・＝ヒ宣E

（口縁 ）
V ，I －730 ナ デ ナ デ

浅 黄橙

橙 ・黄 灰
橙 ク 2m 以下 の砂 粒 を多 く含 む

ロ縁 部 に

円形 浮文

35 2 7 2
士宝E

（口縁 ）
V ，表採 ナ デ ナ デ

橙

灰 白

橙

灰 自
ク 1mm以下 の砂 粒 を含 む

口縁 部 に

円形 浮 文

35 2 7 3
－＝と．璽E

（口縁 ）
V ，Ⅱ ナ デ ナデ 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク 1mm以 下 の砂粒 を含 む

35 2 7 4
－＝ヒ．竺E

（ロ 縁）
V ，I ナ デ ナデ にぷ い橙 灰 自 〃 2mm以 下 の砂粒 を含 む 黒斑

35 2 7 5
士冨互

（口縁）
V ，I ナデ ナ デ

黒

にぷ い 橙

橙

に ぷい 橙
ク 3m 以 下 の砂 粒 を含 む 円 形浮 文 の

剥 離痕

35 27 6
－＝ヒ璽E

（口縁 ）
Ⅲ ，W 落C ナデ ナ デ ・刻 み （口唇 部 ） に ぷい 橙 に ぷい 橙 ク 1cm以 下 の粒 を含 む

口縁部 に

円形 浮文

35 2 77
士：弓互

（口縁 ）
V ，Ⅱ ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 1．5m m以 下 の砂 粒 を含 む

35 2 7 8
士互E

（ロ縁 ）
Ⅲ，116 0 ナ デ ナ デ

橙

淡 橙
浅 黄橙 ク

2．5m 以下 の砂 粒 と高 師 小 僧

を含 む

ロ縁 部 に

円形 浮文

35 2 7 9
・＝ヒ互E

（口縁 ）
Ⅲ，352 ナ デ ナ デ

灰 黄褐

橙
淡 橙 ク

5mm大 の粒 と1mm以 下の 砂粒 を

少 し含 む

35 2 8 0
・＝ヒ互E

（口縁 ）
Ⅲ ナ デ ナ デ ・パ ケ 目

明 黄褐

灰 褐

浅 黄橙
にぷ い橙
褐 灰

ク 2m 以 下の 砂粒 を含 む

35 2 8 1
・＝ヒ璽E

（ロ縁 ）
V ，Ⅲ ナ デ

沈 線 （口唇 部）

ナデ
黄 橙 黄 橙 ク 1 ．5m m以下 の砂 粒 を含 む

35 2 8 2
・＝ヒ宣E

（口 縁）
V ，I ナデ ナデ にぷ い橙

褐 灰

にぷ い橙
ク 2mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

35 2 8 3
・＝ヒ璽E

（口緑 ）
Ⅲ－294 ナデ

刻 み （口唇 部 ）

ナデ
浅黄 色 浅黄 色 ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

35 28 4
－ニヒ竺E

（口縁 ）
Ⅳ ナデ ナ デ 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

35 28 5
・＝上ご．冨E

（口縁 ）
V ，I ナ デ ナ デ 橙

橙

暗赤 灰
ク 3mm以 下 の粒 を含 む

口縁 部 に

円形 浮文

35 2 86
士冨E

（口縁 ）
Ⅱ，東 拡 下 ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 1m 以下 の砂 粒 を含 む

35 2 8 7
士宣E

（ロ縁 ）
Ⅲ－114 1 ナ デ

刻 み （口 唇部 ）

ナ デ
浅 黄橙 浅 黄橙 ク 微 細粒 を含 む

35 2 8 8
・ここと．宣E

（ロ 縁）
Ⅲ－256 ナ デ 不 明 黄 橙 浅 黄橙 ク 3m 以下 の 砂粒 を多 く含 む

35 2 8 9
・＝ヒr璽E

（口 縁）
Ⅲ－558 ナ テざ・パ ケ 目

刻 み （口唇 部）

ナデ ・パ ケ 目
にぷ い赤 褐 明赤 褐 ク 3m 以 下の 砂粒 を少 し含 む

口縁 部 に

円形 浮 文

35 2 9 0
士互E

（口縁 ）
V ，Ⅱ ナデ ナデ 橙

橙

にぷ い橙
〃 2mm以 下 の砂粒 を含 む

35 2 9 1
・＝と．互E

（口縁 ）

Ⅲ

A トレー175
ナデ

半 裁 竹管 文 （口唇 部 ）

パ ケ 目 ・ナデ
橙 橙 〃

7m 大 の粒 、 1mm以 下 の砂 粒 を

少 し含 む

36 29 2
士互E

（口縁 ）
V ，I －714 パ ケ 目 ナ デ ． 浅黄 橙

淡橙

浅黄 橙
〃 0．5 －2．5m の 砂粒 を多 く含 む

36 2 93
士笠

（口縁 ）
V ，Ⅲ ナ デ ナ デ ・沈線 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を含 む

36 2 94
－＝巳．璽E

（ロ縁 ）
Ⅴ ，Ⅲ ナ デ ナ デ 褐灰 浅 黄橙 ク

3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 み 、

2mm 以下 の砂 粒 は 少 ない

36 2 9 5
・＝ヒ宣E

（口縁 ）
Ⅳ ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 ． ク 2m 以下 の砂 粒 を含 む

36 2 9 6
－＝ヒ．冨E

（口 縁）
V ，I ナ デ ナ デ 黄 橙 橙 ク

4mm以 下の 砂 粒 を多く含 み、1mm

以 下の砂 粒 をごくわず か含 む

36 2 9 7
・＝i＝．互E

（口緑 ）
V ，Ⅲ，．Ⅱ層 ナ デ

刻 み （口唇 部）

ナデ ・パ ケ 日
灰 白 浅黄 橙 〃 1mm以 下 の砂粒 を含 む

36 29 8
－＝ヒ雲互

（口縁 －頸部 ）
I －16 パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目

浅黄 橙

明黄 褐

浅黄 橙

黄橙
ク 1．5m 以下 の砂 粒 を含 む

36 2 99
・＝ヒ璽E

（口縁 ）

Ⅲ　 SK ，A

＋W 落
ナデ ナ デ 橙　 － 橙 ク 2m 以 下 の砂 粒 を含 む

36 3 0 0
・＝量コ．宣E

（口縁 ）
V ，I ナ デ ナ デ 橙 橙 〃 5mm以 下 の砂 粒 を含 む

36 3 0 1
士互E

（ロ縁 ）
Ⅲ－352 ナ デ ナ デ

浅 黄橙

褐 灰
浅 黄橙 ク

2mm 以 下 め砂 粒 を多 く含 み、

1mm 以下 の粒 を含 む

36 3 0 2
士互E

（口縁 ）
Ⅱ 沈 線 ・ナ デ 工 具 のナ デ ・ナ デ 黄 橙 浅 黄橙 ク 2mm 以下 の砂 粒 を多 く含 む

36 3 0 3
士冨E

（口 縁）
Ⅱ ，A トレー1 ナデ ナ デ 橙 橙 ク 2mmの砂 粒 を含 む

36 3 0 4
＝土ご宣E

（口 縁）
Ⅲ・西 ナデ ・工 具 の ナデ 指 押 さ え ・ナ デ にぷ い黄 橙 にぷ い橙 ク

5mm ・3m m以 下 の砂粒 を多 く含

む

36 3 0 5
・＝lコ．∃互

（ロ縁 ）
Ⅴ ナデ ナデ 浅 黄 橙 浅黄 橙 ク 3mm以 下 の砂粒 を含 む

－62－



第21表　弥生～古墳時代土器観察表（6）

図面
番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

36 30 6 ‾
－＝ヒ．宣E

（口縁）
Ⅲ－22 9 ナデ ・パ ケ 目 ナ デ ・パケ 目 浅黄 橙 浅黄 橙 良好 1m m以 下 の砂粒 を含 む

36 30 7
・＝ヒ璽E

（完 形）
Ⅳ ナデ ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目 浅黄 橙 橙 ク 2m m以 下 の砂粒 を含 む 黒斑

36 30 8
・＝ヒ宝E

（口縁 一 胴部 ）

Ⅲ－E中 ミツ下

Ⅱ一束 拡 下
ナデ ・指 押 さえ ナデ ・パ ケ 日

にぷ い橙

橙
橙 ク 2 ．5 ・2・1m mの砂 粒 を含 む

36 3 0 9
－＝lコ．宝E

（口緑 － 胴部 ）
V ，Ⅱ，Ⅱ層 ナデ ナデ 橙 橙 ク 2 ．5m m以下 の砂 粒 を多 く含 む

36 3 10
・＝ヒ璽E

（口縁 － 胴部 ）
V ，Ⅱ ナデ ・指 押 さ え ナデ ・パ ケ 目 にぷ い橙 橙 ク 3m m以 下 の粒 を多 く含 む

36 3 11
士宣E

（口縁 － 胴部 ）
Ⅳ ナデ ・パ ケ 目 ・指押 さえ ナデ ・パケ 目

灰 黄 褐

褐 灰

浅黄 橙

橙 〃 2 －0．5m mの 砂粒 を多 く含 む 黒斑

36 3 1 2
・＝ヒ宣E

（完 形）
Ⅲ ，11 33

ナデ ・指 頭 ナ デ

指 押 さ え
パ ケ 日 にぷ い赤 褐 明赤 褐 〃 1」 1．5m mの 砂粒 を多 く含 む 黒斑

36 3 13
－＝ヒ．互E

（ロ縁 － 頸部 ）
Ⅲ ，12 23 ナデ ナデ 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 2 －1mm 以下 の砂 粒 を含 む

36 3 1 4
・こ土ゴ．∃互

（口縁 －胴 部 ）
Ⅴ ，Ⅲ ナデ ナデ ・ミガキ 浅 黄 橙 橙 〃 2m m以 下 の砂粒 を含 む

36 3 1 5
士竺E

（ロ 縁）
Ⅲ ，E 中 ミ ツ ナ デ ナデ 灰 白 浅黄 橙 ク 1m m以 下 の砂粒 を少 し含 む 黒斑

36 3 1 6
士互E

（口縁 －胴 部 ）
Ⅱ ，SE 2－3 ナ デ ナデ ・工 具 に よる ナ デ にぷ い橙 にぷ い橙 ク 2m m以 下 の砂粒 を少 し含 む

36 3 1 7
－＝巳．璽E

（口縁 －胴 部 ）
V ，Ⅱ，Ⅱ層 パ ケ 甲 ナデ ・パ ケ 目 にぷ い橙 にぷ い橙 ク 4 ・2 ・1m m の砂粒 を含 む ス ス付 着

36 3 1 8
－＝とご写E

（口縁 －胴 部 ）
Ⅳ

ナ デ

へ ラ状 工 具 に よる ナデ

ナデ

へ ラ状 工 具 に よる ミガキ
にぷ い橙 橙 ク 高 師小 僧 、 精良

36 3 1 9
士．宣E

（口縁 －胴 部 ）
I ，Ⅱ ナ デ ・指 押 さ え ナデ 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 5m m以下 の砂 粒 を含 む

37 3 2 0
・＝lこご笠

（口縁 ）
Ⅲ－12 3 ナ デ 沈 線 ・ナ デ 明 褐灰 灰 褐 ・一ク 2mm 以下 の砂 粒 を 含 む

37 3 2 1
・・ニヒ宣E

（口縁 ）
Ⅲ ナ デ 5 本 の凹 線文 ・ナ デ にぷ い橙 淡 赤橙 ク 1mm 以下 の砂 粒 を含 む

37 3 2 2
－＝ヒ宣E

（口縁 ）
Ⅳ ヘ ラ磨 き

3 本以 上 の 凹線 文

へ ラ磨 き
にぷ い黄 橙 浅 黄橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を 含 む

37 3 2 3
－＝巳．宣E

（口縁 ）
V ，Ⅱ，Ⅱ層 ナ デ 4 本以 上 の 凹線 文 ・ナ デ 橙 浅 黄橙 ク 1mm 以下 の砂 粒 を 含 む

37 3 2 4
－＝ヒ互E

（目線 ）
V ，Ⅲ ナ デ 2 本 の凹線 文 ・ナ デ 浅 黄橙 にぷ い橙 ク 4mm 以下 の砂 粒 を 含 む

37 3 2 5
・＝ヒ宝E

（口縁 ）
V ，Ⅱ ナ デ キ ザ ミ突帯 ・ナ デ 黄．橙 浅 黄橙 一ク 0．5m m以 下 の砂 粒 を含 む

37 3 2 6
士宣E

（口縁 ）
Ⅲ－33 6 ナ デ ・パ ケ 目 貼付 突 帯 ・ナデ 灰褐 にぷ い橙 ク 1．5m 以 下 の砂 粒 を含 む （内 ）黒斑

37 3 2 7
－＝ヒ宣E

（口緑 ）
V ，Ⅱ ナ デ キ ザ ミ突帯 ・ナ デ 淡橙 浅黄 橙 ク 1m m以 下 の砂 粒 を含 む

37 r3 2 8
－＝ヒ互E

（口 縁 －胴 部）
Ⅳ 一括 パ ケ 目 櫛措 き波状 文 ・パ ケ 目 浅黄 色 浅黄 色 ク 2m m以 下 の砂 粒 を含 む

37 3 2 9
士宣E

（口縁 －頚 部）
Ⅲ ナ デ 櫛措 き波状 文 ・パ ケ 目 橙

橙

黄橙
〃 3m m以 下 の砂 粒 を含 む ，

37 3 30
・ヨ巳．∃互

（口縁 －頸 部）
Ⅲ ナ デ 櫛描 き波状 文 ・パ ケ 目 浅黄 橙 浅黄 橙 ク

2m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む

1m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む

37 3 3 1
－＝ヒ宣E

（口縁 －頸 部）
Ⅲ－24 0 パ ケ 目 ・ナデ パ ケ 自 橙 淡橙 ク 3m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む 黒 斑

37 3 32
－＝ヒ互E

（口縁 － 頚 部）

Ⅲ－46 3

4 6 1
ナ デ ・パ ケ 目

櫛措 き波状 文

パ ケ 目 ・ナデ
浅黄 橙 浅黄 橙 ノシ 1m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む

37 3 33
士．宝E

（口縁 － 頸 部）
Ⅲ－11 4 7 ナ デ ナ デ 黄橙 橙 一ク 1m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む

37 3 34
士：弓互

（口縁 － 頸 部）

Ⅲ－46 8

4 5 3
ミガキ ・ナ デ パ ケ 目 ・ミガ キ にぷ い 橙 橙 一ク 0 ．5m m以下 の 砂粒 を少 し含 む

37 33 5
－＝ヒ∃互

（口縁 － 頚部 ）
Ⅲ－45 0 ナデ 櫛 描 き波状 文 ・ナデ 浅黄 橙 にぷ い橙 〃 3m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む

37 33 6
－＝とご竺E

（口縁 ）
Ⅲ－31 0 ナデ ナ デ 浅黄 橙 浅黄 橙 〃 2m 以 下 の砂 粒 を少 し含 む

37 33 7
土質E

（ロ縁 － 頸部 ）
Ⅱ，東拡 下一下 ナデ 竹 管 文 ・ナデ ・パ ケ 目 浅黄 橙 橙 ク 3m m以 下 の砂 粒 を含 む

37 33 8
・＝ヒ宣E

（口縁 － 頸部 ）
V ，I ナデ

櫛 措 き波 状 文

ナ デ ・パ ケ 目
にぷ い 橙 にぷ い橙 〃 5m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む

37 33 9
士宣E

（口縁 － 頸部 ）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 ナデ ナデ 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 1m m以 下 の砂粒 を少 し含 む （内）黒 変

37 34 0
－＝ヒ宝E

（口縁 － 頚部 ）
Ⅳ ナデ 不 明 浅黄 橙 浅黄 橙 ク

3m m以 下の 砂粒 を多 く含 む

1m m以 下の 砂粒 を少 し含 む

37 3 4 1
・＝ヒ∃互

（口縁）
V ，I －22 7 ナデ ナデ 浅 黄 橙 浅 黄 橙 ク 1m m以 下の 砂粒 を含 む

37 3 4 2
士璽E

（完 形）
V ，Ⅲ パ ケ 目 ・ナ デ 櫛 描 き波 状 文 橙 橙 ク

2m m以下 の 砂粒 を含 む ．

高 師小 僧
（内）炭 化物

－63－



第22表　弥生～古墳時代土器観察表（7）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

37 3 4 3
＝土ご互E

（口縁 ）
Ⅳ ナ デ ナ デ ・パ ケ 目 橙 淡 橙 良 好 2mm以下 の 砂粒 を含 む

37 3 4 4
・＝ヒ笠

（口縁 ）
V ，Ⅲ ナ デ 櫛 措 き波 状文 ・ナ デ 橙 橙 ク 2mm以 下の 砂粒 を含 む （外 ）黒 斑

37 3 4 5
士宣E

（口 縁）

I ，E

セ クシ ョン I
ナ デ 櫛 措 き波 状文 ・ナ デ 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク 1mm以 下の 砂粒 を少 し含 む

37 3 4 6
士冨E

（口 縁）
V ，I ナ デ 櫛 描 き波 状 文 ・ナ デ 褐 灰 褐 灰 〃 1m 以 下 の砂粒 を含 む

37 34 7
・＝lこ．璽E

（口縁）
V ，I ナデ 鋸 歯 文 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 1．5m m以下 の砂 粒 を少 し含 む

37 34 8
・＝1＝・宣E

（口縁 － 頚部 ）
Ⅳ ，SH ナデ ・パ ケ 目 ・指 押 さ え ナデ 灰 自 灰 自 〃 2．5m m以 下の 砂粒 を含 む

37 34 9 ＝土ご宣E Ⅲ ナデ 櫛 措 き波状 文 ・ナデ 橙 橙 ク 1．5m m以 下の 砂粒 を少 し含 む

37 3 50
・＝巳．宝E

（口縁 － 頚部 ）
Ⅲ－264 ナデ 櫛 措 き波状 文 ・ナデ 浅黄 橙 黄橙 ク 1mm以 下 の砂 粒 を少 し含 む

37 3 5 1
・＝ヒ互E

（ロ縁 ）
Ⅳ ナデ 鋸歯 文 ・ナデ に ぷい 赤褐 に ぷい 橙 ク 精 良 （内 ）黒 斑

37 3 52
士宣E

（口縁 ）
Ⅲ ナデ ナ デ 浅黄 橙 橙 ク 3mm以 下 の砂 粒 を含 む

37 3 5 3
＝土ご璽E

（口縁 ）
Ⅲ ナ デ 櫛描 き波状 文 ・ナ デ に ぷい 橙 に ぷ い橙 ク 1mm 以下 の砂 粒 を含 む

37 3 5 4
・＝lこ．竺E

（口縁 －頚 部）

V ，Ⅱ

Ⅲ層－148
ナ デ 櫛措 き波状 文 ・ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 2mm 以下 の砂 粒 を含 む

37 3 5 5
・＝ヒ璽E

（口縁 ）
Ⅲ－241 ナ デ 櫛措 き波状 文 ・ナ デ 浅 黄橙 浅 貴橙 ク 4mm 以下 の砂 粒 を少 し含 む

37 3 5 6
士笠

（口縁 ）
V ，Ⅱ ナ デ 櫛 措 き波状 文 ・ミガキ 浅 黄橙 褐 色 ク 0 ．5m 以 下 の砂 粒 を少 し含 む （内）炭化 物

37 3 5 7
・＝巳．：弓互

（口縁 ）
Ⅴ，Ⅱ，Ⅱ層． ナ デ 櫛 描 き波 状文 ・ナ デ 橙 橙 ク 2品 以下 の砂 粒 を少 し含 む

37 3 5 8
・土竺E

（口縁 ）
V ，Ⅱ ナ デ ナ デ 橙 橙 〃 3mm以下 の 砂粒 を含 む

37 3 5 9
士璽E

（ロ縁 ）
Ⅴ ，Ⅱ，E SE ナ デ ナ デ 橙 橙 〃 2m 以 下の 砂粒 を含 む

37 3 6 0
士宣E

（ロ縁 －胴 部 ）
Ⅱ一C トレ 指 ナ デ ・パ ケ 目 ナデ 浅 黄橙 橙 ク 3mm以 下の 砂粒 を含 む

38 3 6 1
－＝iコ．∃互

（頸 部）
Ⅳ ナ デ ナデ ・3 条 の突 帯 黒 にぷ い黄 橙 ク 1 －3mm以 下 の砂 粒 を少 し含 む

炭化 物付 着

ス ス付 着

38 3 6 2
士宝E

（口 縁）

Ⅲ

W 落 A
不 明 不 明 ・キザ ミ 橙 橙 ク 2 ．5mm 以下 の砂 粒 を含 む

38 3 6 3
一上宝亘

（頚 部）
V ，Ⅱ，Ⅲ層 ナデ ナデ ・ミ ガキ ・突 帯 にぷ い黄 橙

明赤 褐

にぷ い黄 橙
〃

3m 程 の粒 を含 む

1m 以 下 の微粒 を含 む
施朱

38 36 4
・＝ヒ宝E

（頚 部 ）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 パ ケ 目 ナデ ・突 帯 明赤 褐 明赤 褐 ク

1m 以 下 の 砂 粒 及 び微 粒 を含

む
施朱

38 36 5
士宣E

（頚 部 ）
V ，Ⅱ ナデ ナデ ・突帯 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 0 ．5－ 2．5m の砂 粒 を多 く含 む

38 36 6
士竺E

（頸 部 ）
V ，I ナデ ナデ ・ミガキ ・突 帯 にぷ い 黄橙 にぷ い 黄橙 ク

2mm程 の粒 を含 む

1mm以 下 の砂 粒 を含 む

38 36 7
士璽E

（頚 部 ）
Ⅲ－412 ナデ ナ デ ・芦条 の突 帯

にぷ い橙

浅黄 橙

淡赤 橙

淡橙
ク

0．5－ 2mm の粒 を含 む

0．5m m以 下の 粒 を微 量 に含 む

38 3 68
・＝ヒ竺正

（頸 部 ）
Ⅲ ，E 東 ミツ ナデ ナ デ ・突帯 浅黄 橙 浅黄 橙 ク 2m 以 下 の砂 粒 を含 む

38 3 6 9
一土．宣E

（頚部 ）
Ⅲ －526 ナデ ナ デ ・2 条 の 突帯 に ぷい 橙 にぷ い 橙 ク

2m 以 下 の砂 粒 を含 む

4mm程 の小 礫 を含 む

38 3 7 0
士宣E

（頸部 ）
V ，I －11 28 パ ケ 目 ・ナデ ナ デ ・5 条の 突帯

に ぷい 黄橙

灰褐
浅黄 橙 ク 微細 －2mm の砂粒 を多 く含 む

38 3 7 1
・＝ヒ．互E

（頚 部）
Ⅳ パ ケ 目

ナ デ ・パ ケ 目

突帯 ・凹線
褐 灰 にぷ い橙 〃 0．5－2m の砂 粒 を含 む

38 3 7 2
－ニヒ∃互

（頚 部）

Ⅴ

Ⅱ ，Ⅲ層 －107 ・
ナ デ ・指 お さえ ナ デ ・3 条 の突 帯 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 0 ．5－2m の砂 粒 を多 く含 む

38 3 7 3
士竺E

（頚 部）
Ⅲ－986 ナデ パ ケ 目 ・ナ デ ・刻 目突 帯 淡 橙 淡 橙 ク 3m 以下 の砂 粒 を多 く含 む

38 3 7 4
一上宝E

（頚 部）
Ⅴ ，I －58 0 ナデ ナデ ・3 条 の突 帯

明 褐灰

灰 褐

浅 黄橙

橙
ク

0 ．5－2m mの粒 を含 む

0 ．5－1m mの粒 を含 む

38 3 7 5
・＝ヒ宣E

（頚 部）
Ⅳ ナデ ・指 お さ え ナデ ・3 条 の突 帯 黒

灰 白

にぷ い黄 橙
ク

0 ．5－3m mの砂 粒 を含 む

0 ．4m の砂 粒 を少 し含 む
炭化 物付 着

38 3 7 6
士笠

（頚 部 ）
Ⅲ ナデ ナデ ・5 条 の突 帯 にぷ い橙 にぷ い橙 ク

0 ．5－2m の粒 を含 む

2mm以 下の 砂粒 を含 む

38 3 7 7
士宣E

（頚 部 ）
Ⅲ－132 ナデ 9 条 の沈 線 灰 褐 にぷ い橙 ク 2mm以 下の 砂粒 を含 む

38 37 8
士竺E

（頚 部 ）
I ナデ ナデ ・凹線 浅 黄 橙 橙 ク 微 細 － 1mmの砂 粒 を含 む

38 37 9
士宣E

（頚 部 ）
Ⅴ ，Ⅱ ナデ ナデ ・凹線

淡 黄

黄 灰
浅黄 橙 ク 0 ．5－ 1m mの 砂粒 を多 く含 む

－64－



第23表　弥生～古墳時代土器観察表（8）

図面

番号

遺物

番号
’器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

38 3 80
・ここと．璽E

（頚 部 ）
Ⅲ －390 ナデ 11条 の 洗練 黄橙

明黄 褐

黄褐
良好 3mm以 下 の砂 粒 を含 む

38 3 81
・土．璽E

（頚部 － 底部 ）

V ，Ⅱ ，ESE
V
V ，Ⅱ

指 頭 の ナデ ・パ ケ 目 パ ケ 日 ・3 本 の線 刻 浅黄 橙 橙 一ケ 2 ．5m m以下 の砂 粒 を含 む 黒 変

38 38 2
士竺E

（頚部 － 胴部 ）
I ナデ ・指 お さえ ヘ ラ ミガ キ ・ナ デ

黄橙

褐 灰
浅黄 橙 ク 2mm以 下 の砂粒 ．を少 し含 む 黒班

38 38 3
士宣E

（胴部 － 底部 ）
Ⅲ－109 9 ナデ ・パ ケ 目 ・指 お さ え ナ デ 淡橙

淡橙

橙
ク 3mm以 下 の砂粒 を含 む

ス ス付 着

黒斑

38 38 4
・＝ヒ宝E

（頸部 － 底部 ）

Ⅲ中ミツ，中ミツ下
E東ミツ 指 お さえ ・指 ナデ ナデ ・パケ 目 橙

にぷ い橙

橙
．ク 2．5m m以 下の 砂粒 を少 し含 む 黒変

38 38 5
士：弓互

傾 部 「底 部 ）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 工 具 の ナデ ・指 ナ デ

ヘ ラ工具 の ナ デ

指 お さえ
橙 橙 ク 3m 以 下 の砂粒 を含 む

39 38 6
・＝ヒ宣E

（胴部 －底 部 ）
Ⅲ パ ケ 目 ・指押 さ え パ ケ 目 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク

2mm以 下 の砂粒 を少 し含 む

3mm以 下 の砂粒 を多 く含 む
黒斑

39 3 8 7
士竺E

（胴 部 －底 部 ）
V ，Ⅲ パ ケ 日 ・指押 さえ ナデ にぷ い橙 黄 橙 ク 1 ．5m 以 下 の砂 粒 を 含 む

39 3 8 8
・＝ヒ宝E

（胴 部 －底 部 ）
Ⅳ パ ケ 目 の後 ナ デ パ ケ 日 ・へ ラ ミガ キ にぷ い黄 橙

浅 黄 橙

灰 褐 〃 3m 以下 の 砂粒 を少 し含 む 黒斑

39 3 8 9
・こlコ．三正

（胴 部 －底 部 ）
Ⅲ－401 ナ デ ・パ ケ 目 ・指押 さえ パ ケ 目 の後 ナ デ 橙 浅 黄 橙 ク 2mm以下 の 砂粒 を多 く含 む

39 3 9 0
－ここと．宝E

（胴 部 －底 部 ）
V ，Ⅲ ナ デ ・パ ケ 目 ・指押 さえ パ ケ 日 の後 ナ デ 浅 黄橙 橙 ク 2m 以 下の 砂粒 を含 む 黒変

39 3 9 1
士宝互

（底部 ）
V ，表採 ナ デ ナデ 橙 橙 〃 3m 以 下の 砂粒 を含 む

39 3 9 2
士宝E

（底部 ）
V ，32 1 ，32 2 ナ デ パ ケ 目 黄 橙 浅 黄橙 ク 2m 以下 の砂 粒 を多 く含 む スス 付 着

39 3 9 3
・＝ヒ笠

（底部 ）
V ，Ⅲ ナ デ ナ デ 黒 褐 浅 黄橙 ク 3m 以下 の砂 粒 を 多 く含 む

39 3 9 4
－＝ヒ．笠

（底 部 ）
V ，I ナ デ ミガヰ 褐灰

浅 黄橙

橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を含 む

39 3 9 5
＝土ご笠

（底 部 ）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 ナ デ ナ デ 橙 橙 〃 3mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

39 3 9 6
・ヨヒ・互E

（底 部 ）
Ⅳ ナ デ ナ デ 褐灰 浅黄 橙 〃 2m 以 下 の砂 粒 を含 む

39 3 97
・＝巳．宣E

（底 部 ）
Ⅳ 丁寧 な ナ デ ・指 押 さえ 丁寧 な ナ デ 褐灰 浅黄 橙 ク 4m 以 下 の砂 粒 を含 む

39 3 98
・＝ヒ．∃互

（底 部 ）
Ⅲ 板 状 工 具 に よる ナデ ナ デ

灰

にぷ い 黄橙
にぷ い 黄橙 ク

3．5m 以 下の 砂粒 を含 む

1m 以 下 の砂 粒 を含 む
黒 斑

39 3 99
士宝E

（底 部 ）
Ⅳ ナデ ・指 押 さえ ナ デ 浅黄 橙 橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を含 む

39 40 0
・ここと．∃互

（底 部 ）
Ⅴ ，Ⅱ ナデ ナデ 橙

にぷ い橙

橙
ク

0 ．5m mの砂 粒 、4mm以 下の 砂粒

を含 む
ス ス ？

39 4 0 1
士宝E

（底 部 ）
Ⅳ ナデ ナデ 橙 橙 ク 5mm以 下の 砂粒 を含 む

39 4 0 2
・＝ヒ．∃互

（底 部）
Ⅱ，B トレー12 ヘ ラ状 工 具 に よる ナ デ ヘ ラ ミガヰ 褐 灰

浅 黄橙

褐 灰 〃
3mm以下 の 砂粒 が 多 い

1m 以下 の 砂粒 が 少 な い

40 4 0 3
・＝ヒ宣E

（底 部）
V ，I －41 5外 ナデ ナデ ・ユ 具 に よ るナ デ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 〃 3m 以下 の 砂粒 を含 む ス ス付 着

40 4 0 4
一土．互E

（底 部）
V ，I －24 2 3 ナデ ナデ ・指 ナ デ

浅 黄橙

淡 橙
橙 ク 2m 以下 の 砂粒 を含 む

40 4 0 5
士竺E

（底 部）
V ，I －22 1 6 ナ デ ナデ

灰 褐

灰 白

浅 黄橙

橙
ク 4．5m m以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 0 6
士宣E

（底部 ）
V ，I ナ デ パ ケ 日 ・ナ デ にぷ い黄 橙

橙

にぷ い橙
ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 0 7
士竺E

（底部 ）
V ，I ナ デ ・パ ケ 目 ヘ ラ磨 き ・磨 き 灰 褐

黒褐

明 黄褐
ク 3mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

40 4 0 8
・土．∃互

（底部 ）
Ⅳ パ ケ 日一 パ ケ 目 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 4m。以 下 の砂 粒 を含 む ヘ ラ記号

40 4 0 9
・＝巳．互E

（底部 ）
Ⅲ－601

ナ デ ・工具 に よる ナデ

パ ケ 目 ・指 押 さえ
ナ デ ・パ ケ 目 ・線刻

淡 黄

灰 オ リー ブ
浅黄 橙 ク 1．5m m以 下 の砂粒 を少 し含 む 黒 斑

40 4 1 0
士宝E

（底部 ）
Ⅲ－667 ナ デ パ ケ 目

浅 黄橙

褐灰

浅黄 橙

橙
〃 3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む 黒 斑

40 4 1］
・＝ヒ∃互

（底部 ）
V ，Ⅱ，Ⅲ層 パ ケ 日 ナ デ 浅 黄橙 浅黄 橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

40 4 1 2
士宝E

（底 部 ）
Ⅲ－120 8外 パ ケ 目 ナ デ 灰

黄

黒褐
ク 3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む 黒 斑

40 4 1 3
・＝Lr宝E

（底 部 ）
Ⅲ－859 ナ デ ナ デ 灰 白 浅黄 橙 ．ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 14
士互E

（底 部 ）
V ，Ⅲ 指 ナデ ナ デ 橙

にぷ い 橙

黒褐
ク 5m 以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 15
・＝ヒ雲E

（底 部 ）
V ，Ⅱ 磨 き ナ デ 橙 浅黄 橙 〃 2mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 16
・＝巳．璽E

（底 部 ）
Ⅳ ナデ ナ デ にぷ い 黄橙 浅黄 橙 ク 4m 以 下 の砂 粒 を含 む ス ス付 着

ー65－



第24表　弥生～古墳時代土器観察表（9）

図面

番号

遺 物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

40 4 1 7
壷

（底 部）
Ⅳ 磨 き ヘ ラ磨 き にぷ い橙

橙

黒 褐
良好 2m 以 下の 砂粒 を含 む 黒斑

40 4 1 8
・＝ヒ宣E

（底 部）
V ，Ⅱ，P ，SE ナデ ナデ ・指 押 さ え 褐 灰 にぷ い橙 ク 3mm以 下 の砂粒 を含 む 黒斑

40 4 19
士宝E

（底 部 ）
V ，Ⅲ ナデ ナデ 橙

橙

にぷ い橙
ク

4ふm以 下 の砂 粒 を多 く含 む 黒斑

40 4 2 0
・土竺E

（底 部 ）
V ，I ナデ ナデ にぷ い 黄橙

橙

にぷ い橙
ク 3mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 42 1
・＝上ご竺E

（胴 部 ）
Ⅲ ，W ナデ ・指 押 さえ ，

櫛 描 き波 状 文

沈線 ・ナ デ
橙 橙 ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 22
－＝lコ．宣E

（胴 部 ）
Ⅲ ナ デ

ナ デ

櫛描 き波状 文
灰黄 褐 に ぷ い黄橙 ノケ 4m。以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 2 3
＝土ご宝E

（胴 部 ）
Ⅲ，E 中 ミツ下 ナ．デ ・指 ナデ ・パ ケ 目

磨 き ・櫛状 工 具 に よる連
続 刺 突 文 ・櫛 措 き波 状
文 ・パ ケ 目 ・ナ デ

に ぷい 黄 橙 にぷ い黄橙 〃 0．5m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む

40 4 2 4
士竺E

（胴部 ）
Ⅲ－202 ナ デ

ナ デ ・指押 さえ

櫛描 文
灰 橙 〃 2mnf以下 の砂 粒 を 含 む

40 4 2 5
－＝1コ．宝E

（胴部 ）
Ⅲ，W 落 ナ デ 櫛措 波 状 文 ・沈 線 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 3mm以下 の砂 粒 を含 む 丹 塗 り

40 4 2 6
－＝ヒ宣E

（胴部 ）
V ，I ナ デ パ ケ 目 ・線刻 灰 浅 黄橙 〃 3mm以下 の砂 粒 を少 し含 む

40 4 2 7
士∃互

（胴部 ）
Ⅲ ，W SE 3下 ナ デ パ ケ 目 ・鋸歯 文 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 2mm以下 の 砂粒 を少 し含 む

40 4 2 8
士竺E

（胴 部）
Ⅲ－448 ナ デ

パ ケ 目 ・沈線

指 押 さ え
浅 黄橙 橙 〃 2mm以 下の 砂粒 を少 し含 む

40 4 2 9
・＝ヒ．互E

（胴 部）
Ⅲ－E ナ デ ナデ ・重 弧 文 褐 灰 にぷ い橙 ク 1mm以 下 の砂粒 を少 し含 む

40 4 3 0
士互E

（胴 部）
V ，I ナ デ

ナデ ・重 弧 文

2 条 沈線 文
浅 黄 橙 にぷ い橙 ク 0 ．5m 以下 の砂 粒 を少 し含 む

40 4 3 1
士宣E

（胴 部）
V ，Ⅱ ナ デ ・指 押 さ え 重 弧 文 ・突 帯

灰 自

責 灰
浅黄 橙 ク 2mm以 下 の砂粒 を含 む

40 4 3 2
・＝ヒ竺E

（胴 部）
V ，Ⅲ ヘ ラ磨 き パ ケ 目 ・沈 線 ・重 弧文 明赤 褐 赤褐 ノシ 精 良 丹 塗 り

40 4 3 3
士璽E

（胴 部 ）
Ⅲ 磨 き 磨 き 浅黄 橙 浅黄 橙 〃 精 良 丹 塗 り

40 4 34
－＝ヒ．冨E

（胴 部 ）
Ⅳ ナデ ナ デ ・沈線 浅黄 橙 灰褐 ク 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 35
・＝Lr互E

（胴 部 ）
V ，Ⅱ ナデ ナ デ ・重弧 文 浅黄 黒 〃 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

40 4 3 6
－＝ヒ．互E

（胴 部 ）
Ⅳ ナデ ナ デ ・洗練 ・刻 み に ぷい 褐 に ぷ い黄橙 〃 3mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

40 4 3 7
－こ土こご宣E

（胴部 ）
V ，I ナ デ

ナ デ ・重弧 文

7 条 沈 線文
に ぷ い黄橙 に ぷ い橙 〃 1mm 以下 の砂 粒 を含 む

40 4 3 8
・＝ヒ．宣E

（胴部 ）
Ⅱ，B トレー16 ナ デ ナ デ ・重弧 文 明 黄褐 橙 〃 2mm 以下 の砂 粒 を含 む

40 4 3 9
－＝13．宣E

（胴部 ）
V ，Ⅲ ナ デ ナ デ ・沈 線 褐 灰 橙 ′ケ 2．5mm以 下 の砂 粒 を含 む

41 4 4 0
高杯

（杯部 ）
Ⅲ－105 0 ナ デ ナ デ 橙 橙 〃 4－ 2m m以 下 の砂 粒 を含 む

4 1 4 4 1
高杯

（杯 部）
Ⅳ ナ デ ・パ ケ 目 ナデ ・ヘ ラ ミガキ 淡 橙 浅 黄橙 〃 2－ 1m m以 下 の粒 を少 し含 む 黒 斑

41 4 4 2
高 杯

（杯 部）
V ，Ⅱ，Ⅱ層 ナ デ ナデ 浅 黄橙 浅 黄 橙 ク 0 ．5－3m mの砂 粒 を多 く含 む

41 4 4 3
高 杯

（杯 部 ）
V ，Ⅲ，Ⅱ層 ナ デ ナデ 橙 橙 ク 0 ．5－ 1m mの 砂粒 を少 し含 む

41 44 4
高 杯

（杯 部 ）
Ⅲ－621 ナデ ・ミガ キ ナデ 浅黄 橙 浅黄 橙 〃 1．5m m以下 の 砂粒 を含 む

41 44 5
高杯

（杯 部 ）
V ，I －16 12 ヘ ラ ミガ キ ナデ 橙 橙 〃 0 ．5－ 1mm以 下 の砂 粒 を含 む

斜方向の暗文

全体 に施 朱

41 4 4 6
高杯

（杯 部 ）
Ⅲ，N SE 3 ミガ＼キ パ ケ 目 浅黄 橙 浅黄 橙 一ク 0．5m 以 下 の砂粒 を含 む 暗 文

41 4 4 7
高杯

（杯部 ）
V ，I ，A ⑥ ナ デ ナ デ ・刻 目突 帯 橙 浅黄 橙 〃 0．5 －2m mの微 細粒 を含 む ．

41 4 4 8
高杯

（脚 部）
V ，Ⅲ 指押 さえ ・指 ナ デ ヘ ラ ミガ キ ・ナ デ 橙 橙 〃 3mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

41 4 4 9
高杯

（脚 部）
V ，I ナ デ ナ デ 灰 褐 浅 黄橙 ク 1mm 以下 の砂 粒 を含 む

41 4 5 0
高杯

（脚 部）
Ⅴ ナデ ナ デ 明 褐 明 褐 ′ケ

7m 以下 、 2mm以 下 の砂 粒 を含

む

41 4 5 1
高杯

（杯 部 一脚 部 ）
Ⅲ－1213 ，11 4 3 ナデ ・指 押 さ え ミガヰ 橙 橙 〃 2－ 1m m以 下 の砂 粒 を含 む

4 1 4 5 2
高 杯

（脚 部 一裾 部 ）
V ，Ⅱ ナデ ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 目 にぷ い橙 にぷ い橙 一ク 2m鵬以下 の 砂粒 を含 む 黒 変

41 4 5 3
高 杯

（脚 部）
Ⅳ ． ナデ ヘ ラ ミガキ 橙　　　　　 にぷ い橙 ク 1m 以 下の 砂粒 を含 む
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第25表　弥生～古墳時代土器観察表00）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

41 454
高 杯

（脚 部）
Ⅳ ナデ へ ラ ミガキ 浅黄 橙 にぷ い橙 良好 1．5m 以下 の 砂粒 を少 し含 む 黒 斑

41 455
高 杯

（脚 部 一裾 部 ）
Ⅳ ナ デ ・工 具 に よる ナ デ ミ ガキ 浅 黄 橙 にぷ い橙 ノク 2mm以 下 の砂粒 を少 し含 む 黒斑

41 456
高杯

（脚 部）
Ⅱ　 B トレ ナ デ ヘ ラ ミガヰ にぷ い黄 橙 にぷ い橙 ク 0 ．5－ 3mmの 砂粒 を少 し含 む 黒斑

41 457
高杯

（脚 部）
Ⅳ ナ デ ・指 押 さ え ヘ ラ ミガキ 浅 黄 橙 橙 〃 精 良

41 458
高杯

（杯 部 ～脚 部 ）
Ⅲ－655 ナ デ ・工 具 に よる ナ デ ナデ ・ミガキ 浅 黄橙 黄 橙 一ク 2－6mm 以下 の砂 粒 を少 し含 む

41 459
高杯

（脚 部）
Ⅱ－4 ナ デ ヘ ラ ミガヰ 橙 にぷ い橙 ク 2mm以 下 の砂粒 を含 む す か し

4 1 460
高杯

（脚 部）
Ⅲ－1050 ナ デ ナデ 浅 黄 橙 浅黄 橙 〃 2m 以 下 の砂粒 を含 む

4 1 461
高杯

（脚 部）
Ⅳ 不 明 ヘ ラ ミガキ 橙 橙 ク 1．5mm以下 の砂 粒 を含 む 黒色 物 付 着

4 1 462
高杯

（脚 部）
Ⅲ－1157 ナ デ ナデ にぷ い橙 浅 黄 橙 ク 2mm以 下 の砂粒 を含 む

4 1 463
高杯

（脚 部）
V ，I 不 明 ヘ ラ ミガ号 浅 黄橙 浅 黄 橙 〃 1m 以 下 の砂粒 を含 む

41 464
高杯

（脚部 ）
．Ⅳ 指 押 さ えナ デ ナデ 浅 黄橙 浅 黄橙 〃 精 良

41 465
高杯

（脚部 ）
Ⅲ－1085 ナ テざ・パ ケ 目 ナデ ・パ ケ 日 浅 黄橙 浅 黄 橙 一ク 2mm以 下 の砂粒 を含 む

41 466
高杯

（脚部 ）
Ⅳ ，I ，W SE ナ デ ・ミガ キ ミガ キ ・沈線 明 黄褐 にぷ い橙 〃 1mm以 下の 砂粒 を含 む

41 467
高杯

（裾部 ）
I ナ デ ナ デ ・凹線 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 1－4mm以 下 の砂 粒 を含 む

41 468
高杯

（脚裾 部 ）
V ，I ナ デ ナ デ ・パ ケ 目 ・ミガキ にぷ い黄 橙 にぷ い黄橙 ク 1mm 以下 の砂 粒 を含 む 透 し

41 469
高杯

（脚部 ）
I ナ デ ・指押 さえ ナ デ 灰 自 淡橙 ク 1－2mm以 下 の砂粒 を含 む

41 470
器台

（受部 ）
Ⅳ ナ デ ・ヘ ラ ミガ キ

へ ラ ミガ甘

柿描 き波状 文
にぷ い橙 浅 黄橙 一ケ 1．5m 以 下 の砂 粒 を含 む 黒 斑

41 471
高 杯

（脚 部 一裾 部）
Ⅲ，SK ・A 不 明 不 明 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 1mm以 下 の砂 粒 を少 し含 む

42 472
嚢

（口 縁 一胴 部）

Ⅲ　612 ，615

Ⅲ E a－b抗
パ ケ 目 ナ デ ・指 お さえ ・パ ケ 目 明褐

橙

オ リーブ 黒
ク 0．5mm以 下 の粒 を含 む 黒 斑

42 473
鉢

（口縁 ）
Ⅲ－471 ナ デ ・パ ケ 目 ナ デ に ぷい 橙

にぷ い橙

橙
ク 3mm以 下 の砂 粒 を含 む

42 474 片 口鉢 Ⅲ－973 パ ケ 目 ・ナデ ・指 ナ デ パ ケ 目 ・ナデ ・指 ナデ 橙 浅黄 橙 〃 5mm以 下 の砂 粒 を含 む

42 475
鉢

（口縁 ）
ⅢW 落 ナ デ ナ デ 橙 橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を含 む

42 476
鉢

（口縁 ）

Ⅱ

A トレー178
ナ デ ナ デ 灰 灰 〃 細粒十 ．3．5m の 砂粒 を含 む

42 477
鉢

（口縁 ）
I ナ デ ・・パ ケ 日 パ ケ．目 ・櫛 措 波状 文 褐灰 浅黄 橙 ク 2mm以 下 の砂 粒 を多 く含 む

42 478
鉢

（胴部 ～ 底 部）
Ⅲ－552 パ ケ 目 ・ナ デ ナ デ 浅黄 橙 浅黄 橙 ′〃 3m肝以 下 の砂 粒 を多 く含 む

42 479
鉢

（胴部 一 底部 ）
Ⅲ－1069 パ ケ 目 ・ナ デ ナ デ

浅黄 橙

黒 褐
浅黄 橙 〃 5mm以 下 の砂 粒 を含 む

ス ス付 着

異 変

42 480
鉢

（口縁 一 底部 ）
V ，Ⅱ ，Ⅱ層 パ ケ 目 ・ナ デ パ ケ 目．・ナデ 橙

橙

黄橙
ク 0 ．5－ 5mmの 砂粒 を多 く含 む ス ス付 着

42 481
鉢

（口縁 一 底部 ）
Ⅳ・SE W パ ケ 日 パケ 目 ・ヘ ラ ミガキ

暗灰

淡 黄

暗灰

淡黄
〃 2m 以 下 の砂粒 を多 く含 む 黒 斑

42 482
鉢

（口縁 一 胴部 ）

Ⅲ－1067

1092
ナデ 不 明 浅黄 橙 橙 〃 2mm以 下 の砂粒 を含 む

42 483
鉢

（口縁 ⊥ 底部 ）
Ⅲ－1134 不 明 不 明 橙 橙 ク 4mm以 下の 砂粒 を多 く含 む

42 484
鉢

（口縁 ）

V ，Ⅱ

Ⅲ層 －56
ナデ ナデ 橙 橙 ク 2 ．5mm 以下 の砂 粒 を含 む

42 485
鉢

（口縁 一 胴部 ）

Ⅱ
ミ ガキ ミガキ ・ナ デ 橙

橙

にぷ い橙
〃 0 ．5－3mmの 砂粒 を含 む

42 486
鉢

（口縁 一 胴部 ）
Ⅲ－452 ヘ ラ ミガキ ヘ ラ ミガキ ・ナ デ 浅 黄 橙 浅黄 橙 〃 1mm以 下 の粒 を含 む

42 487
高 杯

（杯 部）
V ，I ミガヰ ナデ 橙 橙 〃 2mm以 下 の砂粒 を含 む

42 488
高 杯

（杯 部）

V ，Ⅱ，Ⅱ層

V ，Ⅱ
ヘ ラ ミガヰ ・ナデ

パ ケ 目

へ ラ ミガキ ・ナデ
橙 橙 〃 0 ．5－2 ．5mmの粒 を含 む

42 489 脚 V ，Ⅲ，Ⅲ層 ナデ ナデ ・刻 み
褐 灰

にぷ い黄 橙
にぷ い橙 ク 1m 以下 の 砂粒 を含 む

42 490 脚 I ナデ ・指 ナ デ ナデ 浅 黄橙 にぷ い橙 〃 2m 以下 の 粒 を含 む
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第26表　弥生～古墳時代土器観察表（11）

図面

番号

遺物

番号
器　　　 種 出 土 地 区

文 様 お　 よ　 び 調 整 色　　　　　　 調
焼 成 胎　　　　　 土 備　　 考

内　 器　 面 外　 器　 面 内 器 面 外 器 面

42 4 9 1 脚 Ⅴ表 採 不 明 不 明 浅黄 橙
浅黄 橙

黄橙
良好 0．5 m m以 下 の砂粒 を含 む

43 4 9 2
・＝ヒ竺E

（ロ縁 － 頚部 ）
Ⅴ表 採 ナデ ナデ ・櫛 措 波状 文 黄橙 黄橙 ク 1m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

43 4 9 3
壷 （ほぼ 完形 ）

（小型 ・丸底 ）
Ⅳ ナデ ・指 お さえ パ ケ 目 ・片 側 穿孔 橙 浅黄 橙 ク きめが 細 い

43 4 9 4
壷 （ほぼ 完型 ）

（小型 ・丸底 ）
Ⅲ－11 3 1 ナ デ ・指 頭 痕 ナ デ に ぷい 黄橙

明黄 褐

灰黄
ク 0．5m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む 黒 斑

43 4 95
士宣E

（小 型 ・平底 ）
Ⅳ ナ デ ・指お さえ ナ デ 浅黄 橙 にぷ い黄橙 ク 1mm 以下 の砂 粒 を含 む・

43 4 96
壷 （小 型 ）

（口 縁 一頚 部）
Ⅴ表採 パ ケ 日 ・ナデ ナ デ ・櫛描 波 状文 橙 橙 ク 2mm 以下 の砂 粒 を含 む

43 4 9 7
壷 （小 型 ）

（口縁 ）
Ⅳ 不 明 パ ケ 目 ・ナ デ 浅 黄橙

褐灰

浅 黄橙
ク 0 ．5－2 m の砂 粒 を含 む 黒斑

43 4 9 8
ミニ チ ュア

（胴 部 一底 部）
Ⅲ ナ デ ナ デ ・ミガ キ 黄 橙 にぷ い黄 橙 ク 2m 以下 の 砂粒 を含 む

43 チ9 9
ミニ チ ュア

（口 縁 一底 部）
V ，Ⅲ 工具 の ナ デ 工 具 のナ デ 褐 灰 褐 灰 ク 3m m以下 の 砂粒 を含 む

43 5 0 0
ミニ チ ュア

（口縁 一底 部）

Ⅲ－39 2

3 9 3
ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 2m m以下 の 砂粒 を少 し含 む

43 5 0 1
ミニ チ ュア

（頸 部 一底 部 ）

Ⅳ

Ⅳ S E －2
ナ デ ミガヰ 黄 橙 浅 黄橙 ク 精 良

43 5 0 2
ミニ チ ュ ア

（口縁 一底 部 ）
Ⅳ ナ デ ・指 お さ え ナデ 浅 黄 橙 浅 黄 橙 ノシ 3m 以 下 の砂粒 を含 む 黒斑

43 5 0 3
ミニ チ ュ ア

（ロ縁 一底 部 ）
Ⅴ ，Ⅱ，Ⅱ層 ナ デ ナデ 橙 橙 ク 5m m以 下 の砂 粒 を含 む

43 5 0 4
ミニ チ ュ ア

（胴 部 一底 部 ）
V ，Ⅱ‘ ナ デ ・指 お さ え ナデ ・指 お さ え 橙 橙 〃 6m m以 下 の砂 粒 を含 む

43 5 0 5
ミニ チ ュ ア

（胴 部 一底 部 ）
Ⅳ ナデ ・パ ケ 目 ナデ

にぷ い黄 橙

浅 黄 橙

浅黄 橙

にぷ い黄 橙
ク 5m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む

43 5 0 6
ミニ チ ュ ア

（胴部 一 底部 ）
Ⅲ－11 63 不 明 不 明 橙 橙 ク 3m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

43 50 7
ミニチ ュ ア

（胴部 一 底部 ）
Ⅳ ナデ 不 明 黄 橙

にぷ い橙

にぷ い 黄橙
褐灰

〃 2m m以 下 の砂 粒 を多 く含 む

43 50 8
ミニチ ュ ア

（完 塑 ）
Ⅴ ナ デ ・指 お さえ ナ デ ・パ ケ 目

浅黄 橙

褐 灰

浅黄 橙

橙
ク 4mm以 下 の砂 粒 を含 む

43 50 9
ミニチ ュ ア

（口縁 一 底部 ）
Ⅲ 不 明 不 明 橙

橙

黄橙
ク 2m 以 下 の砂 粒 を含 む

43 5 10
ミニチ ュ ア
）
（頸部 一 底部 ）

Ⅳ
／
l

ナデ ナ デ 浅黄 橙 黄橙 〃 2mm以 下 の砂 粒 を少 し含 む

43 5 11
ミニチ ュ ア

（胴部 一 底部 ）

Ⅲ

E 中　 ミツ下
ナデ ・パ ケ 目 パ ケ 目 ・ナデ 暗灰 黄 橙 ク 1mm以 下 の砂 粒 を少 し含 む

43 5 12
ミニチ ュ ア

（完 型 ）
Ⅲ－11 3 8 指 ナデ ナ デ ・指 お さえ に ぷい 黄橙

浅黄 橙

に ぷ い黄橙
ク 0．5m m以 下 の砂 粒 を少 し含 む

43 5 13
ミニチ ュア

（完 型 ）
V ，Ⅲ ，Ⅱ層 ナ デ ・指 お さえ 指 ナデ ・指 お さ え に ぷい 橙 にぷ い橙 ク 3m 以下 の砂 粒 を含 む

43 5 14
ミニ チ ュア

（完型 ）
Ⅲ－19 6 指 ナ デ ナ デ 浅 黄橙 浅 黄橙 ク 4mm 以下 の砂 粒 を含 む 黒 斑

43 5 1 5
ミニ チ ュア

（完型 ）
Ⅲ－216 ナ デ ナ デ ・指 お さえ 明褐 灰 明褐 灰 ． ク 4m 以下 の砂 粒 を含 む

43 5 1 6
ミニ チ ュア

（口縁 一底 部 ）
Ⅲ－12 13 ナ デ ナ デ 黄橙 黄 橙 ク 2 ．5m m以 下 の砂 粒 を含 む

43 5 1 7
ミニ チ ュ ア

（口縁 一底 部 ）
Ⅴ ，Ⅲ ナ デ 指 ナ デ ・指 お さえ にぷ い黄 橙 にぷ い黄 橙 〃 2 ．5 m 以 下 の砂 粒 を含 む

34 5 5 5
嚢

（完 型）
Ⅲ ，40 3 ナ デ ‾・パ ケ 目

工 具 に よる ナデ

指 押 さ え
橙 にぷ い橙 ク

1－ 3m の砂粒 を含 む

0 ．5 m 以 下 の砂 粒 を多 く含 む

29 5 5 6
嚢

（口 縁）
V ，I ナデ ナデ ・パ ケ 目 浅 黄橙 灰 自 ク 1 ．5 mm以 下 の砂 粒 を含 む

内外 面 施朱

黒斑

4 1 5 5 7
高杯

（脚 部）
Ⅳ ナデ ミガ キ ・パ ケ 目 橙 橙 〃

2 －3 mm の 白色 の砂 粒 を多 く含

む

矢羽 根

透 か し
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3　中世～近世の遺物（44、45図）

ここでとりあげる遺物は時期がほぼ特定できるものとできないものが混在するが、概ね中世一近世の範噂

におさまるとおもわれるものをとりあげた。

518－529，531－534，536は土師質である。518は嚢で頚部で外方に大きく屈曲し、口縁部は内湾しながらた

ちあがる。519，521－523は壷で、519は胴部の装飾、521，522は口縁部、523は底部である。また519，521，523

は同一個体とおもわれる。520，524－528は杯で、520が糸切り、その他はすべてへラ切り痕を底部に残す。

ただし、527，528は底部がやや高台状を呈する。529は高台杯の高台部分である。530は須恵器の高台杯の高

台部分である。531－534は小皿で、534は糸切り、その他はヘラ切り底である。536は灯明皿である。

535，537，538，539，540は瓦質土器で、535，540は杯、538，539は小皿である。537は器種不明の胴部片で内、外

面にパケメ状の条痕を残す。541，542は火鉢もしくは香炉とおもわれる。541は胴部に獅子の顔のような突起

がみられ、その突起の横に花の線刻を施す。542は脚部で、外面に菊花状のスタンプがみられる。このスタ

ンプは上位が大きく、下位が小さくなる傾向がうかがわれる。543－547，549，550，554は青磁である。543－

546は塊である。545は内、外面に雷文帯がみられ、546は見込みに花が措かれている。547は脚台付き皿もし

くは塊で脚台が動物の顔状を呈する。549，550は稜花口縁の皿である。550は瓶で口縁部が上方に屈曲する。

548は白磁の高台付き皿であ／る0551はふいごの羽口である。552は取っ手状のもの、550は陶器壷の肩部とみ

られる。

時期としては518，536が12世紀頃に潮る可能性があり、土師質の壷としてあげた4点と541は近世のものと

考えられる。その他の遺物は中世の範噂でとらえておきたい。

第27表　中世～近世の遺物観察表（1）

図面
番号

遺物

番号
器　 種 出土 地 区 形態 ・手 法の特 徴 な ど 色　　　　 調

内器 面外 器面 焼成 胎　　 土 備　 考

44 518
嚢

口縁 一胴 部 Ⅲ－68 内面 工具 に よるナデ 、外面 ナデ （内）淡橙
（外 ）明褐灰 良好 1－4 mmの．砂 粒 を多

く含 む ㊨ スス付着

44 519
・＝量ゴ・璽

胴部（装飾部分） Ⅲ 内外 共 にナデ にぷい橙 良好 精良

4 4 5 20
皿

口縁 一底 部
Ⅴ ・Ⅲ 内面 ナデ、外 面 ナデ 、底 部 糸切 り 浅黄橙 良好 1 mm 以下 の砂粒 を

少 し含 む

4 4 52 1
士璽

口縁
Ⅲ 内外面 共 にナデ 浅黄橙 良好 2 mm 以下 の砂粒 を

少 し含 む

44 52 2
・土璽

口縁 Ⅱ 内面 ナデ、沈 線、外 面 ナデ 浅黄橙 良好 0．5mm以 下 の砂 粒
を少 し含 む

44 523
・＝l＝・璽

胴部 －底部 Ⅲ 内面ナ デ、外 面ナ デ、工 具 による削 り にぷ い橙 良好 2 mm以 下の砂 粒 を
少 し含 む

44 524
皿

口縁 ～底部 Ⅲ・SK． 内 面ナ デ、外 面ナ デ、底部 へ ラ切 り 浅 黄橙 良料 2 mm以下 の砂粒 を
多 く含 む

44 525
皿

口縁 一底部 Ⅲ－733 内外 面 ナデ、底 部へ ラ切 り 橙 良好 精 良

44 526
皿

ほ ぼ完 形 Ⅴ ・Ⅲ 内外 面 ナデ、底部 へ ラ切 り 浅黄 橙 良好 1 m 以下 の砂粒 を
少 し含む

44 527
高台付 皿
口縁底 部 Ⅲ－2 90 内外面 ナ デ、底部 へ ラ切 り （内）淡赤橙

（外）淡橙 良好
精 良、高 師小僧 を

含 む

44 5 28
高 台付 皿
ほぼ完 形 Ⅲ－66 内外面 ナ デ、底部 へ ラ切 り 浅黄 橙 良好 精良 、高 師小僧 を

含む

4 4 52 9
高 台付 皿
底　　 部 Ⅴ－Ⅲ 内外面 ナ デ （内）橙

（外）浅黄橙 良好 3 mm以 下 の砂 粒 を
少 し含 む

4 4 53 0
高 台付皿

底　　 部 Ⅲ E 西 側 内外面 ナ デ 灰 自 良好 0．5m 以 下 の砂 粒
を多 く含 む

4 5 53 1
皿

ほぼ完形 Ⅴ・Ⅲ層 内外面 とも横 ナデ 、底部 へ ラ切 り 浅黄橙 良好 1 mm以 下の砂粒 を
少 し含 む

4 5 532
皿

口縁 ～底部 Ⅳ 内外面 とも横 ナデ 、底部 へ ラ切 り 橙 良好 1 m 以 下の砂粒 を
含 む

4 5 533
皿

ほ ぼ完形 Ⅴ・Ⅲ 内外 面 とも横 ナデ、 底部 へ ラ切 り 浅黄橙 良好 1 m 以下 の砂粒 を
少 し含 む

45 534
皿

底部 Ⅳ 内外 面 と も横 ナデ、底 部 糸切 り 浅 黄橙 良好
1 m m以下 の砂粒 を
少 し含 む

45 535
皿

底部
ⅢE 東 ミツ 内外 面 と も横 ナデ 灰 白 ・褐灰 良好 精 良

45 536
高 台付灯 明皿

口縁 一 脚 Ⅳ 内外面 と も横 ナデ 浅黄 橙 良好 きめ細か

45 5 37 土　　 鍋 ⅡA トレー 内面パ ケ 目、
灰黄 良好

1 mm 以下 の砂粒 を
ス ス付 着B 4 外面横 ナ デ・パ ケ目 少 し含む
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第28表　中世～近世の遺物観察表（2）

図面
番号

遺物
番号

器　 種 出土 地区 形態 ・手法 の特徴 など
色　　　　 調
内 器面外器 面

焼成 胎　　 土 備　 考

45 538
血

ロ縁 Ⅲ－798 内面 磨 き、外面 ナデ ・磨 き 黒褐 良好
1 mm 以下 の砂粒 を
含 む

45 539
皿
口縁 Ⅲ－795 内外 面 と もに横 ナ デ、磨 き

（内）褐灰
（外）黒褐

良好
1 m 以 下の砂粒 を
含 む

45 540
皿

底 部
Ⅲ－74 5

内 面 ナデ、
外 面横 ナデ

褐 灰 良好
ガラス状 の微細 粒
を含 む

4 5 54 1 火舎 I 内外面 ともに横 ナデ、草花 文 、獅 子 の顔 の貼付 文 灰 良好
1 mm以 下の砂 粒 を
含む

4 5 54 2 火舎 I
内面横 ナ デ・指ナ デ、
外 面横 ナ デ・ナデ ・菊花 文

（内）灰 自
（外）黄 灰 ・灰 白

堅微 2 mm 以下 の砂 粒 を
含む

4 5 54 3 青 磁碗 Ⅳ ・I
内面横 ナ デ、
外面 施粕 こ畳付 露胎

（内）浅黄
粕調、オリーブ灰、
胎土調、灰白

堅緻 精良

45 5 44 青磁 底部 Ⅵ ・Ⅱ
内面 施粕 、蛇 ノ 日和ハ ギ
外面 施軸 、底部 露胎

粕調、灰自
無粕、褐灰
胎土調、灰白

堅緻 精 良

45 545 陶磁 口縁 ⅡA トレー
199

内外 面 に粕貫入 、雷 文帯
粕調 、灰 オ リーブ
胎 土調 、灰 白

堅撤 精 良

45 546 青 磁 底 部 Ⅲ ‘
内 面施粕
外 面施粕 、底部 露胎

粕調、明緑灰
胎土調、灰白
無粕、暗灰黄

堅緻 精 良

45 547 青 磁 Ⅴ ・Ⅱ－476 内外面 に施粕 貫入 明緑灰 堅緻 精良

4 5 548 ほぼ完形 Ⅵ・I 内外面 ともに施粕 灰 白 堅緻 精良

4 5 54 9 青磁 口縁 Ⅳ ・I 内外 面に施 粕貴 人
粕調 、明緑灰
胎土調 、灰 白

堅緻 精良

4 5 5 50 青磁 Ⅵ ・I 内、 外面 に施粕 貴人
明 オ リーブ灰、
灰 白

堅緻 精 良 橙 色付 着

4 5 551 韓 の 羽口 Ⅴ ・I
（内）浅黄橙
（外 ）灰 自

良好

」＿
45 552 把手 Ⅲ 黄橙 良好 3 mm 以下 の砂粒 を

含 む

⊥
45 553 須恵 器 I－25 内外 面 と も横 ナデ 内面 にぷい黄橙 、

外 面灰 褐
堅撤 2 m m以 下の砂粒 を

含 む

45 554 青 磁 Ⅵ ・1 施 粕貫入 明緑灰 堅撤 精良

4　弥生～近世の石器および古銭

学頭遺跡では多くの土器が出土したが、それに比して石器等の出土は少なかった。しかし、時期的にはか

なりの幅がみられる。

1－3は磨製石鉄、4－9は石包丁である。石包丁では両端にえぐりをもつもの、穿孔をもつもの、その

組み合わせのものがみられる。10、11も石包丁状であるがかなり大きく、鋭いケズリ痕跡がみられる。12は

石剣とみられる。13は一見砥石状だが刃部状に薄くなった部分に使用痕がみられる。14は石臼の下目で、円

形を呈する平面を沈線で8分割し、その区画内をさらに数状の沈線で区画している。15－18は古銭で、15が

天保通宝、16－18が寛永通宝であり、いずれも江戸時代のものである。

第29表　石器および古銭計測表

図面番号 遺物番 号 種　 別 出土 地区 最大長 （cm ） 最大 幅 （cm ） 最 大厚 （cm） 重 量 （9 ） 石　 材 備　　 考

46 1 磨 製石 鉄 Ⅳ 3 ．3 1 ．55 0 ．2 5 1．6

46 2 磨 製石 鉄 Ⅲ－989 2 ．76 2 ．05 0 ．2 5 1．6

46 3 磨製石 鉄 Ⅴ表採 2 ．6 1．65 0 ．3 1 ．3

4 6 4 石 包 丁 Ⅲ一571 4 ．1 5 10 ．75 0 ．8 53 ．4

4 6 5 石 包 丁 Ⅴ一括 3 ．9 5 3 5 ．5 10

4 6 6 石 包 丁 東 墳下 3 ．7 8 ．3 7 ．5 33 ．1

46 7 石 包 丁 一括 4 ．5 8 ．9 8 ．5 54 ．6

46

46

．8 石 包 丁 Ⅴ一括 3 ．9 4 ．15 4 1 1．8

9 石 包 丁 Ⅴ・Ⅱ区・Ⅱ層 5 5 0 ．4 1 5．6

46 10 石 包 丁 Ⅳ S E 9 ．68 6 ．6 0 ．8 6 3．5

46 11 石　　 刃 Ⅲ S C 24 6 ．9 9 ．6 1 ．1 74 ．3

46 12 石　　 剣 Ⅳ I 区 6 ．9 5 ．8 0 ．9 5 56．5

4 6 13 I 14 ．1 5 1 ．0 5 102

4 6 14 石　　 臼 Ⅲ－1245 16 ．8 28 9 6670

4 6 15 銭 Ⅲ 4 ．9 3 3 ．25 0 ．3 22 ．3

4 6 16 銭 Ⅵ・I 区・溝 2 ．4 8 2 ．5 0 ．12 3 ．2

4 6 17 銭 2 号溝 ・埋土 中 2 ．35 2 ．3 5 0 ．1 1 ．6

4 6 18 銭 Ⅵ・Ⅲ区 ・溝 一括 2 ．5 2 ．5 0 ．1 2 ．5 ．
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第Ⅲ章　八児遺跡の調査

第1節　第I区の調査

（1）調査区の概要

道路拡幅部分の内遺構が良好に遺存していると推定された範囲に、幅5m、長さ35mにわたって発掘区を

設定した。当初大字から宮水流遺跡と呼称したが、その後小字に従い八児遺跡とした。さらに1次調査地に

隣接した地点を2次調査するに及び前者を八児遺跡I区、後者をⅡ区とした。I区では古代初頭から中世に

かけての遺構が調査区の北半に集中して検出された。調査区の層位は表土下に汚れた黒褐色土があり、その

下部の黄褐色土で遺構輪郭が明瞭に検出できたが、本来の遺構面は黒褐色土にあると推定される。

（2）古代・中世の遺構と遣物

時期の明確な遺構は竪穴住居址、土墳墓などすべて古代から中酎こ位置付けられる。

竪穴住居祉（第48図、53図　図版18）

竪穴住居址は調査区の中央からやや南西よりで検出された。一部が発掘区外にあり、全体形はわからない

が、検出面からの深さは約30cm、完掘できた南東壁の長さは4．84mで他辺の長さも5m前後のほぼ正方形の

平面形を里していると推定される。南東側壁面の方向はN－320－Eである。住居址内で13個の柱穴が検出

されたが、ほとんどの柱穴は深さ20。m前後と浅く、この住居に伴う可能性のある柱穴はP45とP55の二つだ

けである。この二つの柱穴はほぼ対角線上にあるので4本主柱の可能性があるが、他の二つは確認できなかっ

た。住居内施設としては他に埋嚢が床面中央に据えられていた。嚢の外面に接する部分はオレンジ色に変色

していて熱を受けていたことは確かだが、埋嚢内にもその周辺でも灰や炭化物は検出できなかった。

住居祉出土遺物（第55図、56図　図版20）

住居址出土遺物には須恵器と土師器がある。ほとんどが埋土中の出土で床面直上の検出は埋嚢を含めて8

点ほどであり、その大部分が小破片であった。1は唯一の弥生土器片で中期の嚢口縁部である。2、3は須

恵器杯蓋口縁部片である。7も須恵器杯蓋であるが、天井部外面が荒れていて杯身として使用された可能性

がある（実測図では杯として扱った）。4－6はつまみを持つ須恵器杯蓋である。これらの須恵器蓋杯はお

よそTK217に比定できる特徴をもっている。8、9は須恵器嚢の胴部片で、内面は同心円叩き、外面は平

行叩きが見られる。10－21、24は土師器嚢の口縁部片である。22、23は土師器高杯もしくは台付き椀の脚部

で38、39は高杯もしくは鉢の口縁部と考えられる。25－36、40は土師器鉢、碗、皿の口縁部一胴部片である。

41－50は土師器嚢の底部である。46の底面は木の葉底になっている。45は住居址内で検出されたP45埋土か

らの出土である。51は甑の胴部から底部にかけての破片で、実測図にはかなり推定復元がなされている。胴

上半部はほとんど取っ手の部分が遺存していただけであった。取っ手は胴部に差込まれている。52は住居址
ヽ

床面中央部で検出された埋嚢で、本来は口縁部を欠いただけであったが、十分に復元することができなかっ

た。53は土師器杯蓋で、つまみ部分がわずかに遺存している。56は小型の土師器手淫ね鉢で器壁の接合部が

明瞭に残っている。54、55、57－59は土師器杯身で54はほぼ完形である。60はヘラ切り底を呈する土師器皿

の底部である。
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第47図　遺跡周辺図（1／500）
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第48図　遺構配置図（1／200）

土墳墓（第49図、54図　図版18）

土墳墓は発掘区の北東端で検出された。長さ1．88m、幅0．93mで、掘方確

認面からの深さ約6cmの規模を持つほぼ長方形の墓である。長軸の方位はN

－320　－Eである。人骨は消滅していたので頭位方位は判らない。土墳墓の

実際の深さは不明であるが、高さ約7cmの大形石鍋が検出面のさらに上で正

立して検出されたらしいので、少なくとも13cm以上は現存していたことがわ

かる。土墳墓の埋土は湿って汚れた黒褐色土で、分層することはできなかっ

た。

土墳墓出土遺物（第58図、59図　図版20、21）

土墳墓としては豊富な副葬品が見られる。副葬品には土師器皿、白磁小壷、

湖州鏡、鎌、刀子、石鍋、鈴銅、鉄鈴がある。副葬品は墳底長軸を中心に左

右に配置されている。

①土器　土器は土師器皿と白磁合子の2点が出土した。

73はヘラ切り底の土師器皿で、墓墳底面南西寄りのほぼ短辺中央部に正立

して置かれていた。口径9．2cm、高さ1．4cmと器高の低い小皿である。内外と

もナデ調整され、底部内面は指頭押庄されている。

74は白磁小壷と蓋で、壷は一部を欠失しているが、短く直立した口縁部か

ら肩が大きく張り出し最大径5．7cmを測る。器高は4．4cmである。蓋は天井部

がへこんだ栓形の蓋である。壷、蓋とも灰白色の胎土に幾分飴色の粕がかか

り細かな貫人が見られるが、底部に粕はかかっておらず削りがそのまま認め

られる。白磁の正確な出土位置は遺憾ながら不明である。

②鉄製品　鉄製品は刀子と鎌、鈴及び不明鉄器がある。

片関の刀子76は床面東隅で検出した。切先が欠損していて刃部の現存長は

9．3cm、幅は約2cm、柄部長7．6cmである。

77は曲刃鎌で床面中央部やや西寄りの部分で出土した。柄に近い部分が欠

失し、刃部先端部が摩滅している。現存刃部長は約16cm、幅は中央部で約3．7cm

を測る。刃部先端に木質と繊維質が付着していた。

75は不明鉄器である。直径約6cmで自転車のベル状を呈する円形本体に幅

約2cm、長さ7cm、厚さ約1mmの細長い長方形鉄板が錬着している。両者が

一体のものか否かは不明である。
（1）

81－b－86は鉄鈴である。鉄鈴は東側壁の北東木口寄りの一群と西側壁寄

りの一群がある。前者は鋼鈴と混在して出土した。

81－bは鉄鈴N0．1で鉾のため正確な器形は判らないが、Ⅹ線観察によれば

体部はほぼ球形である。口部が一部欠損している。鉦の形状は五角形を呈し

ている。高さ約3．6cm、鈴体高2．6cm、正面幅は約3cm、鉦の高さ1．2cm、幅

は基部で約9．5cm、厚さ約3．4mm、鉦孔径3cmを測る。口は体部中央までは届

いていない。口の幅はおよそ2．7mmである。鉦の穴方向と口とは平行ではな

く角度をもつ。

8トCは鉄鈴N0．5で鉄鈴No．1、銅鈴N0．5と錬着している。鉾のため正確
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第50図　掘立柱建物及び周辺遺構（1／40）

な器形は判らないが、Ⅹ線観察によれば体部はほぼ球形である。鉦は欠損していて形状わからない。鈴体高

およそ2．9cm、正面幅は約3cm、口は体部中央までは届いていない。口の幅はおよそ2．2mmである。丸の材質

は不明である。

82は鉄鈴N0．2で鋸のため正確な器形は判らないが、体部はほぼ球形である。腹部に帯が巡る可能性がある。

鉦の形状は円形で鉦穴は水滴状を呈している。高さ約4．3cm、鈴体高はおよそ3．1cm、正面幅は約3．2cm、鉦

の高さ1．2cm、径は約1cm、厚さ約4mm、鉦孔径約4mmを測る。口形状等ははっきりしない。

83は鉄鈴N0．3で鋸のため正確な器形は判らないが、体部はほぼ球形である。鉦の形状は円形で紐穴は水

滴状を呈している。高さ約4cm、鈴体高はおよそ3cm、正面幅は約3cm、鉦の高さ1．2cm、径は約1cm、厚

さ約3．5mm、鉦孔径約4mmを測る。口形状等ははっきりしない。

84は鉄鈴N0．4で鎌のため正確な器形は判らないが、Ⅹ線観察によれば体部はほぼ球形である。鉦は欠損

している。鈴体高約2．8cm、正面幅は約3cm、鉦の幅は基部で5mm、厚さ2mmを測る。

85は鉄鈴N0．6である。刀子と接して置かれていた。鋸のため正確な器形は判らないが、Ⅹ線観察によれ

ば体部は球形に近いが上下に幾分扁平である。鉦の形状は円形を呈している。高さ約4．9cm、鈴体高3．3cm、

正面幅は約3．7cm、鉦の高さ1．6cm、径は約1．2cm、厚さ約5mm、鉦孔径約3mmを測り、最大の鈴である。口

は体部中央までは届いていない。口の幅は最大約5mmで端に行くほど狭くなる。鉦の穴方向と口とは平行で

はなく角度をもつ。丸の材質は不明である。

86は5個の鈴が錬着したものである。小型石鍋の横で出土した。aは鉄鈴N0．7でb、C、d、eは各々No．

8、9、10、11である。鋸のため正確な形状等ははっきりしないが、概ね85を除いた鉄鈴と同様な形状を呈

している。

（郭銅製品　鈴と湖州鏡がある。
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第51図　柱穴71～75（1／40）
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87は隅入方形の湖州鏡で、幾分歪んでいるが鏡面は平坦である。大きさは幅8．01。m、厚さ約1m、鉦部分

の厚さは3mmである。蒲鉾縁の上面は平坦でその部分の幅は約2．2mm、厚さは1．65mmから2．2mmを測る。重さ

は45・6gである。銘文の方形区画は長さ4．1cm、幅2．13cm、外画線は1重で鉦の左側にある。銘文は2行で

肉眼では明確ではないが、拓本から「□州真石家／念二□□子」と読める。□部分は先頭から湖、叔、照と

推定される。鏡の表裏は木質が付着していて、木箱に収められていた可能性を伺わせる。

78－8トaは銅鈴である。銅鈴は東側壁の北東木口寄りに纏まって配置され、鉄鈴と混在して出土した。

78は銅鈴No・2である。下膨れで下半部がやや扁平な器形をなし、上半部が下半部より若干高いがかなり

欠損している。鉦の形状は方形で角が丸い。高さ3．28cm、鈴体高2．83cm、側面幅約2．5cm、鉦の高さ5．2mm、

幅は基部で8・1mm、厚さ3．1m、鉦孔径2．9mを測る。口は腹部まで開いている。鋳型の合せ目は鉦の中央と

口の一辺を通る。
′‘

79は銅鈴No・3で下膨れで下半部がやや扁平な器形をなし、上半部が下半部より高い。鉦の形状は五角形

を呈している。高さ2・8cm、鈴体高2．2cm、正面、側面幅共に2．15cm、鉦の高さ5．5mm、幅6．7mm、厚さ2mm、

鉦孔径2・3mを測る。丸は鉄製で内部で錬着している。口幅は約4mで腹部まで開いていて端部は丸く収まる。

鋳型の合せ目は鉦の端と口の一辺を通るが、反対側では口端の真ん中に見られる。

80は銅鈴No・4である。下膨れで下半部がやや扁平な器形をなし、上半部が下半部より径が小さく若干高い。

鉦の形状は丸い。高さ2・73cm、鈴体高2．13cm、正面、側面幅は各々2．15cm、2．4。m、鉦の高さ6mm、幅7．1mm、

厚さ1・7mm、鉦孔径2．2mmを測る。丸は鉄製で口中央部で錬着している。口幅は約3．8mmで腹部まで開いてい

て端部は丸く収まる。鋳型の合せ目は鉦の端と口の一辺を通るが、反対側では口端の真ん中に見られる。

81－aは銅鈴No・5鉄鈴No．1、N0．5と錬着している。下膨れで下半部がやや扁平な器形をなし、上半部が

－79－
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第52図　土壌2・3及び周辺遣構図（1／40）

下半部より高い。鉦の大部分は欠損している。鈴体高2．45cm、正面、側面幅共に2．41cm、鉦の幅は基部で6．5mm、

厚さ2．1mを測る。丸は鉄製で内部で錬着している。口幅は約3mmで腹部まで開いていて端部は丸く収まる。

銅鈴にはこの他に、刀子の横で検出した鋼鈴N0．1があるが、取りあげ後に細かく破損したため実測図とし

て示しえなかった。

④石製晶　大小の石鍋2点が出土した。

88は大形で体側上部に縦長の耳が3つ（1箇所欠失）削り出されている石鍋で、耳の上面は口縁上面と同

一面をなしている。正確な出土位置はわからないが、東側面の木口寄りの部分で、鈴、刀子の上部に正立し

て出土したらしい。従って、これだけは墓墳底密着ではなく、棺上に置かれていた可能性がある。口縁から

胴部にかけての部位が1／2弱欠失している。口径は18．2cm、器高は7cm、口唇部の厚さは1．2cmを測る。外側

面は細かな墓で三段に削られている。小型品と異なり、削り痕はそのままでありほとんど研磨されていない。

耳外面は横に削られているが、側面は縦削りである。内面は同じく整痕が見られるが、研磨されている。器

表は煤けていて、底部外面は火を受けて剥離が見られ、厚さが1m程度しかない部分がある。また使用中に

幅3cm四方程度破損していて、その部分が補修されていた。補修には滑石と鉄のピンが使用されていた。長

さ5．8cm、幅4cmの長方形の滑石板中央から幅1．5cm、長さ2．5cm、高さ1．5cmの方形部分が削り出されて突き

出ていて、滑石の断面はキノコ状を呈している。突起中央に8×6mの方形の穴が穿けられていて、そこに

ピンを通し固定するようになっている。補修部の横に楕円形の穴が穿けられているが、その部分には煤が認

められず、副葬時に穿孔された可能性がある。

89は小型の石鍋で土壌基底北部分で正立して出土した。口縁部径が6．5cmから6．9cm、高さが最大3．9cmで

口縁部は内傾していて、外面には煤が付着している。内部は細かい整状工具で削っていて、底面は磨かれて

いる。上面が口縁上面と同一平面を形成する縦長の耳が4つ見られる外面は縦方向に細い工具で削ったあと

－80－



◎p53

◎p54

◎p45

三＝三　′
埋奮

◎p49

P50

N。互◎9
9No5　　No7

oNo6

1　　　　　　　　　　　2m
L‥　．　1　1　．　：　．＿＿＿＿」＿　＿J＿　＿」　＿　1

第53図　竪穴住居址（1／40）

横方向に3段丁寧に削って整形しているが、耳の下部だけは縦方向に大きく削られている。厚さ7mm内外の

口縁上面は敵打を受けたように荒れている。内部には鉄片が4個入っていた。

掘立柱建物（第50図）

溝と竪穴住居址の中間で検出した。P41、P34、P29で二間分の側柱を形成し、それに対応する柱穴がP

39、P31、P26である。一間×二間の建物と思われるが発掘区外に延びる可能性もある。長辺の一間幅は約

2．2m、短辺の一間幅は約1．4mである。

出土遣物（第57図）

P34から72の土師器壷頚部片が出土した。

その他の遺構と遺物（第49図－52図　図版20）

溝（第49図　図版17）

溝は調査区の北東部、掘立柱建物と土墳墓の間で検出した。溝の延びる方向は南東から北西でその方向に

わずかに低くなっていく。検出面での最大幅約1．3m、最少幅1．1mを計り、深さは約20。mである。底面はお

よそ80cmでほぼ平坦である。南東部分では二段になっていた。溝埋土は湿って汚れた黒褐色土のほぼ単一層

であった。出土遺物には須恵器嚢片、土師器棄片と青磁皿片、土師器皿片などがあり、すべて埋土中から出

土している。
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第54図　土墳墓（1／20）

土壌（第49図、52図　図版17）

土墳墓よりも小規模な長方形掘り込みを土壕とした。土壌1は溝と土墳墓の中間に位置する。幅64cm、長

さ1．1m、深さ20cmほどの長方形を呈した土壌である。土壌2、土墳3は発掘区の南西端近くで検出した。

土壌2は幅62cm、長さ1．24m、深さ20cm程の略長方形を呈した土壌である。土壌3は一部が未発掘区に延び

ていて全体の規模はわからないが、幅約94cmで深さ10cm程度の正方形に近い土壌である。いずれの土壌の埋

土とも湿って汚れた黒褐色土のほぼ単一層であった。遺物はほとんど無く、土壌2の埋土から土師器皿片、

土壌3の埋土から須恵器嚢片を検出したのみである。その他にP14、P22、P37、P44、P72なども土壌と

して取り扱える。

柱穴（第49－54図）

掘立柱建物として構成できなかった柱穴状ピットはおよそ65個検出された。発掘区のうち、住居祉より北

東半分に密度高く分布している。ピットにはPl、P9など径が20cm前後で深さが10～30cm程度のものと、

P14、P15など径が30cm以上で深さが10cm前後のものの2種類があり、前者は通常の柱穴と考えられる。

遺物（第57図　図版20）

溝埋土からは61、62、64－67が出土した。61は須恵器嚢胴部片で器面調整は内面がナデ、外面は平行叩き

である。62も須恵器嚢胴部片で内面同心円叩き、外面格子叩きが施されている。64、65は土師器嚢の口縁部

片で、風化が強いものの、ナデ調整されていると思われる。この4点は古代初頭頃に位置づけられると考え

られる。66は糸切り底の皿底部である。67は岡安窯系I－2bの青磁皿底部片で見込に櫛措文がある。土壌

2からは、68の糸切り底皿底部片が、土壌3からは、63の内面叩きナデ消し、外面格子叩きの施された須恵

器嚢片が出土した。72は土師器壷の頚部で柱穴P34から出土した。その他に図示しなかったが土壌2から古

代末一中世初頭頃のヘラ切り底の土師器皿底部片、土壌3から中世の糸切り底土師器皿の底部片が出土し、

P5、P6、P59、P60から中世の糸切り底皿底部破片、P59からは近世の染付胴部片が出土した。

－82－
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第55図　住居址出土土器（1／3）
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第56図　住居址出土土器（1／3）

（3）小結

I区は狭い範囲の発掘であり、当然ながら集落等の構造等に言及できるだけの材料は無い。ここでは遺構

の時期等2、3の点について纏めてみたい。竪穴住居址は須恵器杯蓋等の時期がTK217あたりに位置付け

られる特徴を持っている。土師器編年は未整備なので詳しい位置付けはできないが、杯等にみる特徴などか

ら概ね須恵器と同様の時期が与えられよう。7世紀前半代に比定できる。他に明確な古代初頭の遺構は無い。

土墳墓は、釘等木棺の痕跡を示すものが検出できなかったので土墳墓としたが、鈴や鎌などに木質の付着が

－84－
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第57図　土壌・溝・柱穴出土土器（1／3）

見られ、あるいは棺底の一部が錬化して残った可能性もあり、ここでは木棺墓の可能性を残した土墳墓とし

ておきたい。副葬品は豊富であり、その内容も一般的な土墳墓のそれとは少々趣が異なっている。土師皿、

鎌、刀子等は一般的に見られる副葬品であり、湖州鏡の副葬は県内でもその例がある。しかし石鍋や鈴の副

葬はあまり例がなく、石鍋、湖州鏡、白磁小壷を加えた内容は経塚のそれに近似している。土墳墓の年代は、

副葬品のセット関係からおよそ平安時代末期附近と判断されるが、白磁小壷は鹿部山経塚において永久元年
（2）

（1113）銘経筒と共伴した青磁小壷と、青磁と白磁の違いはあるものの、ほぼ同型である。また、太宰府S
（3）

E1920で出土した同様の小壷は山本信夫氏によりC期として11世紀後半から12世紀前半に比定されている。
（4）

石鍋は県内出土のものとしては最古例で、森田勉氏分類のA群に比定される。盛行期は10－11世紀と考えら

れている。従って、土墳墓の年代も11世紀後半から12世紀の前半代と大きく考えておきたい。湖州鏡は伝世

例を含めて県内では8例日であるが、他の7例は円もしくは六花鏡で、方鏡の分布は近畿以北の日本海側に
（5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

濃いとされ、方鏡の出土例は九州でも皆無に近い。中でも隅大方鏡は全国的にも稀だと思われる。被葬者が

鏡を入手した背景の追及等今後の課題として残る。

（註）

（1）鈴の部分名称については、次の文献を参考にした。なお、田中氏（筑波大学）からは参考文献等教示頂いた。

田中　裕　1992「第8章　考察Ⅱ　小型埋葬施設出土の日本初期の鈴」『史跡　森将軍家』　長野県更埴市

教育委員会

（2）宮小路賀宏

（3）山本　信夫

（4）森田　　勉

（5）久保　智康

1973「第6章　鹿部山経塚の調査」『鹿部山遺跡』　日本道路公団139，141頁

1992「第10章第2節　太宰府と貿易陶磁」『太宰府市史　考古資料編』　太宰府市

1983「滑石製容器一特に石鍋を中心として－」『仏教斐術』148　毎日新聞社

1987「平安後期出土鏡の研究序説」『東アジアの考古と歴史　下　岡崎敬先生退官記念論集』

岡崎敬先生退官記念事業会　505－507頁

（6）西村　強三　1983「鹿児島県下の神社に侍わる中国宋元時代の鏡」『九州歴史資料館研究論集』9　九州歴史

資料館
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第59図　土墳墓出土石鍋（1／2）
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第2節　第I区の調査

遺構

2次調査で検出されたのは、2条の溝状遺構と土師

質の杯・皿類を多量に包含する土壌などである。溝状

遺構は2条検出されたが、一条は幅約1m、深さ30－

40cmで調査区を斜めにほぼ東西方向へ直線的に横断

し、もう一条は最大幅約1．5m、深さ40－45cmで弧状

を呈している。この弧状の溝状遺構は、直線的な溝状

遺構に接する地点で先細りに浅くなり終局している。

直線的な溝は、やや東向きの勾配をもち、弧状の溝も

西から東へやや深くなる勾配を示す（第61図）。いず

れも溝の延長は確認されていないが、地形的にも東向

きに小河川へと緩やかに向かうことから、ことに直線

的な溝は小河川へ向かって掘削されたものであろう。

土師質杯・皿を多量に包含した土壌は、長軸約

1．7m、短軸1．5mのやや楕円形を呈し、検出面での最

も深い部分で約40cmの規模を持つ（第60図）。

その他、撹乱坑と切り合い仝体形は不明であるが、

土坑が少なくとももう1基存在した痕跡が確認されて

いる。

遺物

出土した遺物は、土師質土器、陶磁器、土錘、軽石

製品などである。

第60図　八児遺跡土壌実測図（1／3）

「　「
第61図　八児遺跡遺構実測図（1／50）
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土師質土器

出土した素焼きの土器は、土師質の小皿、杯類（第62・63図1－31）が中心である。小皿、杯の底部切離

しは、すべて糸切り底であり、ヘラ切り底は一点も見られない。小皿（第62図1－8）の底部は比較的厚く、

口縁部は先細りにつまみ上げで整形される。小皿の法量の痩格性（第　図）は、口径6．6cmから7．7cmとの間

にある。器高は1．2cmから1．8cmの間に収まり、すべて2cm以下である。色調は、橙色が中心であるが、黄灰

色の焼きも見られる。

一方、杯（第62・63図9－31）の法量は口径1．1cmから13．9cmと若干のばらつきが見られるが、おおむね

口径13cm前後に集中する。器高は3．3cmから4．1cmの間に収まり、統一的である。色調は、橙色が中心である

が、黄灰色の焼きも見られる。整形技法の上からは、口縁部が直線的に立ち上がるものと、若干の内湾を示

すものに分類できるが、全体的には先細りに整形される。

その他素焼きの土器としては、嚢形土器（第63図32）が見られる。また、瓦質の土器として4か所に低足

の付いた鉢形土器（第64図59）が見られる。

陶磁器

陶磁器類では、青磁（第63図37－42）、白磁（第63図43－44）、染付（第64図47－53）等が出土している。

第　図37と38は同一個体とみられるが、やや大振りの碗で線描きの蓮弁文が見られる。第63図39から41は、

見込みに印花文が施されている底部片である。白磁は口縁部が肥厚し、小さな玉線状を呈する。

染付には47・49の皿、50から53の碗類がある。

軽石製品

長さ11．4cm、最大幅9cm、最大厚6．5cmの軽石の製品で、各面の内小口面は細かく面煎りされ、上下面は
／

平滑に広く面取りされている。（第64図63）。

土錘

土錘は、4点出土している（第63図33－36）。

第32表　八児遺跡糸馴J底土師質土器法量表（1／2）
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第33表　八児遺跡第Ⅱ区出土遺物観察表（1）

N o 芹 種
口　 径

（cm ）

器　 高

（cm ）

底　 径

（cm ）
色　　　　　　　　　　 調 胎　　　　　　　　　　　　　　　　 土 備　　　　 考

1 小　 皿 （6 ．6c m ） 1 ．4 5 cm （4 ．6 c m ） （外 ）浅 黄 橙　　　　 （内 ）橙 11m 以 下 の 赤 褐 色 、 黒 色 の 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

2 ク （6 ．6c m ） 1 ，3 c m （5 ．6 c m ） （外 ）浅 黄 橙 ・浅 黄　 （内 ）浅 黄 橙 0 ．5 m m 以 下 の 褐 色 、 無 色 透 明 で 光 る 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

3 ノケ （6 ．9c m ） 1 ，18 c ln （5 ．7 C一m ） （外 ）橙　　　　　　 （内 ）橙
1m m 以 下 の 褐 色 の 砂 粒

0 ．5 m m 以 下 の 黒 く て 光 る 、 無 色 透 明 で 光 る 砂 粒 を 含 む
糸 切 り

4 ク （6 ，9c m ） 1 ．5 c m （5 ．7 5 cm ） （外 ）淡 橙　　　　　 （内 ）淡 橙 0 ．5 m m以 下 の 無 色 透 明 で 光 る 砂 粒 、 褐 色 の 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

5 ク （6 ．6c m ） 1 ．8 c m 6 ．2 cm （外 ）黄 灰　　　　　 （内 ）黄 灰 褐 色 、 無 色 透 明 で 光 る 、 黒 く て 光 る 微 粒 子 を 含 む 糸 切 り

6 ク （7 ．7c m ） 1 ．4 c m 5 ．9 cm （外 ）淡 橙 ・浅 黄 橙　 （内 ）淡 橙 0 ．5m m 以 下 の 褐 色 、 無 色 透 明 で 光 る砂 粒 を 含 む 糸 切 り

7 〃 （7 ．6 5c m ） 1 ．5 c m （6 ．2 cm ） （外 ）浅 黄 橙　　　　 （内 ）浅 黄 橙 2 －m 以 下 の 褐 色 、 灰 色 の 砂 粒 含 む 。 光 る 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

8 〃 7 ．4 c m （1 ．5 c m ） （5 ．7 cm ） （外 ）橙　　　　　　 （内 ）橙 1 m 以 下 の 明 赤 褐 色 砂 粒 、 0 ．5 m 以 下 の 黒 褐 色 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

9 杯 （1 1 ．0c m ） 3 ．3 c m 7 ．0 cm （外 ）浅 黄 橙　　　　 （内 ）浅 黄 橙
光 る微 粒 子 、

0 ．5 mm の 赤 褐 色 、 茶 色 ・白 色 の 細 砂 粒 を 含 む （き め 細 や か ）
糸 切 り

1 0 ク （1 1 ．9c m ） 3 ．85 c m （8 ．4 cm ） （外 ）に ぷ い 橙　　　 （内 ）淡 橙 0 ．5 mm 以 下 の 無 色 透 明 で 光 る 砂 粒 、 褐 色 の 微 粒 子 を 含 む 糸 切 り

1 1 ク （1 2 ．2c m ） 3 ．6 c m （6 ．7 5 cm ） （外 ）橙　　　　　　 （内 ）橙
2 m 以 下 の 赤 褐 色 、 褐 色 、 黒 色 の 砂 粒 と 1 mm 以 下 の 透 明 で 光 る 砂 粒

を 含 む
糸 切 り

1 2 ′シ （1 2 ．4 c m ） 3 ．6 c m （8 ．2 cm ） （外 ）浅 黄 橙　　　　 （内 ）黄 橙 光 る 微 粒 子 、 0 ．5 mm の 灰 色 ・赤 褐 色 の 細 砂 粒 を 含 む （き め 細 や か ） 糸 切 り

1 3 一シ （1 2 ．5c m ） （4 c m ） （7 ．4 cm ） （外 ）浅 黄 橙　　　　 （内 ）浅 黄 橙 1 m m 以 下 の 赤 褐 色 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

1 4 〃 （1 2 ，9 cm ） （4 ．1 c m ） （7 ．9 cm ） （外 ）橙　　　　　　 （内 ）に ぷ い 橙 1 mm 以 下 の 赤 褐 色 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

1 5 ク （12 ．65 cm ） 3 ．9 cm （8 ．9 cm ） （外 ）浅 黄 橙　　　　 （内 ）浅 黄 橙 1 mm 以 下 の 赤 褐 色 、 褐 色 の 砂 粒 を 含 む 糸 切 り

1 6 〃 1 2 ．8 cm 3 ．9 cm 7 ．5 cnl （外 ）浅 黄 橙 ・淡 橙　 （内 ）淡 橙 光 る 微 粒 子 、 茶 色 な ど の 欄 砂 粒 を 含 む （き め 細 や か ） 糸 切 り
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第34表　八児遺跡第I区出土遣物観察表（2）

N o 器 種 ・

／
口　 径

（cm ）

器　 高

（cm）

底　 径

（cm）
色　　　　　　　　　　　 調 胎　　　　　　　　　　　　　　　 土 備　　　　 考

17 ク （12 ．8cm） 4 ．0cm （8．0cm） （外 ）浅 黄橙　　　　 （内 ）浅黄 橙 光 る微粒 子 、0 ．5mmの赤 褐 色 の細 砂粒 を含 む （きめ細 や か） 糸切 り

18 ク （12 ．6cm ） 4 ．0cm 7．1cm （外 ）橙　　　　　　 （内 ）橙
光 る微粒 子

0 ．5mm大 の赤 褐色 、 灰色 の 細砂 粒 を含 む （きめ細 や か）
糸切 り

19 杯 13 ．9cm （3．8。。） 8．3cm （外 ）浅 黄橙　　　　 （内 ）浅黄 橙 1mm以 下 の赤 茶色 の 砂粒 を少 し含 む 糸切 り （？）

20 一ク （14 ．4cm ） （3．25cm ） （9 ．8cm） （外 ）灰 自 ・灰 黄褐　 （内 ）褐灰 0．5mm以 下 の黒灰 色 の砂 粒 （きめ細 い）を多 く含 む 糸切 り （？）

21 〃 6 ．8cm （外 ）橙　　　　　　 （内 ）橙 ・浅 黄橙 0．5以 下 の赤 茶 色 の砂粒 を含 む （きめ細 や か） 糸切 り

22 ク （7cm） （外 ）浅 黄橙　　　　 （内）浅黄 橙
1mm以 下 の赤 褐 色砂 粒 、2mm以下 の 暗褐 色 砂粒

1mm以 下 の黒 く光 る柱状 砂 粒 を含 む
糸切 り

23 ク （7 ．2cm） （外）にぷ い橙　　　 （内）に ぷ い橙 0．5mm以 下 の褐 色 、無色 透 明 で光 る砂 粒 を含 む 糸切 り

24 〃 （7 ．45cm） （外）橙　　　　　　 （内）橙
1．5mm以 下 の赤 褐色 、 乳 白色 、褐 色 、黒 色 の砂 粒 と0 ．5mm以下 の 金

色 に光 る 砂粒 を含 む
糸 切 り

25 ク （7 ．7cm） （外）浅 黄 橙　　　　 （内）浅 黄橙 ． 1mm 以下 の 赤褐 色 、黒 褐色 、 褐色 の 砂粒 を含 む 糸 切 り

26 ク 8 ．4cm （外）橙　　　　　　 （内）橙 0．52以 下 の赤 茶 色 、黒 灰色 の 砂粒 を含 む （きめ細 や か） 糸 切 り

27 ク 8 ．5cm （外 ）洩黄 橙　　　 （内）黄 橙 光 る微 粒 子 、0 ．5－1mm大 の赤 褐色 の 砂粒 含 む （きめ細 やか ） 糸 切 り

28 ク 8．8cm （外 ）橙　　　　　　 （内）橙 0 ．5以下 の 黒灰 色 、赤 茶色 の 砂粒 を含 む （きめ細 や か） 糸 切 り

29 ク （8．5cm ） （外 ）浅黄 橙　　　　 （内）浅 黄橙
0 ．5。m以 下 の赤 褐 色砂 粒 、0 ．5mm以 下 の黒 く光 る砂 粒

0 ．5mm以 下 の乳 白色砂 粒 を含 む
糸 切 り

30 ク （7．6cm ） （外 ）橙　　　　　　 （内）橙 2mm以下 の 明 赤褐 色砂 粒 を含 む 糸 切 り

3 1 〃 （8．4cm ） （外 ）浅黄 橙　　　　 （内）浅 黄橙 1mm以下 の 赤褐 色 、褐 色 の砂 粒 を含 む 糸 切 り

32 襲 （17 ．8cm） （外 ）浅黄 橙 ・灰 黄 褐 （内）浅 黄 橙 1 －4mm の褐 色 、灰 褐、 乳 白色 の砂 粒 ・粒 、黒 く光 る細片 少 量含 む

33 土　 錘 （外 ）灰 白 ・橙
透 明 、黒 く光 る ガラ ス質 の細 片 少量

0 ．1－0 ．5mmの乳 白色 、茶色 の細砂 粒 少 量含 む （きめ 細 やか ）

34 ク （外 ）淡赤 橙 細 砂 粒含 む

35 ク （外 ）淡赤 橙 ・淡橙 （きめ細 や か ）、0 ．1mm ぐ らいの 細砂 粒 少量 含 む

36 ク （外 ）淡橙 ・浅 黄橙
0 ．1－ 1mm の灰 白、褐 色 の 砂粒 少 量 、 光 る微 粒 子少 量 含 む （きめ 細

やか ）

37 碗 （16 ．1cm ）
粕

明 オ リーブ 灰

胎 土

灰 白
精　 良

青　 磁

（37・38 同一 個体 ）

38 ク 6．6cm
粕
（外）明オリーブ灰・黄褐
（内）明オリーブ灰

胎 土

灰 白・にぷ い 黄橙
精　 良 ク

39 ク 5．8cm
粕
（タt）明緑 灰
（内）明緑 灰

胎 土

灰 白
精　 良 ク

40 ク （4．4cm）
粕

オ リー ブ灰

胎土

灰 自
精　 良 ク

41 ク 5．3cm
胎土

灰 白
精　 良 ク

42 ク （5 ．6cm）
胎土

灰 白
精　 良 ク

43 ク 粕　 （外 ）灰 自　 （内）灰 白 精　 良　　 0．5mm以 下 の明 赤褐 色 粒 を含 む 白　 磁

44 〃 （外）灰 白　 （内）灰 白 精　 良 ク

45 ク （13．9cm ） 6．4cm （4 ．7cm）
牙由
（夕t）浅 黄 ・明 青灰
（内）浅 黄

月台土
（夕t）灰 白
（内）灰 自

精　 良

46 （23．8cm ）
寒由
（夕t）浅 黄
（内）浅 黄

胎土

灰 白
精　 良

47 皿 （7 ．8cm）
胎 土

灰 自
精　 良 染　 付

48 ク （5 ．3cm ）
胎 土

に ぷい 橙 ・橙
精　 良 ク

49 ク （11．6cm ） 精　 良 ク

50 碗 （11．35cm）
胎 土

灰 自
精　 良 ク

51 ク （3 ．8cm ）
胎 土

灰 白
精　 良 ク

52 ク （10 ．3cm） （2．75cm ）
胎 土

灰 白
精　 良　 1m 以 下 の褐 色、 黒色 の砂粒 を含 む 〃

53 ク （3．6cm ）
胎 土

灰 自 ・灰 褐
精　 良　 1mm以 下 の赤 褐色 、 黒色 の砂 粒 を含 む ク

54 蓋 （6cm） （外 ）灰赤　　　　　 （内）明褐灰 2mm以 下の 褐色 、 赤褐 色 、黒 色 の砂 粒 を含 む

55 碗 4．1cm
粕

．（夕t）オ リー ブ黒（内 ）オ リー ブ黒

胎 土

にぷ い橙
精　 良

56 〃 （4．8cm）
牙由
（夕も）灰 白
（内）緑灰

胎 土

灰 自
精　 良

57 ク
粕
（外）明オリーブ灰・灰自
（内）浅黄

胎土

灰 白・にぷ い橙
精　 良

58 ク 4 ．1cm
粕
（夕t）灰褐
（内）灰褐

胎土

淡黄
精　 良

59 鉢 （10 ．3cm） （外）浅 黄橙　　　　 （内 ）浅黄 橙 1mm以 下 の黒 色 、 白色 の砂粒 を少 し含 む 瓦　 質

60 す り鉢 （外）灰　　　　　　 （内）灰 7mm位 の褐 色 の粒 と3．5mm以 下の 黒色 、 灰色 の 砂粒 を含 む

61 襲 （15．0cm ）
粕
（夕も）黄 褐
（内）暗 灰黄

月台土
（外 ）灰褐
（内）褐灰

精　 良

62 ク （26．2cm ）
粕

灰赤

胎 土

灰赤
精　 良
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第Ⅳ章　結 三丘
ロロ

I－Ⅲ章において学頭遺跡、八児遺跡の内容を報告してきたが、両遺跡ともに道路幅に限った狭い範囲の

調査であったために遺跡の全体像を把握することは困難であった。しかし両調査によって得られた資料には

宮崎平野周辺の各時代の文化を考えるうえで貴重な資料が含まれていた。以下両遺跡にみられる遺構、遺物

から気付かれた点を若干述べて結びとしたい。

学頭遺跡では明確な縄文時代の遺構は確認はされなかったものの、後期～晩期にかけての土器が多く出土

している点と県内でも類をみない勾玉などの玉類が出土している点からみて、周辺にかなり有力な集団等の

存在がうかがわれる。ただし、この玉類は時期を判断することが困難な出土状況であり、玉の形態、出土位

置から今回は縄文時代の遺物として扱っている。またこの玉のなかでも勾玉と垂飾玉はその石材が糸魚川流

域の原産である可能性が高い。

県内における縄文後期一晩期の遺跡はこれまでそのほとんどが河岸段丘上において確認されてきた。しか

し、学頭遺跡は標高15m前後の微高地上に立地しておりこの点で注目される。県内では近年この様な微高地

上の調査例が増加傾向にあり、今後の類例増加を待って再び検討したい。

弥生一古墳時代では弥生時代後期一古墳時代初頭の土器が多くみられ、そのなかには瀬戸内地域との関係

が伺われる凹線文土器や矢羽透かしをもつ高杯なども少量含まれる。このような状況は周辺の同時期の遺跡

でも確認されており、新田原遺跡ではいわゆる花弁状住居との密接な関係が指摘されている。矢羽透かしと

円形透かしを組み合わせたものは県内では初例で、瀬戸内では備後地方に類例がみられる。

遺構では周溝状遺構が注目される。学頭遺跡において検出されたものは調査区の制約により周溝状遺構、

周溝墓のどちらの可能性も考えられる。県内において周溝状遺構が確認された遺跡は日向市百町原遺跡、都

農町新別府下原遺跡、川南町野稲尾遺跡、同町松・ケ迫B遺跡、同町丸山西原遺跡、同町大迫遺跡、新富町鬼

付女西遺跡、宮崎市熊野原遺跡A、C地区、都城市年見川遺跡、同市向原第一遺跡の10例が知られる。周溝

墓が確認された遺跡は川南町東平下遺跡、新富町川床遺跡の2例のみである。

八児遺跡において注目されるものは土墳墓である。検出状況があまり良好ではないものの、そこに副葬さ

れた遺物は豊富なものであった。なかでも湖州鏡が全国的にも稀な隅大方鏡である点や鈴の存在は被葬者の

性格や地位がいかなるものであったのか今後の類例増加を待ち、検討してみたい。

以上、学頭、八児遺跡においてみられる特徴的な事例をごく簡単にまとめたが、今回は諸般の事情により

深く言及することはできなかった。しかしこの両遺跡において得られた資料は周辺地城における各時期の研

究をすすめるうえで欠くことのできない資料であり、今後なんらかの形で取り上げていきたい。

最後に、現場で汗にまみれて作業してくださった方々や整理作業に関わってくださった方々、そのほかこ

の調査、報告に携わった皆様に心より感謝申し上げます。
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学頭遺跡遠景東から（中央はⅤ次調査）
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学頭遺跡2号住居跡
検出状況

学頭遺跡1号住居跡
検出状況

学頭遺跡1号溝状遺構
埋土堆積状況



学頭遺跡1号土壌

検出状況

学頭遺跡1号土壌
埋土堆積状況

学頭遺跡切石組遺構
検出状況
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学頭遺跡周溝状遺構
及び13号溝状遺構検出状況

学頭遺跡周溝状遺構内

土路出土状況

学頭遺跡勾玉出土状況
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1～4は2号住居跡出土
6～11は1号土壌出土

5、12～19は1号溝状遺構出土



■
19　　　　　　　20

－108－

1、2は1号溝状遺構出土
3～9は6号　　ク

10、11は周溝状遺構出土
12～21は8～12号溝状遺構出土
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1、2は3号住居出土

14　台また孟孟誌7号土壌出土
8～10、12は14号溝状遺構
13～15は遺構外で、13は131
14は129、15は126



1は136、2は556、3は147、4は159

5は160、6は158、7は150、8は149

9は167、10は198、11は137、12は200

13は190、14は177
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